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　重厚な執しつ務む机づくえの前で、エステラは緊張した面おも持もちで立ちつくしていた。

　薔ば薇ら色いろの唇くちびるを引き結び、かつての王女が仕立てたきり一度も袖そでを通さなかったという群ぐん青じよう色いろのドレスの横でぐっと両手を握にぎりしめる。波打つ栗くり色いろの髪かみが頰ほおに触ふれてむず痒がゆかったが、背中の方へ払うだけの心の余裕はなかった。

　榛はしばみ色いろの眼差まなざしに不安と期待を載せて、執務机の主あるじを見つめる。

　ミストリア王宮の一角にある国王の執務室には、無む駄だな調度品は一切ない。

　左右の壁には書棚が配置され、左の棚には主おもに書物が、右の棚には天てん球きゆう儀ぎや天てん秤びん、試験管立てなど書物以外のさまざまな物品が納められている。

（天球儀はともかくとして、試験管は政務に必要なものなのでしょうか……）

　不思議には思ったが、いまはそれどころではない。

　執務机では、部屋の主にして国の主でもある青年が書類に目を落としている。

　二は十た歳ちを少しすぎたくらいの、黒髪の青年だ。

　引き締まった長身に精せい悍かんな顔立ちという軍人然とした容よう貌ぼうをしており、その印象に違たがわず普段から黒い軍服を身に纏まとっている。研とぎ澄すまされた刃やいばのような銀ぎん灰かい色しよくの眼差しは、宿敵を睨にらみつけるかのように机き上じようの書類へと向けられていた。

　ヴィクリス・バゼル・ミストリア。

　内戦を治めた英雄である若き王だ。同時に、エステラの半年間限定の夫でもある。

　ヴィクリスはいまだ難しい顔をして書類を見つめている。

　彼が読んでいるのは、エステラが侍じ女じよたちと作成したドレスの新調計画書だ。

　ドレスの新調自体は許可が下りている。むしろ、ドレスを作るよう指示してきたのはヴィクリスの方だった。

　聖せい遺い物ぶつ〈オランドの兜かぶと〉盗難未み遂すい事件から、早二カ月。

　キリエ教きよう皇こう国こくに亡ぼう命めいしていたヴィクリスの二番目の姉ユージーナが王位継承権を放棄し、ミストリアへ帰国することが正式に決定した。

　これは〈オランドの兜〉を盗み出そうとした枢すう機き卿きようマリユーグとの取引の一つであり、エステラの指導係だったコーネリアへの配はい慮りよをヴィクリスに求めた結果でもあった。

　ついては一カ月後に帰国を歓迎する宴うたげが催もよおされることになったため、それに合わせてドレスを新調してはどうかと提案されたのだ。

　エステラの十八歳の誕生日も近いので、誕生祝いの贈り物も兼ねているようだ。

（それと、契約期間満了のご褒ほう美びも……でしょうか）

　ユージーナと入れ替わるように、エステラは王宮を去る予定になっている。

「何か、問題がありましたでしょうか？」

　ヴィクリスが黙だまりこくったままなので、エステラはおそるおそる訊たずねてみた。

　彼は「王族たるもの質素倹約に努めるべし」という考え方の持ち主だ。

　エステラは侍女たちと相談して豪ごう奢しやすぎず地味すぎないドレスの新調案を立てた。製作費もできるだけ抑えたはずだが、彼の基準を満たしていないのかもしれない。

「もう少し費用を抑えるべきでしたら、そのように修正いたしますわ」

「そういう問題ではない」

　長い息を吐いて、ヴィクリスは顔を上げた。

　銀灰色の眼差しに真正面から見つめられ、エステラは少し萎い縮しゆくする。

　ミストリア国民から尊敬と畏い怖ふを一身に集めるヴィクリスは、一見すると取っつきにくく怖こわそうに見えるが、エステラは実際の彼は穏やかで心優しい青年だということを知っている。ただ、厳しいところはとことん厳しい。

「君は、ドレスを製作するにあたってもっとも重要なことはなんだと考えている？」

「……美しさでしょうか？」

　王おう侯こう貴族が着飾るのは権けん威いや財力を示すためだと聞いたことがある。

　だが、ヴィクリスは首を横に振った。

「国の権威を示すために着飾るのは有効な手段だ。だがそれだけでは正解ではない」

「では……？」

　固かた唾ずを吞のんで聞き返すと、ヴィクリスは表情一つ変えずに口を開いた。

「もっとも重要なのは──防御力だ」

「えっ……」

「は……？」

　エステラが漏もらした声に同調するように呟つぶやいたのは、ヴィクリスの傍かたわらに控えていた補佐官のルパートだった。

　長い金髪を首の後ろで一ひと括くくりにした、二十代半なかばほどの優やさ男おとこだ。細い眼差しに愛あい嬌きようのある狐きつね顔がおで取っつきやすいのだが、その人当たりのいい表情に強い困こん惑わくが浮かんでいる。

「えーと陛へい下か、いまなんとおっしゃいました？　自分めの聞き間違いでなければ、防御力とほざ……おっしゃられたような気がするんですが」

　ヴィクリスの乳ち兄きよう弟だいだというルパートは主に対しても歯に衣きぬ着きせないところがある。

「聞き間違いではない。私は確かに防御力と言った」

　絶句する補佐官を一いち瞥べつすると、夫は再びエステラに向き直った。

「当日は多くの者が出入りする。来客の持ち物検査を徹底し、兵士も増員して警備を強化するのは当然だが、人間のやることに完かん璧ぺきはない。病気の家族を持つ兵士が暗殺者に買収されることだってありうる。叛はん乱らん分子が王宮に入り込み、王妃に危害を加えようと近づいてくるかもしれない……だというのに、このように薄い生き地じに露ろ出しゆつの多い意い匠しようでは頼りなさすぎる。却きやつ下かだ」

　まるでそれが常識であるかのような口ぶりで語ると、ヴィクリスは執務机の引き出しを開け、そこから一枚の書類を取り出した。

「よって、私の方で君にふさわしいドレスを検討しておいた」

　言いながら机の上に提示する。

　エステラは几き帳ちよう面めんそうな文字の並ぶドレス新調案を手に取った。肩の上から覗のぞき込こんできたルパートとともに書面へ目を落とし、ほぼ同時に絶句する。

　意外にも意匠は流行に添ったものだった。ドレスに興味がなさそうな彼が流行を把は握あくしているということは、この短期間でドレスについて相当研究したに違いない。

（お忙しいのに、わたくしのために時間をさいて考えてくださいましたのね）

　ただ、心から感謝をするには素材についての説明が引っかかった。

「どうだろうか？」

　ヴィクリスが厳しい眼差しにわずかな期待を込めて見つめてくる。

　悪意のなさが、かえって重圧となってのしかかってくる。彼はいつでも本気だ。本気で身を案じてくれているのがわかるからこそ、言葉を選ばなければならなかった。

「とても素敵だと思いますわ」

「そうか。ではこれで決定──」

「思いますけれども！」

　と、エステラは慌あわてて発言をさえぎった。無礼は承知しているが、この計画書どおりにドレスを作られるのは困る。

「その、わたくしが着るには少々重量がありすぎる気がいたしますわ……金属の比重が多いですし……」

　ヴィクリスの提案では、人体の各急所を覆おおう部分に分厚い鋼こう材ざいが採用されている。

　ドレスというより、ドレスのかたちをした甲かつ冑ちゆうだ。

「だが、このくらいしなければ斬きりつけられたり撃うたれたりしたときに命を守れない。やはり耐たい刃じん、耐たい弾だん性能は必要ではないか」

「……そうかもしれませんが、陛下がお命を狙ねらわれる可能性はあってもわたくしが狙われる可能性はないと思いますわ。わたくしたちが〝カミラの呪のろい〟のために契約結婚をしていることは暗あん黙もくの了解になりつつあるようですし」
















　女王座が夜空に輝く時期に王妃または女王が不在だと災害が起きる──

〈魔女王〉カミラの呪いと呼ばれる事象だ。

　暴政を敷いた末に処刑された女王の呪いは数百年に渡ってミストリアを悩ませつづけている。そのため男王は必ず妃きさきを娶めとらなければならなかった。

　だが五年におよぶ内戦の末に即位したヴィクリスは〝猜さい疑ぎ王おう〟とあだ名されるほどの人間不信に陥おちいっていた。

　良好な関係を築けず実家送りにした元王妃の数はのべ十二名。このままではミストリアが災害に襲おそわれると焦あせった諸侯、特にエステラの父バークワース伯はく爵しやくブレアの提案により、エステラは女王座が輝く半年間だけ王妃をつとめる契約を結んでいる。

「君は何もわかっていないのだな」

　ヴィクリスは再び呆あきれのまじった息を吐いた。

「将を射んと欲すればまず馬を射よ──私の命を狙う者が、私の動揺を誘うために君を狙う可能性はじゅうぶんにあるだろう」

「まあ、わたくしに何かあったくらいで陛下ほどの方が動揺なんて」

「いや、確実に動揺する」

　断言する口く調ちように、胸の奥が大きく跳はねた。

「君にもしものことがあれば、私は絶対に取り乱す。いまも少し想像しただけで胸が苦しくなってくるというのに、万が一の事態が起きたときに平静を保たもてるとはとうてい思えない。君は、自分が私にとってどれだけ大切な人間なのかもっと自覚するべきだ」

　淡たん々たんとした口調の中にひそむ問題発言の数々に、エステラの頰が燃え上がった。

（変な意味ではないはずですわ。陛下にかぎってそんなことは……）

　うっかり勘かん違ちがいをしてしまいそうになって、必死に自分に言い聞かせる。

　だが、案じてくれているというだけでもじゅうぶんすぎるほど嬉うれしかった。

　少なくとも、彼の気持ちに応えたいと思えるほどには。

「陛下……わかりましたわ！　わたくし、このドレスを着──」

「はい、そこまでッ!!」

　と、全力で制止の声をあげたのはルパートだった。

　なぜかこめかみのあたりを押さえながら、笑っているとも怒っているともつかない表情でずいと身を乗り出してくる。

「エステラ様、途中まではよかったのに何説得されてるんですか！　総重量を考えてください、総重量を！　これ、聖せい兜とう祭さいの衣装の比じゃないですよ!?　五、六人がかりで担かついで移動させられたいんですか!?」

「そ、それは困りますわ！」

　エステラはぶんぶんと首を横に振った。台座に乗せられて屈くつ強きような兵士たちに担がれる姿を想像しただけで血の気がひいた。さすがに恥ずかしすぎる。

「わかっていただけたのでしたら何よりです。というわけで陛下、この案は引き下げてください。いいですね？」

「しかし防御性能が」

「うるせェですよ！　こんなけったいなモンを王妃に着せて、王宮中の人間に恥はじをかかせたいんですかあんたは！　ミストリアの品位が地の底まで落ちて冥めい府ふの王がこんにちはするでしょうがっ！」

　辛しん辣らつに否定されて、ヴィクリスがぐっと悔くやしそうに閉へい口こうする。

　ようやく溜りゆう飲いんを下げたルパートがヴィクリスの作成した新調案をあっさり破り、エステラの案を取り上げる。

「こちらの案をもとに製作を進めさせていただきますが、よろしいですね？」

　細い目をますます細めてにっこりと微笑ほほえむ。有う無むを言わさぬ迫はく力りよくのある笑顔だった。

「では、ドレスの件はこれで。次は宴の件ですが、国をあげて歓迎する意味でも、貴族だけではなく王都の民も楽しませられる企画を考えております。どうでしょう、ひさしぶりに運河で水上花火大会でも開かれては──」

　王宮は補佐官なしでは円えん滑かつに回らない。今日もミストリアは平和だ。

　──言い換えれば、平和だったのはこのときまでだった。
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「お見かけしていないと言っているのがわからないの!?」

　扉とびら一枚へだてた向こう側から響ひびく侍じ女じよの鋭するどい声に、エステラは聞き耳を立てながら思わず身をすくめていた。

　女性ながら、激げき怒どした父と負けず劣おとらずの迫はく力りよくだ。

　怒ど鳴なられた方の侍女の気持ちを考えると罪ざい悪あく感かんで胸が痛む。

「で、でも、エステラ様が〈東の宮〉へ入っていったって目撃証言が……」

「そう、ユニスは私が噓うそをついていると言いたいのね？　私の言葉なんか信用できないと。それはそうでしょうね、私には前科があるんだもの。ああ、私は一生、誰だれからも信用してもらえないんだわ……うっうっ」

「そ、そんな意味で言ったんじゃ……その、いらっしゃらないのはよくわかったわ。それじゃ、お邪じや魔ましましたっ！」

　戸と惑まどいがちな謝しや罪ざいの言葉の後に扉が閉まる音がして、足音が遠ざかっていった。

（ユニス、ごめんなさい。でも本当に、無理なものは無理なのですわ）

　エステラは胸を痛めつつも、安あん堵どの息をついていた。

　これで今日一日は逃げ切れそうだ。

　夕ゆう餉げのときには顔を合わせることにはなるが、侍女であるユニスに食事中の主あるじに話しかけるような真ま似ねはできない。そのあとはすぐに寝ね床どこについてしまえば、何も言ってこられないだろう。

「侍女ならもういなくなったぞ」

　幼おさない声がして扉が開き、小柄な人影が部屋に入ってきた。

　十に満たない年頃で、金きん髪ぱつの巻き毛に澄すんだ青色の双そう眸ぼうのまだあどけない少年だ。

　ヴィクリスの同腹の兄、エリオネルの息子むすこヘンリーだ。子のいないヴィクリスは甥おいにあたる彼を後継者に指名している。

　エステラはヘンリーの得意げな顔を見つめて深々と頭を下げた。

「匿かくまってくださって、ありがとうございますわ」

　ここは〈東の宮〉にあるヘンリーの寝しん室しつだ。

　エステラが侍女たちから逃げ回っていると知るやいなや、幼い王子は理由も聞かず自分の居室に招き入れてくれたのだ。

「別にいいよ。その代わり、今日は夕餉までずっと僕と一緒にいるんだからな。お茶もするし、本も読んでもらうぞ。膝ひざ枕まくらつきで！」

「ええ、なんでもさせていただきますわ。どうぞ、こちらへ」

　可か愛わいいわがままに思わず笑えみを零こぼして、エステラは天鵞絨ビロード張りの長なが椅い子すの端に腰を下ろし、膝を叩たたいてみせた。

　ヘンリーが青い双眸を輝かせて駆かけ寄よってきて長椅子の反対側に座り、体を横に倒してぼすんと膝に頭を載せてくる。

　妙みように嬉うれしそうなのは、早くに両親を亡なくしたので、誰かに甘あまえたかったからかもしれない。

（陛へい下かはあまり甘やかされる方ではありませんものね）

　ヴィクリスに輿こし入いれしたばかりの頃、ヘンリーは家族の愛情に飢うえるあまりエステラに八やつ当あたりをして、心ないいたずらを仕掛けてくることもあった。いまはこうして膝枕を要求されるくらいには心を許されているのが少し嬉しい。

　柔やわらかそうな金髪を撫なでてみたい欲求に駆られたが、さすがにそれは無ぶ礼れいだろうと思い直し、エステラはテーブルの上に出しっぱなしになった本に手を伸ばした。

「どれからお読みいたしましょうか？」

「そんなことより、まずは事情を聞きたいな。どうして侍女から逃げ回ってるんだ？」

　ごろんと仰あお向むけになって、興きよう味み津しん々しんに見上げてくる。

「それは……」

　エステラは言いよどんだ。

　助けてもらっておきながら隠し事をするわけにはいかないだろう。

　だがもし事情を知ったヘンリーがユニスたちの陣営についてしまったら、逃げる手立てがなくなる。

　躊ちゆう躇ちよしていると、王子は不ふ機き嫌げんそうに顔をしかめた。

「なんだよ。僕には話せないというのか？　子どもだと思ってのけ者にしようとしているんだったら……」

「そうではありませんわ。ただその、事情をお知りになった殿下がユニスたちに味方してしまったら、わたくしは孤こ立りつ無む援えんになってしまうと思いましたの」

「なんだ、そんなことか。それなら大丈夫だ。僕は何があってもおまえの味方だからな」

　幼いながら精いっぱい不敵に笑って、小さな拳こぶしで薄い胸を叩いてみせる。

　頼もしい決意表明に、エステラは思わず頰ほおを緩ゆるめた。

「嬉しいですわ。そこまでおっしゃってくださるのでしたら、秘密にする必要はありませんわね。実は契約のことで……」

　エステラが語りはじめたそのとき、ノックの音が響いた。さきほど怒ったり泣き真似をしたりと大活躍した侍女の固い声が聞こえてくる。

「殿下、お客様がお見えになっておりますが」

「うるさい！　僕はいま忙しいんだ、帰ってもらえ！」

　ヘンリーが怒鳴り声をあげるが、扉の向こうの侍女は引き下がらなかった。

「ですが……あ、お待ちくださいませ！」

　制止の声を振り切って勢いよく扉が開き、白い人影が室内に飛び込んできた。

　真っ白い髪と口くち髭ひげを整えた身なりのいい男が、皺しわだらけの顔いっぱいに笑みを浮かべて駆け寄ってくる。

「殿下っ、じぃじがまいりましたぞおおおお！」

「ぎゃあああああああっ!?」

　ヘンリーが断だん末まつ魔まじみた悲鳴をあげて飛び起きた。

　逃げようとしたのか大おお慌あわてで長椅子の背によじ登り、足を滑すべらせて床に落下する。

「うわっ!?」

「まあ、殿下！」

　エステラも慌てて立ち上がった。

　大急ぎで椅子の裏側に回り込もうとしたが、それよりも老ろう紳しん士しの方が速かった。年齢を感じさせない身のこなしでエステラを追い抜くと、すかさず王子を抱き起こす。

「ああ殿下、しばらく見ない間にこんなに大きくなられて、じぃじは嬉しゅうございますぞおおおお！」

　感激のあまり涙を流しかねない満面の笑顔で、王子の頰に自分の頰を激しくすり寄せる。愛いとしくて愛しくてたまらないといわんばかりの頰ずりだ。

　幼い王子はまるで攻撃を受けたかのような鋭い悲鳴をあげて身をよじった。

「やめろ、離せ、離せえええ！　助けてエステラぁっ！」

　助けを求める声に、エステラははっと我われに返った。

　あまりの事態に思わず傍ぼう観かんしてしまったが、嫌いやがる王子を捨て置くわけにはいかない。
















「あの、どなたかは存じませんが、殿下は嫌がって……」

「ミドルトン公こう爵しやくであらせられます、妃ひ殿でん下か」

　思わず振り向くと、男を追いかけて入室してきたらしい侍女の姿が目に入った。

　誰かと思えば、ヘンリー付きの侍女キーラだ。

　彼女には以前、暗い城館に閉じ込められたことがある。ふと目が合うと、侍女は気まずそうに視線を逸そらした。

「その節はどうも……では、私はこれで失礼いたします」

　顔を見ないように深々と一礼すると、そそくさと退室していく。

　キーラにしてみればヘンリーの命令に従っただけであり、その件については彼女からもヘンリーからも謝罪を受けている。

（気にしていませんのに……）

　こういうことは危害を加えた側の方が引きずるものなのかもしれない。

　気にしないでと伝えようと足を踏み出した瞬間、「エステラああああ！」と再び悲鳴が聞こえてきた。

　忘れるところだった。

　侍女を追うのは諦あきらめて、エステラは改めて老紳士に向き直る。

「あの、そのくらいで殿下を離して差し上げてはいかがでしょうか、ミドルトン公爵。お孫様が嫌……いえ、痛がっておられますわ」

　嫌がって、と言うのははばかられたのでとっさに言い直す。

　老紳士──ヘンリーの母方の祖そ父ふにあたるミドルトン公爵は孫への頰ずり攻撃をやめて顔を上げると、いま初めてエステラの存在に気づいたかのように目を丸くした。

　孫の体から手を離して立ち上がり、眉まゆ尻じりを下げて苦笑する。

「これはこれは妃殿下。お恥ずかしいところをお見せしてしまいましたな、はっはっは」

　実際に会うのは初めてのはずだが、誰かからエステラの容姿を聞かされていたのか、一目で新しい王妃だとわかったようだ。

「ううう、変な臭いがする……」

　ようやく解放されたヘンリーが目に涙を滲にじませて、ハンカチで頰を懸けん命めいに拭ぬぐった。よっぽど嫌だったらしい。

　ミドルトンは孫の抵抗によって乱れた上うわ着ぎを整えると、人好きのする笑みを浮かべて近づいてきた。エステラの手を取って手の甲こうに恭うやうやしく口づけるさまはまさに紳士で、孫を溺でき愛あいするあまり頰ずり攻撃をしていたのと同じ人物とはとても思えない。

「お会いできて光栄です、妃殿下」

「こちらこそ、お目にかかれて嬉しいですわ。今日は殿下にお会いになられましたの？　王都にいらっしゃっているとは存じ上げませんでしたわ」

「ああいえ、愛しい殿下にお会いしたい気持ちはもちろんありましたが、それはあくまでついでです。はっはっは」

「ついでで頰ずりするな……」

　ヘンリーが不満の声を漏もらしたが、ミドルトンは黙殺した。

「では……」

「それにしても、妃殿下が殿下とこんなにも仲がよろしいとは驚きですな。まるで実の姉弟きようだいのように見えましたぞ」

　話題を逸らそうとしているのはあきらかだった。

　だが、突然飛び出した「姉弟」の一言に、落らく雷らいのような衝撃を覚えた。

（姉弟のよう……）

　その一言は、必死に思い出さないようにしていた事実を容よう赦しやなく呼び起こさせる。

　エステラには五つ年の離れた弟がいる。

　名はアーロン。最後に会ったのはエステラが七歳のときで、アーロンははまだ摑つかまり立ちを覚えたばかりの幼児だった。

　当時、待望の男児の誕生に沸わき立つ生家でひとり疎そ外がい感かんを覚えたエステラは、注目を浴あびたい一心でいたずらを重ねていた。そのすえに聖遺物を壊すという罰ばち当あたりな罪つみを犯おかし、聖アンナマリー修道院へ入れられたのは苦い思い出だった。

　たとえ修道院での日々が幸せに満ちていたとしても、突然家族と引き離された喪そう失しつ感かんは変わらない。

「そういえば、妃殿下には弟君がおられるのでしたな。姉弟仲もよろしいので？　妃殿下の弟君でしたら、さぞや見み目め麗うるわしいのでしょうな」

　エステラは答えられなかった。

　恐おそろしいことに気づいてしまったからだ。

（わたくし、アーロンの顔を知りませんわ……）

　記憶の中にあるのは、自分と同じ栗くり色いろの髪に榛はしばみ色いろの目をした幼児でしかない。

　成長した弟の顔を知らないのだ。

　ずっと自分の犯した罪のことばかり考えてきたために、そのきっかけとなった人物について考えるのを失念していた。あるいは、無意識で避けていたのかもしれない。

「どうかなされましたかな？　お顔の色が優すぐれないようですが」

　ミドルトンが怪け訝げんそうに顔を覗のぞき込こんでくる。

「いえ、その……」

　エステラは必死に平静を取り繕つくろおうとしたが、心臓は早はや鐘がねを打つばかりでいっこうに落ち着かない。

　おのれの心音を聞かれるのではないかと不安に駆られながら、頭の中は話題を逸らさなければという思いでいっぱいだった。

「わ、わたくしのことはどうぞお構かまいなく。殿下との面会の邪魔をしてはいけませんし、わたくしはこのへんでおいとまさせていただきますわ。それでは、ごきげんよう！」

「ああ、お待ちくだされ！」

　慌てて辞去しようとしたところ、すかさず呼び止められた。

「失礼、戯たわむれが過ぎましたな。実を申しますと、今日は妃殿下にお会いしたくはせ参じたのです」

「わたくしに……？」

　さきほどここまで押しかけてきたユニスの声が耳の奥で蘇よみがえり、嫌な予感がしてくる。

　ミドルトンは好こう々こう爺やじみた笑みを引っ込めると、その場にがばっと膝をついた。

「妃殿下！」

　と大声をあげ、真剣な面おも持もちで見上げてくる。

「どうか、どうかお願いいたします──陛下との婚こん姻いん期間を延長なさってくだされ！　できれば無期限に！」

「それは無理ですわ！」

　公爵の渾こん身しんの叫びに、エステラもまた全力で叫び返した。







　エステラは栗色の髪を颯さつ爽そうと靡なびかせ、足早に回かい廊ろうを渡っていた。

　後ろをつかず離れずの距離で足音が追いかけてくる。相手は老紳士とはいえ男性だ。若さではエステラに分ぶがあっても歩ほ幅はばでは負ける。振り切るのは難しかった。

（まさか、公爵様にまで言われるなんて）

　実を言うと、エステラがここ数日侍女たちから逃げ回っていたのは、公爵から受けたのと同じ願いを受けていたからだった。

　ドレスの新調をする件がどういうわけか「離縁の前の手切れ金代わり」という噂うわさが流れたせいだった。

　エステラが契約王妃だということは暗あん黙もくの了解となっていたはずだが、期限が近づいたことで侍女たちの間で危機感が芽め生ばえはじめたらしく、とたんに引き留められるようになってしまったのだ。

（わたくしを説得するために、誰かが公爵様に口添えを頼まれたのでしょうか）

　だとしても、侍女や侍女長がやったとは考えにくい。彼女たちに公爵に口添えを頼めるような伝つ手てはないはずだ。

（もしかしてルパート様が？　いえ、疑うなんてわたくしらしくありませんわ。ルパート様がそんなことをなさるわけが……ありますわね）

　狐きつね顔がおの補佐官は、王のためとあらば平然と王ですら騙だますような人物だ。

　騙されるのが何よりも嫌いなヴィクリスが彼に全幅の信頼を寄せているのは、ともに過ごした時間の長さゆえだろう。他の人間ならば即刻クビにされているに違いない。

　そんな二人の関係を羨うらやましく思ったのは、一度や二度ではない。

「お待ちくだされ、妃殿下！　どうかこの老いぼれの話を最後まで聞いて……」

「ここは私語厳禁ですわ」

　口早に指摘すると、ミドルトン公爵は追いすがりながら、あっ、と小さな声を漏らした。

　ミストリア王宮にはヴィクリスの定めた細かい規則が張り巡らされている。

　どれも事件や事故を未然に防ぐためのもので、この回廊では歩きながらの会話が禁じられていた。その証拠に、回廊の屋根を支ささえる柱の一つに、足の生はえた唇くちびるに打ち消し線が入った図柄の標示がこっそりとつけられている。

　回廊を抜けて庭へ出たところで、ミドルトンが話しかけてくる。

「妃殿下、お願いですから話をお聞きください。妃殿下はそんなに陛下のことがお嫌いですか？」

「そんなことはありませんわ！」

　エステラは思わず足を止めて振り返ってしまった。

　ミドルトンが安堵の笑みを浮かべるのを認めて、うっと息を吞のむ。

　彼はエステラとヴィクリスの契約結婚の事実を知っているようだった。ヘンリーの母方の祖父でありミストリア唯ゆい一いつの公爵でもあるから、契約王妃の持ち回り制の話は耳に入っていたのかもしれない。

　エステラも、いまさら契約結婚を否定する気にはなれなかった。

「でしたら、いったい何が不満なのですか。こう申してはなんですが、『嫌いではない相手』と結婚できるのは淑しゆく女じよにとって幸運なことですぞ。世の中にはどれだけの女性が望まぬ結婚を強しいられていることか……」

「それはわかっておりますわ。ですが、ご存じかと思いますがわたくしは修道女を志こころざしておりますの。この契約結婚も半年間、ミストリアのためだと思うからこそお受けしたのですわ。きっと、陛下も同じお気持ちに違いありません。それを無期限だなんておっしゃられても、わたくしの一存では決めかねますわ。このお話、陛下はなんと？」

　そのとたん、ミドルトンはなんともいえない渋じゆう面めんになった。

「……いえ、陛下にはまだお話ししておりませんが」

「でしたら、先に陛下にお話をつけてくださいませ。それと、わたくしの父にも。もっとも、父は反対なさるでしょうけれど」

　ミドルトンは不思議そうに眉をひそめた。

「なぜバークワース伯はく爵しやくが反対なさると言い切れるので？」

「それは、父とそう約束しているからですわ。必ず半年かぎりで離縁すると。お父様がなぜそんなことをおっしゃったのかはわかりませんけれど」

　普通に考えれば、契約結婚の延長など考えられないはずだ。ヴィクリスは独身を希望しており、女王座が輝く季節が終わっても望まぬ相手との婚姻関係を続ける意味がない。

　だが、ミドルトンは納得しなかった。

「それはおかしいでしょう。娘が王と結婚することを反対する者などいるはずがない。暴君ならまだしも、陛下は国民に愛されている。愛まな娘むすめの夫として、陛下以上に喜ばしい方はおられないでしょうに」

「わたくしが罪深く、陛下にふさわしくないからでしょう。父は陛下のことを敬愛しておりますし」

「だとしても、おかしい」

　おかしい、おかしいと連呼されると、自分でもそんな気分になってきてしまい、エステラは慌ててかぶりを振った。

（いえ、お父様には何かお考えがあるのですわ）

　そう自分に言い聞かせていると、ミドルトンが穏おだやかな眼差まなざしで見つめていることに気がついた。

「妃殿下は、陛下のことをどうお思いになられますか？」

「素す晴ばらしい方だと思いますわ。常に民のことをお考えになり、よい王たらんと努力を惜おしまれない。ここまで誠せい実じつな王様はそういらっしゃらないでしょう」

「まったく同意見ではありますが、いまはそういうことを訊きいているのではありません」

　ミドルトンはやんわりと否定して、かぶりを振った。

「私は、妃殿下が陛下のことを異性としてどう思っておられるのかを訊たずねておるのです」

　エステラの脳のう裏りに、追つい憶おくの声が響いてきた。

『期待、させてもらう。君がいつか、応こたえてくれると』

　聖せい兜とう祭さいの最終日に囁ささやかれた言葉が耳の奥に蘇り、たまらず両耳を手で押さえてしまう。頰がじんわりと熱を帯びだした。

（どうしてあのときのことを……）

　最近ようやく意識しなくなり、ヴィクリスの顔をまともに見られるようになってきたというのに、これでは逆戻りだ。

「それは……素敵な方だと思いますわ。少々猜さい疑ぎ心しんがお強いのは残念ですけれど、正直で思いやりに満ちた、お優しい方だと思います」

　エステラは正直に述のべた。

　だが、ミドルトンは当たり障さわりのない模も範はん的てきな回答だと思ったようだった。諦めに満ちた長いため息をつく。

「……妃殿下。惜しいとはお思いになられないのですか？　王妃でありつづければいくらでも贅ぜい沢たくができるのですぞ。修道院に戻って貧しい生活を送らなくてもすむのです」

　追い打ちをかけたつもりだったのだろうが、むしろその言葉のおかげで、エステラは自分を保たもつことができた。胸元に手を添えて、しっかりと意志を込めて微笑ほほえむ。

「公爵がどうお思いになられているのかは存じませんが、わたくしは修道院での生活がとても気に入っておりますの。お世話になった修道女の皆さんとの再会も待ちわびているくらいですわ」

　ミドルトンがしまったとばかりに頰を引きつらせる。

　彼は、エステラがどれほど修道院生活を気に入っているのか知らなかったのだろう。失言を悟さとったようだが、もう遅い。

「わたくしのような罪深き娘は陛下にふさわしくありませんわ。いまごろは父も次の契約王妃の選定に入っているはず。次の王妃はきっとわたくしと違って素晴らしい淑女で、陛下にふさわしい方に決まっています。長期の王妃をお望みでしたら、次に王妃になられる方に打診されてはいかがでしょうか」

「ううむ……」

　ミドルトンが反論できず口ごもる。

　一方で、エステラは自分の言葉に胸の痛みを覚えていた。

（どうしてこんなに苦しくなりますの？）

　自分は心からの本音を、正論を言ったはずだ。それなのに、なぜ。

　その痛みをごまかすように笑みを取り繕い、ドレスの横を摘つまんで一礼する。

「それでは、わたくしはダンスのレッスンがありますので失礼いたしますわ」

　足早にその場を立ち去りながら、胸が早鐘を打ちはじめていた。

（陛下の次の王妃……どんな方がなられるのでしょうか）

　あの花嫁衣い装しようを身に纏まとい、ヴィクリスと愛を誓ちかう淑女の姿を想像しただけで、胸がざわついてしかたなかった。
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「くどい」

　馬車の車輪が刻きざむ揺れに身を任せながら、ヴィクリスは補佐官の提案を一いつ蹴しゆうした。

　運河に新しく建設する橋の建築現場を視察した帰りだ。

　狭い車内で座席の背もたれにゆったりともたれかかり、馬の蹄ひづめが石いし畳だたみを叩く音を聞き流しつつも、くつろぐ気にはなれない。馬車を襲しゆう撃げきされた経験は数え切れないほどある。

「その件は何度も断ったはずだ」

「そうおっしゃらずに、もう一度検討してみてくださいよ。陛下にとってもエステラ様にとっても、その方が絶対にいいはずですから」

　隣に腰掛けたルパートが困こん惑わく顔で食い下がってくる。

「百歩譲ゆずって、私にとっていい話というのは理解している。だがエステラにとっては違うだろう。彼女は口には出さないが、早く修道院に戻って修道誓せい願がんを立てたいと考えているはずだ。そんな彼女が望むと思うか？　契約結婚の延長など」

　エステラとの契約結婚期間を延長、あるいは正式に王妃として迎えるべきだ──

　この話は、過去にたびたび持ち上がっていた。

　ルパートだけではなく、バークワース伯爵以外の忠ちゆう臣しんたちからも何度も言われた。最近ではヘンリーの祖父、ミドルトン公爵にも提案された。

　だが、そのたびに却下してきたのだ。

　エステラが王妃に向いていないというのが理由の一つではあったが、それもいまやささいなことだ。過去十二人の妃と離縁してきたのだ。向いているかいないかよりも、ヴィクリスとの相性を優先させたがる気持ちは理解している。

（私のような結婚に向かない男と五カ月も婚姻関係を続けられるような娘は、おそらく二度と現れまい）

　ヴィクリス本人がそう認めているのだ。他の者もみな同意見だろう。

　だから、乳ち兄きよう弟だいの補佐官が食い下がる心情もわからなくはなかった。

「陛下から誠心誠意お願いすれば、エステラ様もお断りにならないでしょう。快こころよく引き受けてくれるはずです」

「ミストリアの未来のために自分を犠ぎ牲せいにして、な」

　ルパートがぐっと閉へい口こうする。

　人々の役に立ちたい、という自己犠牲と奉仕の精神に満ちたエステラの好意を利用しようとしている自覚はあるのだろう。

「……ええ、そうかもしれませんね」

　渋しぶ々しぶ認めつつ、「ですが」と言葉を重ねてくる。

「そんなことを言っていられる状況ではないのでは？　カミラの呪のろいがある以上、王妃は絶対に必要です。仮に契約期間満了でエステラ様が帰ったとして、また来年から半年間、次の王妃と婚姻関係を維い持じできますか？　エステラ様のおかげで陛下も多少は丸くなりましたが、自分にはとてもあなたが他の女性と半年も保つとは思えません」

　それはヴィクリスも否定しない。

　契約結婚の期間は第三月から第九月までの半年間だ。

　半月後にエステラが去っていったとして、来年の第三月に輿入れしてくる次の契約王妃と良好な関係が築けると思えるほど、楽観的ではなかった。

「まるでいにしえの魔物だな」

「陛下……？」

　何気なく呟つぶやいた一言に、ルパートが困惑気味に聞き返してくる。

「災害を起こされたくなければ生いけ贄にえに娘を差し出せ……キリエ教が伝わる前にミストリアで崇あがめられていた存在と同じではないか。私はそんなものになりたくはない」

「生け贄と王妃は違います」

「いいや、何も違わない。おまえもエステラが輿入れしたときに『生け贄同然に嫁とつがされた乙女おとめ』と評していただろう」

「……よく覚えておいでで」

　ルパートが過去の失言を悟って苦い声を漏らす。

「俺は、よき王になりたい。いや、ならなければいけない」

　いまでも耳の奥にエステラの言葉が残っている。

　聖兜祭の最終日、国民からの即位一周年を祝うメッセージに困惑するヴィクリスに、エステラは猜疑心には期待も込められていると自説を披ひ露ろうした。

　国民の期待に応えなければと語るヴィクリスに、エステラはこう言った。

『陛下ならばできますわ、きっと』

　口先だけの言葉でも社交辞令でもなかった。彼女は心から言ってくれたのだ。

　それが何より嬉しかった。

　絶対に、その思いに応えなければならないと決心した。

「猜疑王でも離婚王でも好きな謚おくりなをつければいい。遠い未来、歴史学者に『性格はともかく最上の善政を敷いた』と書かせてやる……ルパート、残念だが私の気持ちは変わらない」

　すうと息を吸い、胸の奥の重苦しさを吐き出すように告げる。

「契約期間が終わったら、エステラとは離縁する。これは決定事項だ」

　しばし沈黙が落ちた。馬の蹄が石畳を踏ふむ規則正しい音が流れていく。

　ルパートはそれ以上は言ってこなかった。横目で表情を覗き見したわけではないが、何かを必死に堪こらえている気配が伝わってくる。

「ところで来週の舞踏会の件だが、準備は順調か？」

「え、ええ、もちろんです。陛下が即位されてから初めての舞踏会ということもあって、招待状を送ったほとんどの貴族が参加の意思を伝えてきました。ミドルトン公爵なんて既すでにダンスに誘いたい淑女をリストアップされているようで、いやはやあのお方は衰おとろえ知らずですね」

　重苦しくなりかけていた空気を一蹴したいのか、補佐官は饒じよう舌ぜつだ。

　孫を溺愛するミドルトンがヘンリーに抱きついて頰ずりする様子を思い出して、ヴィクリスは頰がわずかに緩むのを感じ、すぐに引き締めた。

　王宮舞踏会はユージーナ帰国の前に、警備体制を見直すためのものだ。決して遊びではない。

　それに、他にも懸念材料はあった。

「バークワース伯爵は何か言ってこなかったか？」

「いえ、いまのところは何も」

「妙だな。聖兜祭のときはあれだけ反対しておきながら、今回は何もないと？」

　バークワース伯爵ブレアは、娘のエステラを契約王妃として嫁とつがせておきながら、彼女が王妃として国民の前に出ることを頑かたくなに拒こばんでいた。聖兜祭のときは最終的には引き下がったが、最後まで納なつ得とくはしていない様子だった。

　今回は王宮舞踏会の場で大勢の貴族の前に王妃として出ることになる。また何か文句を言ってくるだろうと予測し、どうやって納得させようかと身み構がまえていたので、ここまで反応がないのは拍子抜けだった。

「諦めたか、不満も吞み込むことにしたのではないでしょうか。ユージーナ様の帰国の前に、王宮で一度大きな宴うたげを開いておくというのは道理にかなっています。その宴に王妃が不在というわけにはまいりませんし」

　ルパートもブレアの動向に違和感を覚えているらしく、擁よう護ごにも歯切れが悪い。

「バークワース伯爵は王都に来ているのか？」

「いえ、いまはハンプリーの屋敷へ戻っているはずですが」

「念のため、監視をつけておけ」

「陛下……？」

　驚きの声を向けられる理由はわかる。

　猜疑王とあだ名されてはいるが、ヴィクリスはすべての人間を疑っているわけではない。特に内戦という苦楽をともにした者には気を許している。乳兄弟のルパートを除けば、ブレアはもっとも信頼している臣下の一人だ。だが。

　脳裏に浮かぶのは、エステラの過去に関する再調査結果だ。

　エステラが聖アンナマリー修道院に入れられたとされている時期と、実際に修道院に入った時期には隔へだたりがあった。

　ブレアはヴィクリスに噓の申告をしていたのだ。許しがたい裏切りとまではいかなくとも、軽い失望を覚えるにはじゅうぶんだった。

「私は以前ほど、バークワース伯爵を信頼していない」

　ぴしゃり、と御ぎよ者しやが馬に鞭むち打うつ音が響く。

　馬車は次の要人との会談が行われる場所へと向かっていた。







　……その晩、王妃の寝室を整えていたユニスがこつこつと何かを叩く音に振り向くと、開け放した窓の枠わくに真っ白い梟ふくろうが止まっていた。

　まん丸い両眼はこちらに向けられており、細い足には文が結びつけられている。

　ユニスは周囲に視線を巡らせ、近くに誰もいないことを確認してから窓に駆け寄った。

　梟の足におそるおそる手を伸ばし、文を解いて広げ、読み上げる。

『説得は失敗。計画Ｂに移行する』

　流りゆう麗れいな筆跡で綴つづられた文章に、ユニスは生なま唾つばを飲み下した。

「……ついに実行されるんですね」

　文を侍女のお仕着せのポケットへ押し込むと、同じところから赤いリボンを取り出して梟の足に括くくりつけた。

　赤いリボンは『了解』の意味だ。

「頼みますよ。これはエステラ様のためでもあるんですから」

　言葉の意味を解かいしたのかどうか、梟は、ほー、と小さく鳴き声を漏らすと、半月の浮かぶ夜空へと飛び立っていった。
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　大広間に管弦楽団の奏かなでる穏やかな三さん拍びよう子しが流れていた。

　着飾った紳士淑女たちが左右にわかれて見守る中、エステラは曲調に合わせてゆったりと進み出た。ところどころのアクセントに黒いレースをあしらった真まっ赤かなドレスの裾すそを翻ひるがえし、首飾りとそろいの黒真珠の耳飾りを揺らしながら、絹の手袋に包まれた手を横へ大きく伸ばす。

　その手の先には、同じく手を差し延べる夫の姿がある。

　さすがのヴィクリスも舞踏会に軍装ははばかられたらしく、今日は紺こん色いろの上下を纏っている。襟えりぐりや縁ふちに銀ぎん糸しの刺し繡しゆうはあるものの、どちらかといえば控えめな意い匠しようだ。だが仕立てのよさは誰の目にもあきらかだった。

　数年ぶりに開催された王宮舞踏会には、多くの貴族が参加していた。

　それこそ国中の紳士淑女が集結したかのような華はなやかさに、エステラは足が竦すくむのを押さえられなかった。

　メヌエットの曲調に合わせて、一拍目で軽く爪つま先さき立だちしてステップを刻みながらヴィクリスに近づいていき、彼と手と手を絡からませる。

　緊張のあまり、絹の手袋の内側で手のひらが汗ばんでいた。

（落ち着いて、簡単な曲ですわ）

　エステラは必死に自分に言い聞かせた。

　楽曲もステップも頭の中に叩き込んである。ダンスのレッスンもここ一カ月ほどはかかさなかった。

　失敗するとしたらそれは緊張のせいだ。

　王と王妃によるダンスを紳士淑女たちは黙って見守っている。

　聖兜祭のときは沿道の人々とは一定の距離が保たれていた。ミストーク大聖堂のバルコニーから集まった群衆を見下ろしたときもかなりの距離があった。

　だが舞踏会となると話は違う。大広間とはいえ彼らは同じ空間にいる。距離感の近さにエステラは緊張に体を強こわ張ばらせていた。

　おまけにその視線のいくつかに棘とげを感じるのは気のせいではないだろう。

（わたくしが契約王妃だから……ですわね）

　おまけに今回の舞踏会には、ヴィクリスの元妃たちの親族も多数出席している。

　元妃の時代に開かれなかった舞踏会がエステラの婚姻期間に限って開かれたとなれば、面おも白しろくないと思う者がいてもおかしくはない。

「曲に集中しろ」

　手を繫つなぎ、身を離し、また手を繫いだときにヴィクリスが囁いてきた。

　人と接触することを極端に嫌う彼は、意外にもダンスが上う手まかった。人間不信をこじらせる前の経験ゆえかもしれない。
















「音楽に身をゆだねるんだ。多少失敗しても、曲調から外れなければなんとでもなる。周りの視線に気を取られるな」

　エステラが貴族の視線を気にしていることはヴィクリスにもお見通しだったらしい。

「それはわかっておりますけれど、気になるものは気になりますわ」

「安心しろ、狙そ撃げきされるようなことがあれば私がかばってやる」

「……そういう意味で気にしているわけではありませんわ」

「私と踊るのはつまらないか？」

　エステラは思わず立ち止まりかけて、慌ててステップを刻んだ。少し遅れたが、すぐに曲に追いつけた。

「そんなことはありませんわ！」

「ならばふりだけでもいい、ダンスを楽しんでいるように見せかけてくれ」

　手を取ってリードしながら、ヴィクリスが寂さびしそうに目を細める。

「陛下はダンスはお好きですの？」

「嫌いではない。ダンスは自分の呼吸を再確認できる。最近少し平和ぼけしていたから、鍛たん錬れんの代わりにもなる」

　猜疑王にとってはダンスも日々の鍛錬に含まれるようだ。実に彼らしい。

　エステラは思わず吹き出しそうになった。

「何がおかしい」

「いえ、少し楽しくなってきただけですわ」

「そうか。ならばよかった。てっきり私のリードが下へ手たで、君を困惑させているのではないかと気が気ではなかった」

「そんなわけがありませんわ。陛下はとてもお上手じようずで、助けられておりますもの」

「ならば、もっと笑顔を見せてくれ」

「えっ」

「気分的な問題だが……その方が踊りやすい」

　エステラは一瞬戸惑いつつ、すぐに笑顔を取り繕って進み出た。ヴィクリスも穏やかな表情になって手を差し伸べてくる。

　またステップを刻みながら近づき、手を絡ませる。

　絹の手袋越しに伝わる少し高めの体温に、エステラは心が落ち着くのを感じた。

　この手を離したくない。

　彼の体温に、もっと触れていたい。

　そう感じる自分自身に戸惑った。

　メヌエットは男女がゆったりとした曲調にあわせて近づいたり、離れたりを繰り返すダンスだ。身を離すたびに少しせつなさを覚えてしまうのはなぜだろう。

（わたくしはどうしてしまったのでしょう）

　曲がふりだしに戻る。

　エステラはヴィクリスに手を引かれて、上かみ座ざにある天てん蓋がい付つきの席に戻って腰を下ろした。次は王族に近しいペアが踊る番だ。ミドルトン公爵が最近未亡人となった貴婦人の手を取って進み出つつ、目配せを送ってくる。

『陛下との婚姻期間を延長なさってくだされ！　できれば無期限に！』

『妃殿下は、陛下のことをどうお思いになられますか？』

　公爵に言われたことを思い出すと、いまだに心臓がざわついてしかたがない。

　その件についてはとっくに結論が出ているはずなのに、どうしても気にしてしまう。

　こっそりとヴィクリスの横顔を盗み見ると、彼は警けい戒かい心しんもあらわに大広間中に視線を配っていた。

　いつもどおりだ。何も問題はない。

　だが、いつもどおりすぎる態度に、エステラは一いち抹まつの寂しさを覚えていた。

「どうした？」

　こちらの視線に気づき、ヴィクリスが顔を向けてくる。

「いえ……次はどの曲を踊ればよろしいのでしょうか？」

「ワルツには加わる予定だ。それは事前に伝えてあったと思うが……侍女長が伝え忘れていたというのなら、職しよく務む怠たい慢まんと見なして即刻解かい雇こ──」

「いいえ存じておりましたわ！　予定に変更がないか聞きたかっただけです！」

「ならばよいのだが……」

　不思議そうなヴィクリスの呟きを聞き流しながら、エステラは大広間に目を向けた。

　ちょうどミドルトン公爵のダンスが終わり、公爵の末娘が婚約者と踊りはじめたところだったが、エステラはふと自身に向けられた視線に気がついた。

　紳士淑女のダンスには一瞥もくれずに、壮年の紳士がじっとこちらを見つめている。

（お父様……!?）

　それは父バークワース伯爵ブレアだった。

　牽けん制せいするような眼差しに思わず射すくめられた。

　浮かれるな、半月後は修道院に戻るのだぞ──そう言われた気がした。

（わかっておりますわ、お父様。わたくしは修道を志すと決めておりますもの）

　胸の奥でちくりと生まれた痛みには、気づかなかったふりをした。







　夜の帳とばりが降りた庭園を、エステラは愛用の角灯で足元を照らしながらひとり歩いていた。

　第九月に入ってから夜は少し冷え込むようになってきたが、ダンスで火ほ照てった体には心地ここちよいくらいだった。

　辞去する際に控えの間にいるユニスに声をかけることになっていたが、厠かわやにでも行っているのか姿が見あたらなかった。控えの間には他に酔いを覚ましている人もいたので、気を遣つかわせては悪いと思い、一人で〈北の宮〉まで行くことにした。庭園に繰り出したのは少し夜風に当たりたい気分だったからだ。

　遠くからは管弦楽団による舞踏曲が聞こえている。

　舞踏会はまだ続いているのだ。エステラが先に帰れたのは、修道院にいた頃と同じ早寝早起きの生活をさせてもらえているからだ。

　あれからヴィクリスとは三曲ほど踊った。

　ヴィクリスはワルツもタンゴも上手かった。体を動かすこと全般が得意なのだろう。あのまま何曲でも踊りたいくらいだったが、ダンスによる疲労以上に気疲れがひどく、足ががくがくしはじめてしまったので諦めた。

　彼の温かな手にリードされて踊るのは夢のような心地だった。いまでもあのときの高揚感が胸の奥でうずいている。

　こんな気持ちははじめてだ。

（神様、聖アンナ様、本当にわたくしはどうしてしまったのでしょう。どうか教えてくださいませ！）

　胸の前で聖印を切って祈りを捧げてから、天を仰ぐ。

　細くなってきた月と小さな星々が頼りない輝きを放ってこちらを見下ろしていた。

　キリエ教において神は光であり、夜は眠りについている。星々の中には過去の聖人や王の名を冠したものもあるが、神も聖妃もいない。

　ふと、この夜空のどこかにミストリアに災わざわいをもたらす〈魔女王〉カミラの星があることを思い出した。

（どれかしら……）

　星座にはあまり詳くわしくない。王妃教育でも「星座は船乗りの領分」と言われて天球図は教わらなかった。

　確かゴブレット座の近くにあったはず、と思って目を凝こらしていると、背後から芝生を踏む足音が聞こえてきた。

「こんなところにいたのか」

　穏やかな声こわ音ねに振り向くと、長身の青年が近づいてきていた。ヴィクリスだ。

　どうしてここに、と思ったが、角灯の明かりが見えたのだろう。

「王様が抜け出してしまっても構いませんの？」

「政務が残っていると告げてきたから問題はない。それに、みなダンスに夢中で王がいようといまいと関係ないようだ。むしろ私がいない方が気兼ねなく踊れるだろう」

　ヴィクリスは苦笑して大広間の方を振り向いた。

　エステラもそちらに目を向ける。開け放たれた大窓から庭園へと明かりが漏れ、その上を男女の影がタンゴの曲調に合わせてくるくると踊っている。

「舞踏会とはここまで人を虜とりこにするものだったのだな。これは反省しなければなるまい。国費の無む駄だ遣づかいは避けたいところだが、こんなことで諸侯の士気が保たれるのならばたまには飴あめをくれてやるのも悪くはない」

　相変わらず堅苦しい考え方ばかりしているようだ。

　ヴィクリスはたぶん、王としては真ま面じ目めすぎるのだろう。

　節制を重んじており、それを他人に対しても当然と考えているために、派は手で好ずきな貴族たちから反感を買ってしまう。

　損な性格をしていると思う。

　だが、そんな不器用なところも好ましいと思えるのも事実だった。

「ところでここで何をしていた？」

　ヴィクリスの表情がふと厳しくなる。

　また何か疑われているのだろうと察して、エステラは先回りをした。

「星を眺ながめていただけですわ。もしかして、わたくしが殿方と密会したり怪あやしい人を手引きしようとしたりするとお疑いになっていらっしゃいますの？　それならばどうぞ、確かめてくださいませ」

　いつものように右手を差し出した。

　猜疑心を募つのらせたとき、ヴィクリスがエステラの手首の脈みやくを測りながら質問をして噓をついていないか確認するのはよくあることだった。

　彼の大きな手がエステラの手を下からすくうように取った。だが特に脈を押さえはせず、優しく手を握ってくるだけだった。

「陛下……？」

「君は本当に、私に疑われるのが平気なのだな……どの星だ？」

　手を握られたまま穏やかに問われて、エステラは戸惑った。

「あ、あの、女王座を探しておりましたの。星にはうといもので」

「女王座は王おう弟てい座ざとゴブレット座の間にある。南に向かってゴブレット座の中央星を目め印じるしにし、そこから左ひだり斜ななめ上だと思えばわかりやすい。そう、あのあたりだ」

　ヴィクリスが指差した先に、くだんの星はあった。

　だが輝きが少々弱い。夜空の星が流れ、徐々に地平線に近づいてきているためだろう。

　言い換えれば、女王座が輝く季節が終わろうとしていた。

　それが何を意味するのか、エステラはわかっていた。

「もうすぐ契約期間も終了だな」

　ヴィクリスの呟きに、胸の奥がどくんと跳はねた。

（何を動揺しておりますの？　婚姻契約を結んだときから、必ずお別れの日がやってくることはわかっていましたでしょうに）

　以前に一度、契約結婚を解消しようとしたときにも覚かく悟ごしたはずだ。

　当時は輿入れから一カ月弱しか経たっていなかったが、それでもヴィクリスやルパート、ユニスや王宮の人々との別れに寂しさを覚えたものだ。

　ただ、あのときはこんなにも胸の奥がざわつきはしなかった。

（念願叶かなってやっと修道誓願を認めてもらえそうですのに……）

　父は、契約王妃を半年つとめたあかつきには「必ず神の妻になれる」と言ってくれた。修道院長に修道誓願を認めるよう口添えしてくれるという意味だろう。

（なのにどうして、あまり嬉しくないのでしょうか）

　父と約束したときはあんなに嬉しかったのに。自分自身の気持ちの変化に戸惑いを隠せない。

「どうした？」

　エステラは内心の動揺を封じ込めて、懸命に笑顔を取り繕った。

「いえ、そうですわね。もうすぐお別れですわ」

「君には感謝している」

　夜空から視線を下ろすと、ヴィクリスはまっすぐに真しん摯しな眼差しを向けてきた。

「私とこれだけ長い間、婚姻関係を続けられたのは君の忍にん耐たい力りよくのおかげだ。ありがとう」

「そんな、ここまでお気遣いいただいておいて、忍耐も何もありませんわ。とても快適で……とても楽しかったです」

「楽しかった？　あれだけ酷ひどい目めに遭あっておきながらか？」

　酷い目、というのは具体的にどれを差しているのだろう。

　いままでいろいろなことがあった。

　ヘンリーの命令でキーラに暗い部屋に閉じ込められたこと。

　ヴィクリスの名声を地に落としたいジャックに振り回されたこと。

　枢すう機き卿きようマリユーグと女伯爵コーネリアにはあやうく〈オランドの兜〉を破壊した罪を着せられそうにもなった。

　だが、それらのおかげで得られたものも多かった。

　王都に来る前の自分は、ただ闇やみ雲くもに人を信じるだけの愚おろかな娘だった。

　いまは、さまざまな事情や悪意や敵意を持った人間がいることを学んでいる。

　その上で、それでも人を信じたいと思う自分を再確認できた。

「確かに大変な思いもしたかもしれませんけれど、たくさん学ばせていただいて、人として少し成長できた気がしておりますわ。もちろんまだまだ未熟者ではありますけれど、いまのわたくしなら修道院長もわたくしの修道誓願を認めてくださるかもしれません」

「……そうか」

　その呟きは、どこか残念そうに聞こえた。

　冷たい風が吹いた。エステラが思わず身み震ぶるいすると、ヴィクリスはすかさず上着を脱いでエステラの肩にかけてくれた。

「ありがとうございますわ。ですが、陛下がお風か邪ぜを召めされては……」

「風邪をひいたことは一度もない。体の丈夫さだけが私の唯一の長所だ」

「唯一ではないと思いますけれど……」

　相変わらず自己評価が極端に低い。

　ルパートの話では、離婚続きのせいで人間的な魅力に関してはすっかり自信を失ってしまったのだという。

　長身で体格に恵まれ、顔立ちも精せい悍かんで整っている。兵を統率する能力に長たけ、本人の腕っ節も強い。内戦から国を救った英雄として、万ばん人にんから望まれて即位した。

　これだけのことが彼にとっては長所になりえないのだから、よほどの完かん璧ぺき主義者か──あるいは猜疑心をこじらせたゆえの十二連続離婚が相当こたえているのだろう。

（こんなに素敵な方ですのに……）

　じっと視線を向けていると、ふとヴィクリスが怪訝そうに眉をひそめた。

「私の顔がどうかしたのか？」

「いえ、なんでもありませんわ！」

　羞しゆう恥ちのあまり頰が熱を帯びる。

　思わずヴィクリスを見つめてしまった。そんなことをすれば彼が不審に思うのはわかりきっているのに。

　早くここから逃げ出したかったが、右手はまだ大きな手に囚とらわれている。

「陛下……」

「なんだ？」

　ヴィクリスは自分がエステラの手を握ったままであることを忘れているようだった。

「その、ずっとお手を握られたままなのですが……」

　勇気を出して伝えると、ヴィクリスはいまはじめて気づいたとばかりに目を見開き、慌てて手を引っ込めた。

「……すまない。君が噓をついていないことはよくわかった」

「……それはよかったですわ」

　エステラは彼の熱が残る右手を左手でぎゅっと握りしめた。

（あら？　でもいつから脈を測られていたのでしょう）

　手首の血管を指で押さえられた覚えはなかったが、彼には手を握るだけでも脈拍を計測できるのかもしれない。

「そ、それでは、わたくしは一足お先においとまさせていただきますわ。上着はありがたくお借りいたします。それでは、よい夜を」

　くるりと身を翻したところで、「あっ」と小さな声が聞こえた。

　直後、手首を摑まれていた。振り返って顔を見上げる。

「陛下……？」

　ヴィクリスは自分から手首を摑んでおきながら驚いた顔をしていた。

　反射的なものだったのだろう。自分の行為にあきらかに当惑した様子だったが、それもつかの間だった。エステラの手を離すと、何か腹を決めたかのように表情を引き締め、鋼はがねの刃やいばのような眼差しを向けてくる。

「君に、伝えたいことがある」

「なんですの？」

「いまはまだ言えない。君が王宮を発たつ日に伝えようと思っている。極きわめて個人的なことだが……とても重要なことだ。私にとっては」

　なんだろう。とても気になる。

　しかし、ヴィクリスがいまは話すときではないと判断しているのならば追及してもしかたがない。

「では、そのときを楽しみにしておりますわ。あ、楽しみにしていいことなのでしょうか？　お叱しかりでしたら、あまり引っ張らないでほしいですわ」

　ヴィクリスは少し目を見開いた後、おかしそうに相そう好ごうを崩くずした。

「叱るつもりはないから安心してくれ。少々、気味悪がられるかもしれないが、君に害はないはずだ」

　ますますわからない。

「話はそれだけだ。それと──ユニスには減点一だと伝えておいてくれ。規則違反だ」

「……え？」

　使用人たちは王宮の規則を破ると給金が引かれる仕組みになっている。

　なんのことかと聞き返そうとしたそのとき、植木の裏から人影が飛び出してきた。

　ユニスだった。決死の表情で駆け寄ってきて、そのまま滑り込む勢いで地面に両手をついてひれ伏した。

「申し訳ありませんでしたあああ！　決して、盗み聞きをするつもりは！」

「盗み聞きではないのだとしたら奇き襲しゆうしようとしていたと判断──」

「思いっきり盗み聞きしてました、すいませんんんー！」

　地面に額ひたいを擦こすりつけて正直に白状する。

　恐怖に震える侍女を見下ろして、ヴィクリスは重たいため息をついた。本気でユニスが襲撃しようとしていたと思ったのではなく、白状させるための発言だったのだろう。

「少しは飴をくれてやりたいと思っていたが、気の緩みは是ぜ正せいするべきだ。そう思わないか？」

「そ、そうですわね」

　エステラも庭で身を潜ひそめたことがあるので、ユニスを責められない。

「よい夜を」

　ヴィクリスは小さく告げると、身を翻して執務室のある方へ去っていった。







　次第に小さくなっていく後ろ姿を見送ってから、エステラはユニスを見下ろした。

「どうして盗み聞きなんてしてましたの？　庭園は原則として潜せん伏ぷく行為は禁止ですのに」

　うう、と呻うめきながらユニスが涙目になった顔を上げる。

「だって、わたしが厠に行っている間にエステラ様が帰ってしまったとうかがって、慌てて探しに来たら陛下といい雰ふん囲い気き……もとい、大事そうな話をされていたから、邪魔してはいけないと思ったんですう」

「まあ。邪魔になんてなりませんでしたのに。わたくしたち、ユニスに聞かれても問題のないことしかお話ししていませんでしたのよ」

「……なんだ、そうだったんですか。ちっ」

「『ちっ』？」

「いえ、なんでもありません、なんでも！　あはははは」

　ユニスは顔の前で手をぱたぱた振りながらわざとらしく笑った。

　なんだか怪しい。

　疑うのは得意ではないが、ユニスには少し前まで侍女長たちとともに「正式な王妃になってください」とせっつかれていた。最近は言われなくなったので、すっかり諦めてくれたと思っていたのだが。

（いえ、疑うなんてわたくしらしくありませんわ。ユニスは素直でいい子ですもの。きっとわかってくれたはず）

　ふと一際強い風が吹き、肩にかけてもらった上着がずり落ちた。ユニスがすんでのところで受け止め、肩にかけなおしてくれる。

「ありがとうございますわ」

「いいえー。押さえていないと落ちちゃいますし、角灯はお持ちします」

　素直に角灯を預けると、ユニスは先立って庭園に分け入っていった。

　あちこちに警備の兵士が配置されており、エステラたちが通りかかると敬礼し、角灯を掲かかげて仲間に合図を送っていた。

　舞踏会はユージーナの帰国を歓迎する宴における警備の予行演習も兼ねている。

（ユージーナ様はどんな方なんでしょう）

　内戦時は別の陣営にわかれて敵対関係にあったという。早々に王位継承争いから脱落したものの、海を渡って教皇国へ亡命していたからにはヴィクリス側の陣営にそれなりに大きな爪つめ痕あとを残していったのだろう。

　もしヴィクリスとの仲がぎくしゃくするようならば、二人の関係を取り持つのも王妃のつとめになるのかもしれない。

「ねえ、ユニスはユージーナ様にお会いしたことがありますの？」

「いいえー、わたしが王宮で働きはじめたのは内戦後ですから。気になるんですか？」

「ええ。仲良くできるといいんですけれど」

　ユニスが立ち止まった。

「それは難しいんじゃないですか？」

「えっ？」

　エステラもつられて立ち止まる。

　ゆっくりと振り返った侍女の顔を角灯の明かりが浮かび上がらせる。

　ユニスはどこか睨にらむような顔つきで見つめてくる。

「だって──ユージーナ様が帰国されるのは、エステラ様が帰る一週間前じゃないですか。たった一週間で、敵対していた異母弟のお妃様と仲良くなんて、なれないでしょう」

　どこか棘のある言い分で理解した。

　やはり、ユニスはエステラに正式な王妃になってほしいと望んでいるのだ。

「……そのお話は、何度も申し上げたはずですわ」

「納得できません！　どうしてですか？　陛下がお嫌いなわけじゃないですよね？　むしろ、わたしにはエステラ様と陛下はとても仲がよさそうに見えますし、とってもお似合いだと思います！　そんなに神様がお好きですか？　上から見下ろしているだけで何もしてくれないような神様なんか──」

「ユニス！　それ以上はわたくしも怒りますわよ！」

　自分でも驚くほどの大声で遮さえぎった。

　気の置けない一番の侍女とはいえ、神を否定する発言は許せなかった。

　修道院に入れられた貴族の娘がしかたなく修道女になるということは多々あるらしいが、エステラの場合は違う。

　聖せいアンナマリー修道院に入れられてからしばらくは、大好きな家族と離された悲しみと闇への恐怖で泣きわめくなどして荒れていたが、神への愛はその後の修道院生活で芽生えたものではなかった。

（聖兜祭の一件まではすっかり忘れてしまっていましたけれど……）

　バークワース伯爵家で一時的に保管していた聖遺物〈ホルスの籠こ手て〉を壊し、閉じ込められた酒蔵で〝冷たい手の魔物〟に腕を引かれて怖い思いをした、その翌朝。

　外側から鍵かぎがかけられていた扉が開け放たれ、まばゆい朝日が差し込む中で最寄りのハンプリー教会の司祭に助け起こされたそのときに、信しん仰こう心しんの芽は生まれていた。

　キリエ教において神は光そのものだ。

　あのとき、エステラは光に救われたと感じた。全身を光に包まれた瞬間、生きとし生けるすべての者を慈いつくしむ神の愛を感じた。

　それを、いくら心を許した侍女とはいえ否定されたくはなかった。

　失言に気づいたらしく、ユニスがはっと表情を歪ゆがめて目を伏せた。

「……申し訳ありません。言い過ぎました」

　自分の発言を恥じ入るように頭こうべを垂たれる。

　なんと言葉をかけていいかわからず、エステラはただ目の前に立つ侍女を見つめた。

　唸うなるような音が夜空から響き、強い風が吹きつけてきた。肩からヴィクリスの上着がずり落ち、風に乗って舞い上がる。

「あっ……」

　慌てて手を伸ばしながら振り返ったその先で、一いつ対ついの眼めが闇に浮かんでいた。

　全身黒ずくめで闇色の覆ふく面めんをした男がこちらに肉薄している。

（え──？）

　目を瞠みはったときには闇から延びてきた黒い手に口を塞ふさがれ、さらに背後へと回り込まれて腕を拘こう束そくされていた。強く捻ひねられて背中の後ろに回され、肩に痛みが走る。

「抵抗するな。侍女を殺すぞ」

　押し殺した低い声で囁かれ、エステラは臑すねを蹴けってやろうとこっそり持ち上げかけていた足を中途で下ろした。

　ユニスの方を見ると、彼女もこちらと同様に覆面の男に後ろから口を塞がれ、腕を捻り上げられて拘束されている。

（ユニス……！）

　似たような脅おどし文句を言われたのか、彼女も抵抗せずにおとなしくしている。

　いったいどうすれば。エステラは必死に思考を巡らせた。

　さきほど覆面の男は「抵抗するな」と言った。ということは、目的はエステラの命ではない。この男が暗殺者ならば出会い頭がしらに殺されているはずだ。自分に何かをさせるつもりなのだろう。

　それがヴィクリスの足を引っ張るようなことならば、従うわけにはいかない。

　だが、エステラが抵抗したらユニスはどうなるだろう。

（ここは、おとなしく従うしかなさそうですわね）

　エステラがこくんと頷うなずいて体の力を抜くと、覆面の男は口を塞いでいた手を緩めた。だが依然、腕は強く拘束されたままだ。

「……何が目的ですの？　わたくしを使って陛下に何か要求するおつもりでしたらとんだお門違いですわ。わたくしに交渉材料になるような価か値ちはありませんもの」

「おまえこそ勘違いをするな。王は関係ない」

　思わず目を見開いた。

　ならばヴィクリスの王妃だからではなく、エステラ個人に用があるということか。

「わたくし、何かいたしましたかしら？　あなたたちは何者ですの？　いったいどういう事情でこんな無体なことを……」

「説明している時間はない。我々とともに来てもらう──神がお待ちだ」
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　──エステラが部屋に戻っていない。

　侍女長からそう報告を受けたのは執務室に戻って二時間後のことだった。

「おまえたちはいったい何をやっている！」

　ヴィクリスの怒声が警備隊の詰め所に響き渡った。

　警備隊長と副隊長以下、現在エステラの捜そう索さくに当たっていない兵士たちが整列し、青い顔をして頭を垂れている。

「面めん目ぼくございません！　このような事態になってしまい、弁べん明めいのしようもありません」

　彼らが責任を感じているのは、エステラと侍女が消えたと同時に兵士も数名ほど姿を消していたからだ。

　ユージーナの帰国に向けて増員した警備兵の中に、何者かに買収された者が紛まぎれ込こんでいたようだ。買収された兵士たちがエステラをさらったか、あるいは誘ゆう拐かい犯はんを手引きした可能性が高い。追加募集した人数が多く、身辺調査が追いつかないと下から泣きつかれたためしかたなく許可したが、判断を間違えた。

（私のせいだ）

　もっと臣下を疑えばよかった。いままでの猜疑王ならば絶対に許可などしなかった。

　猜疑心が揺らぎ、自分の中の軸じくがぶれはじめているという自覚は以前からあった。気づいたときに修正しておくべきだった。

（せめて庭園で会ったときに部屋まで送り届けていれば）

　後悔するくらいならば疑え。内戦中にそう学んだはずなのに、やはり自分は平和ぼけしていたのだろう。

　ヴィクリスがやり場のない怒りをこらえて拳を握りしめていると、扉が開いてルパートが駆け寄ってきた。腕に衣類らしきものを抱かかえている。

「陛下、庭園にこんなものが落ちていたのですが」

　彼が差し出してきたのは見覚えのある上着だった。エステラに貸したものだ。

「これをどこで見つけた？」

「ご案内します。こちらへ」

　ルパートに続いてヴィクリスは詰め所を出た。

　先導されるままに駆け足で通路を駆けながら、ヴィクリスは王宮を南に向かわされていることに気がついた。王族の居住区は王宮の東に集中しており、エステラが〈北の宮〉へ向かう途中で拉ら致ちされたのだとしたら方向が違う。

　あきらかに、ルパートは上着の発見現場ではないところに向かっている。

「どこへ行く気だ？」

　人ひと気けのない回廊に出たところで、ルパートは足を緩めて歩き出した。ヴィクリスもすぐに速度を落として隣を歩く。

「いったいどうした？」

「このへんなら大丈夫でしょう……さきほど部下にバークワース伯爵にエステラ様が行方ゆくえ不明になったと伝えさせました。伯爵がどんな反応をしたと思います？」

「もったいぶらずに続きを言え」

「青い顔をして王宮を飛び出していきました。おかしいと思いませんか？　自分は『行方不明になった』としか伝えさせていません。これだけの警備の中なんですから、普通はまだ王宮の中にいると考えるはずです」

　バークワース伯爵ブレアに関しては、いままでも不審な点があった。

　エステラが聖アンナマリー修道院に入れられた時期に若じやつ干かんの食い違いがあったのだ。その点に関してはエステラも当事者の一人である枢機卿も噓をついてはいなかった。

　噓の報告をしていたのは他ならぬブレアだった。

「伯爵がエステラが行方不明になった理由について何か知っているということか」

「自分はそう思います。既にバークワース伯爵の馬車を部下に追わせていますし、可愛い犬たちにもエステラ様の持ち物の匂いを嗅かがせて捜索させています。姿をくらませた兵士たちの身辺も探さぐらせていますし、近いうちに居場所は特定できるでしょう。報告があがってくるまで陛下は政務にお戻りになるか、あるいは少しお休みを……」

「信用できない」

　ヴィクリスは発言を遮って告げた。

「この状況でおまえの部下を信用しろと？　おまえの部下がくだんの兵士たちのように買収されていないとどうして言える？」

「陛下、こんなときにこじらせるのは」

「それにおまえもだ。最近、私に何か隠し事をしているだろう。頻ひん繁ぱんに梟を飛ばして侍女と文のやりとりをしていたのはなぜだ？」

　ルパートが言葉を失う。

　見開かれた細い双眸には驚きと気まずさが見え隠れしていた。やはり、と確信する。

「……気づいておられましたか。実は恋文のやりとりを」

「見え透いた噓はやめろ。これ以上失望させるな……おまえは私の家族同然だ。兄上よりもずっと〝兄〟だった。そんなおまえを疑わせないでくれ」

　ルパートは困った顔をしてぽりぽりと頭を搔かいた。

「……なんか、照れますねえ」

「死にたいのか？」

「わお、殺害予告いただきました！　すいません、反省しましたから睨まんといてください。あんた本当に迫力あるんですから。しかし、どこから説明したものか……あ、もちろん言います、言いますって！」

　ヴィクリスが腰の剣の柄つかに手を伸ばしてみせると、ルパートは慌てて手を振った。

「とても言いにくい話なのですが、実はユニスとちょっとした計画を立てていたんです」

「計画？」

「偽にせの誘拐計画です。エステラ様を拉致して、陛下に助けに行っていただこうと……」

　突とつ拍ぴよう子しもない計画案に眉をひそめざるをえなかった。

「そんなことをしてなんの意味がある？」

「ほら、よく言うじゃないですか。ともに試練を乗り越えた男女は恋に落ちやすいって。陛下もエステラ様もまんざらじゃなさそうなのにもう一歩を踏み出してくださらないから、そこは自分らが背中を押して差し上げようと思いまして。陛下が颯爽と助けに行けば、エステラ様も感かん極きわまって『陛下大好き！』なーんて展開に」

　ヴィクリスは最後まで聞かず、両手を繰くり出だしていた。

　ルパートの男にしては軟なん弱じやくな首を両手で捕らえ、気道と血管を一気に絞しめる。

「ちょっ、陛下……死ぬ、死にますって、本当に……息が、できない……」

「苦しいか？　なら首の骨をへし折ってやってもいい。その方が楽に逝ゆけるだろう。せめてもの情なさけだ」

「そんな情けはいらねえ……本当に……やめ……」

　ルパートの顔色がどす黒く変わってきたところで、ヴィクリスは手を離してやった。補佐官がその場にくずおれて、喉のど元もとを押さえて何度も咳せき込こむ。

「げほっ、げほっ……せ、戦死した部下たちがお花畑の向こうで酒盛りしながら野や次じを飛ばしてくるのが見えましたよ……」

　天に召される一歩手前までいったようだが、同情する気にはなれなかった。

「ルパート、そのくだらない計画の決行は今夜だったのではないだろうな？」

「違いますよ。そりゃまあ、今夜決行できそうだったらするつもりで話を進めてはいましたが、自分も忙しかったのでそのままうやむやになって……」

　そこまで言ったところで気づいたのだろう。圧迫されてどす黒くなりかけていた狐顔から、みるみるうちに血の気が引いていった。

　行方不明になったのはエステラだけではない。ユニスもだ。

　ヴィクリスはルパートをその場に残して身を翻し、回廊を駆け出した。

　思っていた以上に、状況は最悪の方向へ進んでいる。
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　二頭立ての箱馬車の中で、エステラは座席に腰を下ろしてじっと考え込んでいた。

（逃げるのは……難しいですわよね）

　左右の窓には内側から釘くぎで板が打ちつけてあり、外の風景は見えない。

　ともすれば真まっ暗くら闇やみに閉じ込められていたところだが、室内には小さなオイルランプが一つ壁に取りつけられており、橙だいだい色いろの穏おだやかな灯あかりが空間を照らしている。おかげで、自分だけでなく向かいに座るユニスの状況もよく見えた。

　エステラたちはともに両手両足を縄なわで縛しばられている。

　さらに、二人の足は別の縄で繫つながれていた。

　この念の入れようが不思議でならなかった。これではまるで、両手両足を縛られた小娘が扉とびらを壊して馬車から飛び降りる危険性を想定しているかのようだ。

　当然だが、普通の令れい嬢じようは助かりたいからといってそんな愚おろかな賭かけには出ない。

（でも、わたくしは違いますわ）

　ユニスと縄で繫がれていなければ、そのくらいのことはやったかもしれない。

　以前に歌劇場からの帰りに、馬車から角灯を抱えて飛び降りたことだってある。

　つまり、誘ゆう拐かい犯はんはエステラが過去に馬車から飛び降りたことを知っているか、あるいはそんな無茶をやりかねないおてんば娘だということを知っているのだ。

　さらにいえば、室内のオイルランプにわざわざ火を灯ともしているのも、エステラの暗闇恐きよう怖ふ症しようを知っているからだ。

　周到に計画された誘拐だ。下へ手たに動けば状況は悪化する一方だろう。

（『王は関係ない』って言われましたけれど、王妃が誘拐されて陛へい下かに迷惑をおかけしないはずはありませんわ。おとなしく従ったふりをして、隙すきを見て逃げなければ……）

　そう思うのだが──エステラ以外のもう一人はそう考えていないようだった。

「どこまで連れて行くつもりなんですかあ？　もうお腹なかすいたし疲れたしお尻しりは痛いし、そろそろ休きゆう憩けいにしてくれません？　大事な人質のこともちょっとは考えてくれないと困るんですけど」

　ユニスは御ぎよ者しや台だいのある後ろの壁を振り向きながら、平気で不満をまくし立てている。

（恐おそれ知しらずにもほどがありますわ！）

　お腹がすいているのも疲れているのもお尻が痛いのも同意見だが、正体不明の人物に誘拐されたというのに物言いが強気すぎる。

「そんな言い方をしてはいけませんわ。あまり相手を刺激しては……」

　だが、ユニスはにへらと緊張感のない笑顔で首を振る。

「大丈夫ですよう、エステラ様は大事な大事な人質なんですから、連中だって手荒な真ま似ねは絶対しませんって」

　ユニスは気楽に言った。

　状況がわかっていないのかと思いきや、彼女も誘拐犯たちがエステラを無事な状態で欲していることくらいは理解していたようだ。しかし。

「……どうして『絶対』なんて言えますの？」

　覆ふく面めん男おとこたちの目的はわからないのだ。エステラが生きてさえいればいいのだとしたら、乱暴をされる危険性はじゅうぶんにある。

　とたんにユニスの表情が引きつった。なぜか斜ななめ上を見上げて頰ほおをひくつかせる。

「え、えーっと、まあ、なんとなく？　でもきっと大丈夫です！」

　この状況で何をどう考えれば大丈夫と言えるのだろう。

　そして、その自信はどこから湧わいてくるのだろう。

「確かにわたくしの命を奪うつもりならば最初にそうしていたでしょうし、わざわざ拉ら致ちしたということはしばらくは安全なのかもしれません。でもユニスは……」

　その先は口に出すのがはばかられた。

　エステラと一緒にユニスまでさらわれたのは、おそらく足あし枷かせ代がわりだ。自分一人だけならば無茶もできるが、侍じ女じよも一緒となれば話は別だ。

　誘拐犯たちはよほどこちらのことを調べ上げているようだ。ますます侮あなどれない。

　だというのに、ユニスにはいまいち緊張感がなかった。

「わたしですか？　まあ、わたしも大丈夫なんじゃないですか？　たぶんですけど。早く陛下が助けにきてくれるといいですねえ」

　本当に状況がわかっているのだろうか。

（わたくし、ユニスがわからなくなってまいりましたわ……）

　全力で前向きに考えるとしたら、誘拐された恐怖で泣きわめかれるよりはまし、というくらいだろうか。ユニスの図ずう々ずうしいとも言える反応も、もしかしたら現実逃とう避ひからなのかもしれない。

「ちょっとお、聞いてるんですか!?　エステラ様をさらっといてこんな待たい遇ぐうが許されると思ってるんじゃないでしょうね!?　とにかく休憩！　何かあったかくなれるものを食べさせてくれないと──」

「ユニス、わたくしは構かまいませんからもうそのくらいにしてくださいませ！」

　しかしユニスの要求は続き、しばらくして馬車が根負けしたように停車した。

　外側から扉が開けられると、陽光が差し込んできた。とうに夜が明けていたらしく、青い空に街道らしき風景が覗のぞく中、例の覆面男たちが視界を遮さえぎるように姿を見せた。

「逃げようとしたら撃うつ」

　一人が燧すい発はつ式しき拳けん銃じゆうの銃じゆう口こうをこちらへ向けて脅おどし、もう一人がエステラたちの足の縄を解とく。いまはまだ逃げる隙はなさそうだ。

「降りろ」

　両手は拘束されたままなので、足を踏ふみ外はずさないよう慎しん重ちように馬車を降りる。

　覆面男たちに挟まれるかたちで連れてこられたのは小さな廃はい屋おくだった。もう数年は人が住んでいない様子で、部屋中に蜘く蛛もの巣が張はり巡めぐらされ、床ゆかやテーブル、長なが椅い子すの上には埃ほこりが積もっていた。

　その客間らしき一室に押し込まれると、覆面男たちは去っていった。

　やはり埃の積もった寝台が二つと、円まるいテーブルに椅子が二脚あるだけの簡素な部屋だ。

　しばらくして一人が戻ってきた。古びた盆ぼんを抱かかえて入ってくると、埃を被かぶったテーブルの上にそれを置いた。盆には金属製のカップと布に包まれたライ麦パンが二つずつ載っている。カップからはワインの香りがした。

「食ったら出発だ」

「これだけですかあ？」

　ユニスはまたも不満を口にした。

　覆面男があからさまに苛いら立だたしげに舌打ちするのが聞こえて、エステラは焦あせった。

　彼らを怒らせてはまずい。銃を持っているのだ。

　縛られたままの手で慌あわててユニスの袖そでを引っ張ったが、彼女の舌は止まらなかった。

「お肉とかチーズとか酢す漬づけの野菜とか、あったかいスープとかないんですか？　どうしてそのくらい準備してないんです？　計画性がなさすぎますよ」

「……うるさい侍女だ。嫌いやなら食わなくて構わん」

「食べますよー、食べればいいんでしょう。まったく、どうして男の人ってこう気配りができないんでしょうね」

　覆面男はもう一度舌打ちを漏もらしてから部屋を出ていった。

　扉が閉まるのを見届けると、エステラはほっと安あん堵どの息をついて聖せい印いんを切った。

「ああ神様、聖せいアンナ様、敬けい虔けんなしもべをお守りくださりありがとうございます……もうっ、ユニスったらわがままを言うのはやめてくださいませ。生きた心地ここちがしませんわ」

「大丈夫ですって。ささっ、お食事にいたしましょう。今日は状況が状況ですし、ご相しよう伴ばんさせていただきますね」

　のんきなことを言いながら片足で椅子を引いて腰を下ろし、縛られたままの手をテーブルに伸ばす。ライ麦パンを手に取ると、ユニスはためらいもせずにかぶりつき、もぐもぐと咀そ嚼しやくして飲み下してしまった。

「ユニスっ！　毒でも入っていたらどうしますの！」

「そんなことするわけないじゃないですか。どこまで連れて行く気なのかはわかりませんけど、悪いようにはされませんって」

　ユニスは同様に両手でカップを持ち上げると、注そそがれていた赤ワインを一気に半分ほど飲み干した。

「んー、あんまりいいワインじゃないですねえ。ワインの本場でお育ちのエステラ様のお口には合わないかもしれないです。こんなところでケチるなんて……まあその方が誘拐犯っぽいですかねえ」

　わけのわからないことを呟つぶやきながら、パンとワインを交互に口へ運ぶ。

　旺おう盛せいな食べっぷりだ。空腹を思い出し、エステラも椅子に腰を下ろして自分のぶんのライ麦パンを手に取った。

　小さく千ち切ぎってみたものの、どうしたものかどうか迷う。

　もしもヴィクリスだったら、こんな状況で誘拐犯から出されたものを絶対に口へ入れはしないはずだ。

「えふへらはま、はいひょうふへふほう」

　ユニスが口にパンを含んだまま声をかけてくる。おそらく「エステラ様、大丈夫ですよう」と言いたかったのだろう。

　エステラはしばらく迷ったあげく、ままよ、と思い切って口へ運んでみた。

　変なものが入っていないか、慎重に確かめながら咀嚼する。ぼそぼそして味気ない、ごく普通のライ麦パンだ。

　これなら大丈夫そうだと思って飲み下したとき、かしゃん、という物音がして、床に金属製のカップが転がった。わずかに残ったワインが小さな水たまりを作る。

　遅れて、ユニスがテーブルに突つっ伏ぷした。

「ユニス!!」

　エステラは慌てて立ち上がった。

「しっかりしてくださいませ！　ユニスっ！」

「……ぐごー、ぐごー」

　気持ちよさそうないびきが聞こえてきた。

　どうやら眠らされているだけのようだ。意識を失ってもなお、パンの最後のひとかけらを離そうとしていない。

　外で見み計はからっていたかのように扉が開き、隙間から覆面男が顔を覗かせた。

　いびきをかいて眠りこけるユニスを見て、満足そうに頷うなずく。

「やっとおとなしくなったか。催さい眠みん薬やくを入れたのは侍女のぶんだけだ。安心して食え。食ったら出発だ」

　どうやらユニスがうるさすぎて腹に据すえかねたらしい。

　覆面男が立ち去ると、エステラはほっと吐息をついてから、侍女の気持ちよさそうな寝顔を睨にらみつけた。

　これでまたさらに逃げるのが難しくなってしまった。

（……ユニスの馬ば鹿か）

　心の中で小さく悪態をつくと、エステラはまたパンを千切って口へ運んだ。







　エステラたちを乗せた馬車はときおり休憩を挟みながら一いつ昼ちゆう夜や走りつづけた。

　二度目の朝を迎えた頃に馬車から降ろされたのは、前時代の建築様式が色いろ濃こく残る石造りの古城だった。鼠ねずみ色いろの巨石を積み上げた城壁は苔こけむし、年季の入った蔦つたが絡からみついて勢力を伸ばしている。

　とはいえ、一度城門を潜くぐってしまうと庭木は綺き麗れいに整えられており、道には枯かれ葉は一枚落ちていない。玄関のアプローチにいたっては庭石まで丁てい寧ねいに磨みがかれている。間違っても廃城ではなかった。人が住んでいる気配がする。

　エステラは思わず庭を見回してから、覆面男を振ふり仰あおいだ。

「ここはどこですの？」

　覆面男は問いには答えず、腕を摑つかんで歩き出した。もう一人はいまだ眠ったままのユニスを肩に担かついでついてくる。質問は受けつけないらしい。

　正面の玄関から堂々と中へ入ると、瀟しよう洒しやなエントランスホールには大きなシャンデリアが吊つるされていた。大階段は緩ゆるやかな曲線を描えがいて二階へと続いており、向かいの壁には黒い旗がかけられている。

　奇妙な旗だった。黒というだけでも違和感があるというのに、刺し繡しゆうされた紋もん章しようはさらに異質だ。

　聖印を逆さにして二本の麦の穂で丸く囲むなど、どう考えてもおかしい。

　神を冒ぼう瀆とくするかのような紋章にエステラは思わず怯ひるむ。

　いまごろになって自分はとんでもないところに連れてこられたのだと実感して、手足が震ふるえだした。

「立ち止まるな」

「帰らせてくださいませ！　こんなところ、一秒だっていたくありませんわ！」

「黙だまれ。侍女を殺されたいのか？」

　直接的な脅し文句に、エステラは黙るしかなかった。

　有う無むを言わさず強く腕を引かれて廊ろう下かを歩かされ、やがて屋敷の二階の奥にある一室に押し込められた。

　上等な調度品がしつらえられた部屋だった。テーブルや椅子、長椅子や天てん蓋がいつきの寝しん台だいはすべてウオルナット材で統一されている。

　これで窓に陽光がわずかでも差し込まないよう板が隙間なく打ちつけられていなければ、来らい賓ひん用ようの部屋だと勘かん違ちがいしていたかもしれない。

　覆面男たちはユニスを長椅子に下ろし、エステラとユニスの手首の縄をナイフで切ると、用はすんだとばかりにさっさと引き上げていった。

　エステラはようやく解放された手首をさする間もなく慌てて追いかけようとしたが、目の前で扉を閉められて鍵かぎをかけられてしまった。

「いったいここはどこなんですの!?　わたくしをどうするつもりなのですか！」

「夜まで待て」

「夜まで？　どういうことですの？」

「あの方は昼間は眠りについておられる。昨夜のうちに着く予定だったが、侍女のせいで間に合わなかった。日が沈むまで時間を潰つぶしていろ。食事は部屋に運ばせる。着替えと風ふ呂ろは我が慢まんしろ」

　一方的に早口で必要事項を告げると、扉の外から足音が遠ざかっていった。

「ま、待ってくださいませ！」

　何度か扉を叩たたいてみたが、反応はなかった。

　エステラはしかたなく長椅子のもとまで引き返した。

「ぐごー、ぐごー」

　ユニスはまだ眠りつづけている。

　覆面男が睡眠薬の量を間違えたのではないかとだんだん不安になってきた。

　このまま目を覚まさなかったら、と不吉なことを考えそうになるが、見たところ顔色は悪くない。聖せい兜とう祭さいのときに嗅かがされた催眠薬に気分が悪くなるという副作用があったことを考えれば、粗そ悪あくな薬ではなさそうなのが唯ゆい一いつの安心材料だろう。

　エステラは両手でぺちんと自分の頰を叩いて気合いを入れた。

「わたくしはわたくしのできることをするだけですわ。ユニスが目を覚ますまでに、逃げる方法を考えなければ」

　だが、そんなものがそう簡単に見つかるわけもなかった。

　窓の板は大量の釘で打ちつけられていて素す手でではとても外はずせそうもなく、扉はエステラが何度体当たりをしてもびくともしない。

　打つ手なしだった。

　部屋中をくまなく探し回ったものの徒と労ろうに終わり、エステラは疲れ果てて寝台の上に身を投げ出した。

　ぼふん、と柔やわらかな感触が全身を受け止めてくれる。寝ね心地ごこちのよさは〈北の宮〉の寝室のそれと負けていない。

　ふと眠ねむ気けがこみ上げてきた。馬車の中でうたた寝くらいはしたが、その程度の睡すい眠みんで足りているわけがない。まだ昼間だが眠ってしまおうかと思って目を閉じていると、ふと扉がノックされた。

　ぱちりと目を開けて跳はね起おき、寝台から飛び降りる。

「お食事をお持ちしました」

　扉が開き、お仕着せに身を包んだ女性が白い布のかかった配はい膳ぜんワゴンを押しながら部屋に入ってきた。

　黒髪を頭上にまとめ上げ、丸い眼鏡めがねをかけた長身の女性だった。レンズのせいで目元はよく見えないが、薄い唇くちびるには濃いめの紅べにが引かれている。

　ワゴンの上にはパンにレタスや燻くん製せい肉にく、卵などを挟んだものや皮を剝むいて切ったリンゴ、じゃがいものポタージュスープにティーポットとカップなどが載せられている。

　女性はワゴンを押して入ってくると、後ろ手に扉を閉めた。外から施せ錠じようの音は聞こえてこなかった。

（チャンスですわ。この方の隙をつけば……でもまだユニスが起きていませんわ）

　どうしたものかと迷まよっているうちに、女性はてきぱきとテーブルに料理皿を並べ終えてしまった。白い磁じ器きのティーカップにほどよく色と香りのついた紅茶を手て際ぎわよく注つぐと、一歩引いて扉の前に立った。食べ終わるまで待つつもりなのだろう。

　エステラは思わず女性とテーブルを交互に見て、ふと紅茶が二人ぶん淹いれられていることに気がついた。

「あの、ユニスはまだ眠っておりますわ。声をかけても起きなくて」

「ご心配は無用です」

　女性はにっこりと微笑ほほえむと、配膳ワゴンの台の中に右足を乱暴に突っ込んだ。

　するとワゴンにかけられた白い布がめくれ上がり、女性の足に蹴けり出されるかたちで人影が転がり出てきた。

「なっ……!?」

「痛いたたた。何も蹴らなくたっていいでしょう！」

「おや、いつまでたっても出てこないから、中で眠ってしまったのかと」

「だったらなおさら蹴らないでください！」

　そう呟いて身を起こしたのは、エステラと同じくらいの背せ丈たけの少年だった。

　仕立てのよい上下を身に纏まとい、栗くり色いろの髪かみを少し伸ばして首の後ろで括くくっている。

　利発そうに整った顔立ちにはまだあどけなさが強く残り、背丈は同じくらいでも歳としはだいぶ下なのがわかった。せいぜい十二、三歳くらいだろう。

　何より、どこかで見たような榛はしばみ色いろの双そう眸ぼうが印象的だった。とても見慣れている気がするのに、どこで見たのか思い出せない。

「あなたが──」

　少年はエステラに顔を向けると、とたんに険けわしい目つきになった。

　眼差まなざしに複雑な感情が交まじり合っている。そのうちでもっとも強いものは憎ぞう悪おだ。

「我われながら似すぎていて疑う余地もないですね」

　ずかずかと近づいてきて、こちらの顔を不ぶ躾しつけに覗き込んでくる。突然のことにエステラは後じさり、仰のけ反ぞり、うろたえることしかできない。
















「あの、あなたは……？」

「わからないんですか？　そうでしょうね。自分は修道院でお気楽に暮らして、おまけに半年契約とはいえ王妃になって贅ぜい沢たく三ざん昧まいの生活をしていたんですから。その間に家族がどれだけ苦労していたのかなんて、考えもしなかったんでしょう」

　家族。その一言で唐突に理解する。

「まさか……アーロン、ですの……？」

　エステラは血を分けた弟の名を呟いた。

　少年は肯こう定ていの返事の代わりとばかりに、心底嫌そうに顔を歪ゆがめた。







　アーロンは椅子に腰を下ろして、静かにティーカップの縁ふちに口をつけていた。

　エステラとユニスのぶんかと思った食事は、どうやらエステラとアーロンのぶんだったらしい。テーブルに頰ほお杖づえをつき、気け怠だるそうにパンやリンゴを齧かじるさまは行ぎよう儀ぎが悪いものの、どこか気品のようなものが感じられる。

「食べないんですか？」

　唐とう突とつに榛色の眼差しを向けられて、エステラは向かいの席でどきりとした。

「た、食べますわ」

　手が止まっていたことに気がついて、銀のスプーンでポタージュをすくって口へ運ぶ。舌した触ざわりはなめらかですごく美お味いしい気がするのだが、緊張のせいで味がまったくわからなくなっていた。

（わたくしの弟……）

　アーロンの方を盗み見る。

　既き視し感かんがあると思ったのも当然だ。毎日鏡で見ている自分の顔によく似ている。

（いつの間にか、こんなに大きくなっていましたのね）

　最後に見たときはまだ二歳だった。

　いつも親指を咥くわえているような、わずか二歳の弟に嫉しつ妬と心しんを燃やしてくだらないいたずらを繰くり返かえしていたのかと思うと、いまさらながら自分の行いがひどく恥はずかしく思えてくる。

　当時の自分がたった七歳だったことを抜きにしても。

　エステラの視線に気づいたのか、アーロンが不審そうに目を向けてくる。

「なんですか。言いたいことがあるのならはっきり言ったらどうですか」

　十二歳の少年らしからぬ大人おとなびて、かつ突き放すような物言いにせつなくなる。

　この弟と仲良くなる機会を壊してしまったのは他ならぬ自分自身だ。

「いえ……お母様や、家のみんなはお元気かしら？　ここしばらくは手紙も送れていなくて」

　王宮から手紙を出すのも規則があるので、契約結婚をしてからというものハンプリーにある生家とはやりとりしていない。

　父とはたまに会えたのでその必要がなかったというのもあるが、母や乳う母ば、侍女や庭師たちのことはいつも気にかかっていた。

「母上はご健けん勝しようです。乳母は腰が弱って実家に帰りました。使用人は姉上がいなくなってから何人入れ替わったかわかりません」

「そうですの」

　そこで会話が途と切ぎれた。また気まずい空気が流れ、互いが食事をする音だけが響いた。

（アーロンはわたくしに会いに来た……のですわよね？）

　さすがにここでしか食事がとれないからわざわざワゴンに隠れてやってきたわけではないだろう。十年間離ればなれで暮らしていた姉の顔を見に来たに違いない。

　事情はわからないが、彼の方から会いにきてくれたのは確かなのだ。姉である自分がいつまでも場の空気に吞のまれているわけにはいかない。

　気持ちを奮ふるい立たたせて、エステラは口を開いた。

「あの、アーロン……あなたがわたくしをここへ？」

「そんなわけないでしょう。俺だって無理やりここへ連れてこられたんです。いや、無理やりかどうかは夜だったからわかりませんけど」

　吐き捨てるようなアーロンの物言いに違和感を覚えた。

　夜だったからわからないとは、どういう意味だろう。寝ね惚ぼけていてよく覚えていないという意味だろうか。

「彼らは何者ですの？」

「ウスラ教団でしょう。まさか、知らないんですか？」

　心底馬鹿にしたように言われたが、エステラは素直に頷いた。知らないのは事実だ。何も恥じる必要はない。

「その、ウスラ教団……というのは、どういった団体なんですの？」

「言葉どおりですよ。ウスラを信仰している頭のおかしなやつらの集まり」

「ですから、そのウスラというのはなんですの？」

　アーロンはスプーンでリンゴを突き刺した。

　真正面から、きっ、と強い非難の眼差しを向けてくる。

「本当に何も知らないんですね。当事者のくせに。ウスラというのはいにしえの時代、ハンプリーの地で信仰されていた豊ほう穣じよう神しんの名です。キリエ教が伝来したせいで衰すい退たいしたいまでも、ひっそりと信仰しているやつらがいた。それがウスラ教団です」

「豊穣神……」

　土ど着ちやく信仰というものはどこの土地にでも存在しているものだ。

　だがキリエ教が広まったいまでは、キリエ教に取り込まれて聖霊という扱いになるなど、独自の進化を遂とげているのが大半だ。異教が異教のまま残っているというのは珍めずらしい。

「さっき『当事者のくせに』と言いましたわね。あなたはわたくしがそのウスラ教団に誘拐された理由を知っていますの？」

　アーロンが食事の手を止めた。

　ナイフとフォークを皿の上に放り出してゆっくりと立ち上がる。背は伸びたが厚みの足りない体に静かな怒りを纏っているのが伝わってきた。

「知っているか、ですって……？」

　自分と同じ色の双眸で射い貫ぬくように睨みつけてくる。

「あなたが〈ホルスの籠こ手て〉を壊したからに決まっているでしょう！」

　エステラは息を吞んだ。

　そこで自分が十年前に壊した聖せい遺い物ぶつの名前が出てくるとは思わなかった。

「それって、どういう……」

「姉上があんなことをしなければ、俺はこんな思いをしなくてすんだのに。父上だって、ベケット司祭だってそうです。母上だってずっと心を痛めていらした。全部、全部姉上のせいじゃないですか！　それを……」

　アーロンの顔がみるみるうちに紅こう潮ちようしていく。怒りと興奮で感情を抑えられなくなったらしく、ぐっと喉のどを詰まらせて息を荒らげている。

　エステラはなんと言えばいいのかわからず、唇を嚙かみしめた。

（わたくしは、たくさんの人を苦しめていましたのね）

　聖遺物を壊しておきながら、修道院に入るだけですむはずがないとは思っていた。

　だが長い修道院生活の中で、罪つみを償つぐなっている気分になっていたのは事実だ。

　その間、家族がどんな思いをしていたのかまでは想像が及ばなかった。

　おそらく罰ばち当あたりな伯爵家と周囲から非難され、恥ずかしい思いをさせてしまったのだろう。もしかしたら自分のせいで大事な取引が破談になったり、大切な友人に絶縁を言い渡されたりしていたのだとしたら、後悔してもしきれない。

　エステラも立ち上がって、まっすぐにアーロンの目を見つめ返した。

「わたくしのせいで不ふ愉ゆ快かいな思いをさせてしまったのでしたら謝あやまりますわ。ごめんなさい」

　そのまま手を揃そろえて深々と頭を下げる。

「こんな罰当たりな姉がいるなんて恥ずかしいですわよね。もしアーロンやお父様やお母様の幸せのために、わたくしの存在が邪じや魔まとなっているのでしたら……」

「そういう意味で言ってるんじゃない！」

　謝罪の言葉は、鋭するどい怒ど声せいに搔かき消けされた。

　驚いて顔を上げると、アーロンは気まずそうな顔をして視線を逸そらしていた。

「……ことは謝ってすむ問題じゃないんです。あなたが何度謝ろうとも、〈ホルスの籠手〉は元に戻らない」

「聖兜祭の後に〈ホルスの籠手〉は修しゆう繕ぜんされて、ハンプリー教会に納められたと聞いておりますけれど」

　枢すう機き卿きようマリユーグが〈オランドの兜かぶと〉を手に入れるため、十年前に盗んだ〈ホルスの籠手〉の残ざん骸がいを王都に持ち込んだことは公おおやけにはされていない。〈ホルスの籠手〉は最近になって盗賊団のアジトで発見されたことになっている。

「かたちを戻したところで意味がないんですよ。一度でも壊れてしまったら、あれは……」

　エステラは眉まゆをひそめた。

　そういえば、マリユーグも似たようなことを言っていた。

『聖遺物には聖霊が宿っている。少しでも破壊されれば聖霊は飛び立ち、祝福をもたらさない』

　しかし、聖遺物に宿る聖霊と、異教徒であるウスラ教団になんの関係があるのだろう。

　何よりそれがエステラが誘拐された理由になるとは思えない。

「ねえアーロン、最初から順番に教えてくださいませ。わたくしが〈ホルスの籠手〉を壊した後、いったい何が」

「──遅いぞ！　何をもたもたやっているんだ。さっさと出てこい！」

　廊下の方から男の声が響ひびいてくる。

　どうやら外には見張り番がついていたようだ。食事を運んできただけの女性がなかなか出てこないから怪あやしまれたのだろう。

　アーロンは女性と一瞬だけ視線を交かわし、肩を落として嘆たん息そくした。

「……わかりましたよ」

　アーロンはぷいと顔を背そむけてワゴンの方へ戻っていった。白い布をめくってまた狭い空間に入り込むのを見つめていると、視線に気づいたのか肩越しに睨みつけてきた。

「なんですか？」

「いえ……体、柔らかいんですのね」

「鍛きたえていますから。俺はいずれ伯はく爵しやく位いを継いで、陛下をお支ささえできる男にならなければいけないんです。こんなところで、こんなことをしている場合じゃないのに……」

　ぶつぶつと呟きながらアーロンはワゴンの下に収まった。本当に体が柔らかい。

　そのワゴンを女性が押しはじめると、「待て！」とアーロンが布の下から頭を出し、こちらへ目を向けてきた。

「日没後の俺には絶対に会わないでください。俺の方から近づいてきたとしても、です」

「……どういう意味ですの？」

「それは……」

「──おい！　出てこいって言ってるのがわからないのか！　開けるぞ！」

　廊下からの怒声に、アーロンは続きを言うのは諦あきらめて頭を引っ込めた。

「それでは失礼いたします」

　お仕着せの女性は笑みを浮かべて一礼すると、ワゴンを押して退室していった。
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「いったい何を考えておられるのですか！　王みずから護ご衛えいもつけずに乗り込まれるなど、正気とは思えません！」

　瀟洒な内装の一室に、屋敷の主あるじの怒声が雷らい鳴めいのように響き渡った。

　ミストリア中部から南部に差しかかった場所にあるバークワース伯爵ブレアの別邸だ。

　王都から追跡されたあげく屋敷にまで押しかけられたのだから、彼の怒りも当然だろう。ただし、招かれざる客に椅子を勧すすめていないのは無ぶ礼れいな客に無礼で返したわけではなく、気が動転して思い至らないだけのようだ。

（娘をさらわれて動揺しているというのもあるだろうが、それだけでもなさそうか）

　ヴィクリスは急な雨で濡ぬれた髪をハンカチで拭ぬぐいながら、ブレアを注意深く観察した。

　内戦中は頼れる臣しん下かだった。だがいまは違う。

　彼は、何か重大なことを隠している。

　娘の誘拐を知ったブレアが王宮を飛び出してすぐに、ヴィクリスたちは尾び行こうを開始した。いったん王都にあるバークワース家の城館に駆け込んで大急ぎで支し度たくを調ととのえ、夜明けも待たずに駆け出していく馬車を追跡するのは難しいことではなかった。

　ただ、目立たないよう馬車ではなく馬を使ったせいで、急な雨に降られて体が冷え切ってしまった。嵐の多い季節がら雨具は用意してあったが、冷たい雨に長時間さらされてだいぶ体力を削けずられた。

　日頃から体の丈夫さだけが取とり柄えだと自覚しているヴィクリスにとってはたいしたことではないが、体力のない文官には少々酷こくだろう。二人ぶんの雨具を抱えているルパートは傍はた目めにもあきらかなほど顔色が悪い。

「ルパート、もっと暖だん炉ろに寄れ。外がい套とうを乾かしたい」

「……は」

　こちらの意図に気づいたらしく、ルパートはどこか恥じ入るような面おも持もちで暖炉の前へ移動した。そのやりとりにブレアが激げつ昂こうした。

「私の話を聞いておられますか!?」

「聞いている。私は正気だ。護衛をつけてこなかったのは目立たず、速すみやかに行動するためだ。それにもとより私には護衛は必要ない」

「……以前のあなたならば、身内をさらわれるような事態が起きれば、ご自身を誘いだすための罠わなだと真っ先に疑っておられたでしょうに、陛下はお変わりになられました。いったいどうしてしまわれたのですか。これしきのことで王が王都を離れるなんて……」

　ヴィクリスは眉をひそめた。

「王妃の誘拐が『これしきのこと』だと？」

「ええそうです。エステラはただの契約王妃です。捜索は臣下に任せておけばよろしいでしょう」

「その臣下が信用できないから、みずから来るしかなかった。それだけだ。私は何も変わっていない」

　はたしてそうだろうか。

　ヴィクリスは自分の発言に疑問を抱いた。

（確かに、私は変わったかもしれない）

　相変わらず人を疑ってばかりの猜さい疑ぎ王おうのままではあるが、以前よりも感情が行動に影響されるようになった。

　自分はどうしてしまったのか──その答えには、実は薄々気づいている。

「私のことはどうでもいい。いまはエステラを奪だつ還かんすることの方が先決だ。バークワース伯爵、エステラが誘拐されたと聞いてすぐに南へ向かったのはなぜだ？　目的地はハンプリーのようだが、何か心当たりがあるのなら教えてくれ」

　ブレアはばつの悪そうな顔をして口ごもった。

「……いえ、私は何も」

「娘が心配ではないのですか？　どんな事情があるのかはわかりませんが、家の存続に関わることでしたら陛下はそこまで無慈悲な方ではありませんよ」

　ルパートもそう言って取りなそうとするが、ブレアは頑かたくなに目を合わせようとしない。

「互いに情報を出し合って協力した方が、エステラを無事に救い出せる可能性が高まる。そうは思わないか？」

「…………」

「必要ならば、東の国境警備隊から兵を借りてこよう。それとも既すでに誘拐犯から接触があって、エステラを人質に使って私を罠にかける協力をしろと脅されているのなら──」

「陛下は関係ございません！」

　ブレアは唐突に声を張りあげて言葉を遮ったかと思えば、すぐに後悔した表情でうな垂だれてしまった。

「今回の件は、陛下は無関係です。これはあくまでバークワース家の問題なのです」

「ならばそれを話してくれ」

「……お話ししたくありません」

「話せ！」

　ヴィクリスはブレアの上等な上着の胸倉を摑みあげた。

　手荒な真似はしたくなかったが、エステラの身の安全がかかっているのだ。ルパートも制止してこなかった。

　無言の睨み合いはしばらく続き、室内には外の激しい雨音だけが響く。

「なぜそこまでしてエステラを助けようとなさるのですか」

　と、ブレアが重たい口を開いて訊たずねてきた。

「あれは淑しゆく女じよの作法も身につけず、愚ぐ直ちよくに神と人を信じることしかできない娘です。いたずら娘だった頃の気質も直っていない。陛下にはふさわしくありません……」

「そこまで悪あし様ざまに言うくらいならば、なぜ私の妃きさきに推おした？　半年とはいえ娘を王妃にしたいと思うくらいには愛していたのではないのか？」

　その瞬間、ヴィクリスは伯爵の瞳の中をよぎる後ろ暗い影を見つけた。

　彼はしばしためらっていたものの、やがて観念したらしく深いため息をついた。

「……それは、修道院から……正確にはハンプリーからできるだけ遠ざけたかったからです。王宮で陛下の監視下に置かれれば、そうやすやすとは手を出せないだろうと」

「あなたという人は、陛下の離り婚こん癖ぐせを私情のために利用したんですか!?」

　口を出してくるルパートを手のひらで制止する。せっかく少しは話す気になったというのに、話の腰を折りたくはない。

「エステラは何者かに狙ねらわれていたのか？」

　脳のう裏りをよぎったのは、早急に進められた契約王妃の持ち回り計画だ。

　わけあって嫁とつげない令れい嬢じようを一年ごとに半年契約で王妃とする──期限のない婚こん姻いん関係に耐えられないヴィクリスでも、期限があり、無理して信頼関係を築かなくていい仮面夫婦なら続けられるだろうと、しつこく提案してきたのはブレアだった。

　当時は女王座が夜空に輝く季節に差し掛かっており、早急に王妃を迎える必要があったのは事実なので承しよう諾だくしたが、まさか臣下に利用されていたとは考えもしなかった。

　ヴィクリスの頭の中でとある仮説が組み立てられていく。

「これは推測だが……エステラを修道院へ入れたのはいたずらの罰ではなく、何かから守るためだったのではないか？　その措そ置ちはしばらくは上う手まくいっていたが、五カ月か、六カ月ほど前──私に契約結婚を勧めてくる少し前に、状況が変わった」

「…………」

　ブレアはまた口ごもるが、否定はしてこなかった。

　ヴィクリスは胸倉から手を離してやった。解放されたブレアはそのまま力なく床にくずおれ、がっくりと肩を落としてうな垂れる。完落ちだ。小こ刻きざみに震える肩からは、内戦中に感じた頼もしさは微み塵じんも感じられなかった。

「いったい何が起きた？　いいかげん答えてくれ。悪いようにはしないし、エステラを救出するためならばどんな協力も惜おしまない。頼む」

　返事はない。

　だが、ブレアが秘密から解放されたがっているのは感じていた。

　辛しん抱ぼう強く待つこと数分。ブレアは長い息を吐き出すと、意を決した顔を上げた。

「半年前、ハンプリー教会のベケット司祭が病やまいで亡なくなりました」

「誰だれだ？　聞いたことがないが」

「十年前、エステラを〝冷たい手の魔物〟から救ってくれた司祭です」

　ヴィクリスは息を吞んだ。

　聖遺物を壊したエステラがワインの酒蔵に一晩閉じ込められ、闇の中で何者かに手を引かれたという話は聞いていた。

「彼は本当によくやってくれました。老ろう衰すいで亡くなる寸前まで、あれを絶対に手放さなかった──」

　窓を雨粒が激しく叩き、風が唸うなり声ごえをあげている。

　嵐はまだしばらく収まりそうもなかった。
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「わたしが眠っている間にそんなことがあったんですかあ。十年ぶりに会う弟様に、ウスラ教団……なんか手がこんでますねえ。ちょっと設定を盛りすぎな気もしますけど、予算は大丈夫なんでしょうか」

　ユニスはエステラとアーロンが残した食事を頰張りながらのたまった。

　丸一日眠っていたのもあってよほど腹を空かせていたらしい。あっという間に皿が綺麗になっていく。いろいろありすぎてろくに食事が喉を通らないエステラには、彼女のたくましさが羨うらやましかった。

「まあでも、こういう展開に悪の組織はつきものですよね。その方が盛り上がりますし」

　おまけに控えめに見積もっても、状況を楽しんでいるようにしか見えない。

（観劇とは違いますのよ……）

　とはいえ、ユニスが目を覚ましてくれたので、今後は安心して逃げる算段を立てられる。

　ただ、アーロンのことが心配だった。拉致されたのかどうかはわからないようなことを言っていたが、彼を置いて自分たちだけ逃げ出すわけにはいかない。

　何があったのかは具体的に教えてもらえていないが、エステラはずっと彼らに迷惑をかけてきたらしいのだ。

　顔もわからなくなるほどの間ずっと離れていても、血を分けた姉弟きようだいであることには変わりはない。

（逃げるときはみんな一緒でなければ）

　スープの一滴も残すまいと食べまくるユニスを向かいの席からぼんやりと眺ながめていると、ノックの音もなしに扉が開いた。驚いて振り返ったときには、おかしな黒装束の集団が乗り込んで来ていた。

「なんっ……ごほっ、ごほっ！」

　ユニスが悲鳴をあげようとしてスープを喉に詰まらせ、むせ返る。

　代わりにエステラは立ち上がって声を張り上げた。

「なんなんですの、あなたたちは!?　いきなり無礼ではありませんか！」

　どんなときでも王妃らしくふるまわなければと思ったが、その程度の虚きよ勢せいが限界だった。

　そのくらい、彼らの扮ふん装そうは怪しかった。

　闇色の長ちよう衣いを纏ってフードを被り、顔の下半分を垂れ布で覆おおっているのだ。長衣の飾り帯には、銀ぎん糸しで大きく逆聖印が刺繡されている。

　アーロンの語っていた、ウスラ信者の正装なのかもしれない。ミストリアの土着信仰とはいえ、神を冒瀆する印をこうも堂々と掲げられては不快感を抱かざるをえなかった。

「貴様がエステラか。修道女志望で修行中と聞いていたが、ひとときの王宮生活でずいぶんと贅沢が染みついたようだ」

　こちらの問いには答えず、男たちは不躾にエステラを観察してくる。口く調ちように侮ぶ蔑べつが交じっているのは、華はなやかな夜会ドレスのせいだろう。

「……だからなんだとおっしゃいますの？　わたくしは王妃ですわ。王妃が舞踏会でみすぼらしい格かつ好こうをしていては、貴族たちへのしめしがつきませんわ」

「まあ、いいだろう。来い、アーロン様がお待ちだ」

「アーロンが？」

　エステラは思わず瞬まばたいた。

　数時間前に会ったばかりだというのに、いったいなんの用だろう。

　いやその前に、あのときは使用人の押す配膳ワゴンに隠れてこっそり訪れたのに、今回はなぜ使いを寄越したのだろう。てっきり彼も幽ゆう閉へいされていて、協力者の力を借りて抜け出してきたのだと思っていたのだが、ここまで堂々と使いを出せるほど自由が許されているのだろうか。

　どちらにしても逃げる算段を立てるいい機会だ。

「わかりましたわ。すぐにまいります」

「わ、わたしもおともしますっ！」

　なんとか食事を飲み下したユニスが慌てて席を立って駆け寄ってくる。

「侍女は置いていけ」

「あなたは何もわかっていませんのね。淑女が侍女も連れずに移動するなんて、ありえませんのよ」

　エステラが必死に虚勢を張って告げた。ここでユニスと引き離されては、もしも逃げる好機があったときに行動できなくなる。

　男はしばし逡しゆん巡じゆんしたすえ「まあいいだろう」と折れた。

　謎なぞの集団に囲まれて部屋を出る。

　等とう間かん隔かくに燭しよく台だいの火が灯った石造りの廊下を歩いているとき、窓の外が暗くなっており、なおかつ雨が降っていることに気がついた。

　それほど雨脚は激しくないものの、廊下の床まで濡れているところを見ると激しくなったり落ち着いたりを繰り返しているようだ。この時期、ミストリアは嵐が多い。

（あら？　そういえばアーロンは日没後には会うなって言っていましたわよね？）

　自分の方から近づいてきたとしても、とも付け加えていた。

　だが、今回はアーロンから会いに来たわけではなく、呼び出されたのだから構わないだろう。

　廊下を抜け階段を下り、エントランスホールを横切って連れて行かれた先には、両開きの扉が待っていた。

　男たちによって扉が開かれると、甘あまったるい香の匂いが流れてきた。

　そこは大広間だった。大きなシャンデリアが吊るされているが火は灯っておらず、室内を薄ぼんやりと照らしているのは、男たちと同じ扮装をしたウスラ信者たちが手に持つ燭台の頼りない炎だけだ。

　顔の下半分を布で隠した信者たちの視線を一身に浴あびながら入っていくと、大広間の奥に玉ぎよく座ざらしきものが見えた。

　ここはかつて大昔の領主が謁えつ見けんの間まとして使用していた部屋なのだろう。ただ、その玉座に座っているのは見覚えのある少年だった。

「アーロン？」

　エステラは驚いた。

　アーロンが呼んでいると言われてきたのだから、彼が待っているのは当然だ。

　だが玉座にだらしなく腰掛けて、肘ひじ置おきで頰杖までついてこちらを睥へい睨げいしている姿は、まるでウスラ信者たちを従える王のように見える。

（囚とらわれているのではありませんでしたの？）

　とても無理やり連れてこられたようには見えない。

　アーロンはエステラの姿を認めると、にぃ、と不敵にして老ろう獪かいな笑みを浮かべる。




「ひさかたぶりじゃな、約束の娘よ」




　声は弟のものだ。だが口調が違う。

　どこか異質なものを感じて返答に困っているうちに、信者たちに背中を押されて玉座の前まで連れてこられた。

　エステラをアーロンの前に立たせると、信者たちは片かた膝ひざをついてかしこまった。

「あなたは……アーロン、ですわよね？」

　我ながらおかしな質問をしていると思う。

　だがそう問わずにはいられないほど、昼間のアーロンとは口調も表情も態度も、纏う空気も異なっていた。

　アーロンはにぃとさらに笑みを強めるだけで、問いには答えなかった。

　代わりに立ち上がると、広間に集まった人々をゆっくりと見渡した。信者たちが全員ひざまずくのを待ってから、彼は鷹おう揚ように口を開いた。

「みなの者、大たい儀ぎであった」

　おおお……と信者たちの間から感かん嘆たんの声が漏れる。

「ここに約束の娘が揃った──来たる新月の夜、我は真の力を取り戻すだろう。そのあかつきには、この地にひとときの安あん寧ねいを約束する」

　そのとたん、感嘆の声は歓かん声せいとなって爆発した。

　大広間は異様な熱気に包まれ、信者たちは立ち上がり拳こぶしを振り上げるなり喜びを表現しながら、下半分の隠れた顔で期待に満ちた眼差しを向けてくる。

　異様な光景に怯んだエステラの背がユニスにぶつかった。

「この演出って必要なんですかね。さっさと先に進めてほしいんですけど」

　相変わらず観劇気分でいるらしく危機感が留守になっている。

「ユニス、しっかりしてくださいませ。ここはおかしいですわ。アーロンまであの者たちと一緒になって……やはり来るべきではありませんでした。隙を見て逃げ出しましょう」

「え？　助けを待った方がよくないですか？　下手に動かない方がいいですよ」

「そうかもしれませんけど、助けが来るとはかぎらないでしょう」

「絶対来ますって。陛下がエステラ様をお見捨てになるわけないじゃないですか」

　なぜそこまで自信満々に言えるのだろう。エステラは不思議でならなかった。

　確かに、ヴィクリスにはいままでに何度も助けられてきた。だが、今回はかなり遠方まで連れてこられている。

　エステラたちの誘拐に気がついてすぐに追跡しているのだとしたら、とうに助けにきてくれているはずだ。さらわれてからこれだけ時間が経たっているということは、ヴィクリスやルパートの力を持ってしてもこちらの行方ゆくえが摑めないからではないだろうか。

　ユニスは頼りにならず、アーロンは何を考えているのかウスラ信者たちを煽あおっているというこの状況で、いったい自分に何ができるだろう。

（本当に、待つことしかできませんの？）

　歯がゆさとやるせなさで唇を嚙みしめ、手を握りしめているときだった。




「──あァなたは、神を信じるっすかあぁぁぁあっ!?　イエス、僕は超信じるっす！」




　突とつ如じよとして、奇き声せいじみた叫びが大広間に響き渡った。

　驚いて振り向くと、さきほどエステラたちがくぐってきた扉が再び開かれる。

　異教の夜会に闖ちん入にゆうしてきた人物は、ウスラ信者に輪を掛けて怪しかった。

　年の頃は二十代後半、中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜいの青年だった。もっさりと伸びた銀髪は前髪が長く、目元の表情がほとんど見えない。淡あわい髪色もあってエステラはなんとなくクラゲを思い浮かべてしまった。そばかすの痕あとの残る青白い顔に根こん拠きよのない笑みを浮かべているのも、どこかふわふわとした印象がある。

　だが、それだけならば特筆すべき点でもない。尋じん常じようではないのは、彼がニンニクの束を飾り帯のように肩から斜めがけし、紐ひもで火のついていない蠟ろう燭そくを頭に括りつけ、先端の尖った太い木き杭くいを背負っていたからだ。その異様な扮装の下に隠れているのが司祭服だということには、しばらくの間気がつかず、気づいた後は絶句した。

　ちっ、と近くにいた信者が舌打ちした。

「……また出たか、ベケット・ジュニア。いったいどうやって入り込んだ？」

「ちっちっ、ベケット・ジュニアではないっす。息子むすこではないっすから。まあ大おお叔お父じが偉い大だいだったのは事実っすけど、僕のことはベケット司祭、もしくはイアン司祭って呼んでほしいっすね」

　どうやらイアン・ベケットという名前らしい青年は、人差し指を立ててわざとらしくちっちっと振ってみせた。

「なんなら新ベケット司祭と呼んでくれても構わないっすよ。むしろそっちのがおすすめっす。『新』がついていると前よりちょっとよくなった気がするっすから。新じゃがとか新年とか新作とか言われるとつい期待しちゃったりするっすよねえ──結論、人は『新』がつくものに弱い……おお神よ、僕はまた一つ真理に到達してしまったっす！」

　好き勝手にまくし立てると聖印を切って目を閉じ、その場でぶつぶつと祈りはじめる。

（確かに新じゃがは美味しいですけれど……）

　エステラが同意できたのはそこだけだ。

　異教徒だらけの中でキリエ教を信仰する者が現れたというのにまったく安堵できないのは、何が起きているのか理解が追いつかないせいだろう。

「その者をつまみ出せ！」

　アーロンの叱しつ声せいが飛び、信者たちのうち数人が一斉にイアンの元へ向かっていった。だが四方から伸ばされた手を、自称司祭はくねくねとした特殊な動きですべてかわし、すり抜け、かいくぐった。

「うっふふふふふうぅー！」

「くそっ！　なんだこいつは！」

「相変わらず気持ちの悪い動きをしやがる！」

　信者たちの手をひょいひょいと踊るように回かい避ひしながら大広間を抜け、気がつくとイアンはエステラたちの目の前に出現していた。口元に当てた手を反らして、こっそりと耳打ちしてくる。

「隙を見て逃げてくださいっす」

「え？」

「あなたに神のご加護を」

　二度言うつもりはないらしく、イアンはまた信者たちの手をかわし、人の間を縫ぬうようにして遠ざかっていった。

　何事かと思っていると、後ろから腕を引かれた。

　少し前に部屋へアーロンを配膳ワゴンに乗せて連れてきた女性だった。最後に会ったときと同じお仕着せ姿で、片手でエステラの手首を摑み、もう一方の手で火の灯った角灯を持ち、眼鏡の奥から厳しい視線を向けてくる。

「妃ひ殿でん下か、こちらへ」

　エステラは逡巡した。

（アーロンの協力者ではありませんでしたの？）

　あるいは、いまの彼とは協力関係にないということだろうか。迷っている時間はない。エステラは覚悟を決め、彼女に従うことにした。

　腕を引かれるままに玉座の裏に回ると、壁に掛けられていた大きな旗をめくり上げる。そこには隠し通路があった。逃げたいのは山々だが、ここに入っていいものかどうか迷いが生じる。暗いところは苦手だ。

「娘が逃げたぞ！　捕らえろ！」

　こちらに気づいたアーロンが怒声を走らせる。

　その声に逆に背中を押されて、エステラは通路に飛び込んだ。

「エステラ様、待ってください！」

　ユニスが慌てた様子で通路に続いてきたとき、眼鏡の女性はエステラの手首から手を離し、近くの壁を激しく叩いた。

　そのとたん、背後で通路と大広間の間に壁が落ち、道を塞ふさいだ。

「あなたは、どうして私を助けてくださいますの？」

　彼女はアーロンの協力者だったはずだ。なのになぜアーロンの意に反してまでエステラを逃がそうとするのだろう。

「あんた、まーだ気づかないのかよ」

　お仕着せの人物はがらりと口調を変えて呟き、片手で眼鏡を外してみせた。

　続いて黒髪のかつらを取り去ると赤毛があらわになり、口元の紅をお仕着せの袖で乱暴に拭い取ると年齢の読みにくい青年の顔になった。

「──ジャック!?」

　エステラは思わず声を張りあげた。

　不定期新聞『ジャック・オー・ランタン』の発行人にして記者、自称情報の騎士はその場に眼鏡とかつらを捨てると、汗で張りついた髪をぐしゃぐしゃと無む造ぞう作さに搔き回した。

「とっくに気づいていると思ったのに、鈍にぶいな。初めて会ったときと似たような変装してんのに気づかないなんてさ。そんなんだから片っ端から騙だまされるんだよ」

「まあ！　初めて会ったときはお化け粧しようまではしていませんでしたし、眼鏡もかけていませんでしたわ」

　小馬鹿にする口ぶりに憤ふん慨がいするように言い返しながらも、エステラは不快感は覚えていなかった。

　むしろ、この状況で出会えたことに頼もしさすら感じる。

　ヴィクリスの兄エリオネルを失ったことでヴィクリスと仲なか違たがいし、猜疑王の悪評を広めることに余念のない男ではあるが、国益を損なう事態や人命に係わる事件には全力で立ち向かう正義感もある。特に聖兜祭ではずいぶん助けられた。

「ええっとぉ、お知り合いですか？」

　ユニスがエステラとジャックの顔を交互に見て訊ねてくる。

「あら、ユニスも会ったことがあるでしょう？　王宮から追い出されたわたくしをあなたたちが連れ戻そうとしたとき……」

　ようやく合が点てんがいったらしく、侍女はぽんと手を打った。

「あー、あのとき気がついたら御者と入れ替わってた人ですか。でも、なんでその人がここに？」

　黒い双眸を不思議そうに向けられて、エステラもまたジャックに視線を向けた。

「そうですわ。どうしてここにジャックがいますの？」

「ネタの裏付け調査中だよ。ウスラ教団の噂うわさ話ばなしを聞いて、面おも白しろい記事になりそうだと思ってさ」

　ジャックは心底うんざりした様子で視線を逸らし、気まずそうに頭を搔いた。

「こっちこそびっくりだ。連中があんたを狙っていたのは知ってたし、潜入調査中にアーロンからも話は聞いていたけど、何あっさりさらわれてきてるんだよ。ヴィクリスのやつは何をやってるんだ」

「舞踏会で人の出入りが激しいときを狙われましたの。ところで、ジャックは……裏付け調査中とおっしゃるからには、彼らのことをご存じですのね？」

「まあ、それなりに」

「なら教えてくださいませ。わたくしはどうして彼らにさらわれましたの？　アーロンもどうして……」

　すっと口元に人差し指を突きつけられ、言葉を吞み込む。

「歩きながら話そう」

　エステラがこくんと頷くと、ジャックは角灯の明かりを前方へ向けて歩き出した。

　暗闇に置き去りにされては敵かなわない。エステラは慌てて追いかけ、ユニスも「エステラ様のお知り合いと言うことはこれも演出……？」などとぶつぶつ呟きながらついてきた。

「あんたの方は、あいつらのことをどこまで知ってるんだ？」

「いにしえの豊穣神ウスラを信しん奉ぽうする人々としか……どうして彼らはわたくしを？」

「そりゃ、あんたが〈ホルスの籠手〉を壊して、封じられていたものを蘇よみがえらせちまったからだろ」

「封じられていたもの？　聖遺物に宿っているのは聖霊ではありませんの？」

「なんだ、あんた本当になんにも知らなかったんだな。自分のことだろうに」

　それを指摘されるのは今日で二度目だ。

　突き放すようなアーロンの眼差しを思い出して、胸の奥がちくりと痛む。

「かつてミストリア王家への忠誠の証あかしとして七大貴族に下か賜しされた、七つの聖遺物──それが奇き蹟せきにちなんだものだっていうのが大おお噓うそだってことは知っているか？」

「……いいえ」

　初めて聞いた。

　キリエ教徒として信じて疑わなかった事実を否定されて、少なくない衝しよう撃げきを受けたが、いまはそこで躓つまずいている場合ではないだろう。ジャックの話をひとまず受け入れて、先を促うながす。

「聖遺物には人知を越えた存在が封じられていたんだよ。ウスラはかつて豊穣の神として崇あがめられていたが、生いけ贄にえを求めることからキリエ教には魔物と見なされ、いにしえの司祭……当時の神官によって封印されたんだ。祟たたりを恐れて、いちおうは『聖霊』という扱いにはしたらしいが……それをあんたは壊して解き放ち、そしてやつに目をつけられたんだ。約束の娘、生け贄の花嫁として」

　衝撃が全身を駆け抜けていった。

　かつて王宮の廊下で父に言われた言葉が頭の中に鳴り響いてとまらなくなる。

『おまえは今度こそ神の妻になれるだろう』

　あのとき、神の妻とは修道女のことだと信じて疑わなかった。

　だが、違ったのだ。

「……本当に、何も知らなかったんだな」

　言葉を失うエステラを見つめるジャックの青い双眸には、珍しく同情の色が色濃く浮かんでいた。

　こつこつと通路の奥から靴くつ音おとが響いてきた。

　はっとして身構えると、暗闇の中にぼんやりと異相の司祭服が浮かび上がり、取りなすように手を振ってきた。

「そこから先は大叔父の跡を継いだ僕が説明するっすよ」

　イアンだった。信者たちの手をくぐり抜けて先回りしてきたらしい。

　彼はエステラの目の前まで近づいてくると、その場で床に片膝をついて胸に手を当て、見上げてきた。

「十年前、大叔父があなたを救い出したように、今度は僕が助けてあげるっす」
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　翌朝になってもまだ雨は止やまなかった。

　天候のせいでバークワース家の別邸で足止めされたヴィクリスは、ろくに寝つけないまま朝を迎えた。

　主ブレアとは別室で食事をとったが、パンもスープもサラダや果物もろくに喉を通らなかった。

　体調不良とは異なる気分の悪さで胸がむかむかして、食欲が湧いてこない。

「陛下、紅茶でも淹れてもらいましょうか？」

「結構だ」

　ルパートの提案を断って、ヴィクリスはテーブルの上に広げたバークワース領の地図をぼんやりと眺めた。

　集中できない。地形は頭に叩き込めたが、そこからエステラの行方を推測するところになると頭が働かなかった。

　ヴィクリスたちの予想どおり、ブレアはエステラをさらった連中を知っていた。

　どこへ連れていかれたかまでは知らないようだが、そのわりには「手掛かりは朝になれば帰ってくる」と自信たっぷりに言ってはばからなかった。

　それを完全に信じたわけではないものの、他にできることがないのも確かだ。

（エステラ、無事でいてくれ）

　ブレアから受けた説明は、とうてい信じられるものではなかった。以前枢機卿マリユーグから似たような話を聞いていなければ一いつ蹴しゆうしていただろう。

　マリユーグを教皇国へ引き渡す際の条件のうちの一つとして、聖遺物に関して知っていることを洗いざらい吐かせた。エステラが〈オランドの兜〉に触れたとたんに気を失い、忘れていた記憶を思い出したのは何か裏があると思ったのだ。

『エステラ妃は闇に魅み入いられている』

　枢機卿はそう言って、ミストリアの聖遺物にまつわる説を語った。

　──キリエ教によって聖霊として受け入れられた、魔物ウスラの物語を。

（馬鹿馬鹿しいと思っていたが、実際にそれを崇め、力を手に入れようとする者たちが存在する以上、脅きよう威いの一つとして認めなければならない）

　ウスラ教団がエステラを狙っているのならばなおのことだ。

　彼女が知らない、彼女の真実を知る必要がある。

「陛下、外で何かあったようです」

　ルパートに言われて気がついた。屋敷の中がやけに騒がしい。複数の足音がエントランスの方へと集まっていくのがわかる。

　ヴィクリスは席を立ち、ルパートを引き連れて貸し与えられた部屋を出た。

　長い廊下を抜けると、エントランスホールに使用人たちが集まっている。ブレアの姿もあった。

　人だかりの中央で立ちつくしているのは、ずぶ濡れになった少年だ。上等な身なりからして貴族だとわかる。

　それ以前に、どこかで見たような栗色の髪と榛色の双眸で何者かわかった。

　エステラの弟は今年で十二歳のはずだ。発育がいいのか年齢のわりに背は高めだが、顔立ちはまだあどけない。

「君がアーロンか？」

　少年が驚いたように顔を上げて振り向く。

「……お客様ですか？」

　アーロンは父親に問うたが、ブレアはどう答えたものか迷って視線を逸らした。ここの使用人たちにはヴィクリスの素す性じようを伝えていないらしい。確かに王がお忍びで王都を離れているなどという情報は他言無用だろう。

　ヴィクリスも特に名乗る必要性を感じなかったので言わなかった。

「私はミドルトン公爵の遠えん戚せきにあたる者だ。君の姉上を探している。君は夜遊びの常習犯だそうだが、どこかで彼女を見かけなかったか？」

　アーロンが悔くやしそうに唇を嚙みしめたのは、夜遊びと称されたからだろう。使用人たちの前でブレアから聞いた話を披ひ露ろうするわけにもいかずそう表現したのだが、気に入らなかったようだ。

「見かけていないのなら構わないが」

「……見かけました」

　ヴィクリスは思わず詰め寄った。

「どこだ！　どこで見かけた!?」

「わ、わかりません。古城のような場所だったとしか……でも誰かが彼女を逃がしたようでしたし、俺もジャッ──知り合いに助けられて、気がついたら森の中で……なんなんですか、あなたは」

「アーロン、その方に無礼な口をきくな。正直に答えなさい」

　その一言で、伯爵であるブレアよりも上の地位の人間だと察したらしく、「申し訳ありません」と小さく謝罪した。

「ですが、あの場所がどこだったのか案内できないんです。ああでも、姉上がどこへ連れて行かれたのかは薄々わかります。いまごろはハンプリー教会に逃げ込んでいるのではないかと……イアン司祭と一緒のはずですから」

「新しい方のベケット司祭か……」

　ブレアがため息交じりに呟く。その落らく胆たんした口ぶりからすると、あまり多くを期待できない人物のようだ。

　だが、そこまで聞ければじゅうぶんだった。

　ヴィクリスはすぐに踵きびすを返し、部屋に戻って自分の剣とルパートの弓矢を持った。邪魔になるので他の荷物は置いていくことにする。

　じゅうぶんに乾かした雨具に袖を通していると、ルパートが駆け寄ってきた。

「陛下！　どこへ行かれるおつもりですか！」

「ハンプリー教会に決まっている。早くエステラを保護しなければ、命にかかわる」

「教会の場所はわかってるんですか!?　セインツ川の向こう側ですよ。雨水で氾はん濫らんする寸前だと聞いていますし、橋も老ろう朽きゆう化かが進んでいて近づくのは危険だと……」

「そうだな。おまえは足手まといになるだろうからここに残っていろ。私一人で行く」

「そういうわけにはまいりません！」

「言い方を変えよう。東の国境警備隊に連絡を取り、もしものときのために兵を調達しろ」

「陛下！」

「二度は言わない。任せた」

　昨夜のうちにしたためておいた警備隊長宛の書状を補佐官の胸に叩きつけて、ヴィクリスは部屋を後にした。廊下を足早に駆け抜け、エントランスホールで再びブレアたちと遭そう遇ぐうすると、すかさずブレアが察して追いすがってきた。

　彼とはエステラに関する本当の話を打ち明けられてからというもの、一度も口を利いていなかった。

「お待ちください！　我わが娘のために御おんみずから危険な真似など……」

「娘を見捨てた男の話など聞く気はない。ここで茶でも飲みながら待っていればいい。エステラは私が救い出す」

「私とて救えるものならば救いたかった。この十年、エステラを魔の手から救う方法をずっと探してきたのです。その結果無理だと悟さとった、それだけです。御お子このおられない陛下にはおわかりにならないでしょうが、もしも愛する娘と、愛する息子と領地を天てん秤びんにかけなければならなくなったら、陛下ならばいかがなさいますか!?」

　ブレアは正解が一つしかない問題を出しているつもりのようだった。

　だが、ヴィクリスは揺るぎなかった。

「私ならば、その天秤を破壊する」

　大切なものを秤はかりにかけること自体がありえない。

　すべてを手に入れ、すべてを守る。

　これも自分の中で起きた変化の一つだ。最近まではこんな考え方などしなかった。内戦中ならば彼と同じ考え方をしていただろう。

　ブレアが愕がく然ぜんと目を見開いた。彼とはともに内戦を戦っている。こちらの変化にも気づいたかもしれない。

　追及されるのも面倒で、ヴィクリスは黙だまって彼の横を抜けて外へ出た。

　厩きゆう舎しやから黒毛の愛馬を連れ出して跨またがり、手た綱づなを握にぎって馬の腹を蹴る。嘶いななき声をあげて、馬はぬかるんだ大地を削って駆け出した。

（エステラは必ず救い出す）

　激しい雨粒が打ちつけてくる中、ヴィクリスは視界の悪さに顔をしかめた。
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「すべてのはじまりは、十年前にここで起きた火事っす。ここって言っても、もちろん教会堂の方っすよ」

　そう語りながら、イアンはエステラが向かうテーブルにカップを置いてくれた。修道院にいた頃に嗅かぎなれた薬草茶の癖くせのある香りが漂ただよってくる。

　ユニスは長なが椅い子すで気持ちよさそうに寝息を立てている。あれだけ寝ていたのにまだ眠れるというのはすごい。もしかしたらまだ催さい眠みん薬やくが体に残っているのかもしれない。

　縁ふちの欠けたカップに口をつけながら、エステラはこっそりと室内を見回した。

　ここはハンプリー教会の裏にある、司祭用の住宅だ。

　聖職者の部屋ともなれば調度品のたぐいはほとんど置かれていないのが普通だが、ここには大きな燭しよく台だいによくわからない文言が刻きざまれた木の杭くいに刀身が銀でできた剣、ニンニクの束たば、水すい晶しようを削けずって作ったらしき髑どく髏ろ、薄汚れた大きな壺つぼなどが飾られている。

（何に使うものなのでしょう……）

　ジャックの不在が少し心細くなった。

　彼にはアーロンのことを頼み、エステラとユニスはイアンが乗って来た馬車で古城を後にした。そうして連れてこられたのがここだった。安心できる点はいまのところイアンがキリエ教の司祭であることと、ここが教会であることくらいしかない。

「妃ひ殿でん下かが例の事件を起こす少し前っす。覚えてないっすか？」

「そういえば、当時大騒ぎになっていた気がしますわ。放火だったんですのよね？」

　漠ばく然ぜんとではあるが、両親や侍じ女じよがそんな話をしていたのを子ども心に覚えている。

「そうっす。犯人はたぶんウスラ信者っす。保管庫から〈ホルスの籠こ手て〉を盗み出そうとしたところを大おお叔お父じに見つかって、盗むのを諦あきらめて逃げたそうっすから。それで教会の修復が終わるまで、バークワース伯はく爵しやくの屋敷で保管してもらうことになったわけっす」

　それを自分が持ち出して壊してしまったというわけか。

　いまにして思えば、あの瞬間にマリユーグが居合わせたのも、ハンプリー教会が放火されたという情報が海を渡り、聖せい遺い物ぶつの無事を確認しにきたからなのかもしれない。

「とんでもないことをしてしまいましたわ……」

「子どものやったことっす。危険なものは子どもの手の届かないところに仕舞う。基本っす。それを怠おこたった大人おとなが悪いっす。まあ、妃殿下が大人の予想をはるかに超えるお転てん婆ばのいたずら者だったって部分もあるかもしれないっすが」

「うう……」

　エステラはうな垂だれた。

　イアンの物言いは擁よう護ごしてくれているようで辛しん辣らつだ。たぶん慰なぐさめようとか労いたわろうという意思はなく、ただ本心を話しているだけなのだろう。よくも悪くも正直者。疑わなくてすむぶん、気は楽ではある。

「〝冷たい手の魔物〟の正体は、ウスラでしたのね……でも、わたくしはどうしていままで無事でいられましたの？」

　ジャックの説明によれば、エステラはウスラの生け贄に選ばれたらしい。その生け贄を十年間もの間、放っておいたのはなぜだろう。

「大叔父には悪魔祓ばらいの才能があったっす。魔物や悪霊を自分に取とり憑つかせて、毎日祈りを捧ささげることで体の中で浄化させる、というもので、それを試みたらしいっす」

「ではその、ベケット司祭はわたくしが蘇よみがえらせたウスラをずっとその身に……？」

「そうっす。やっぱり大叔父はすごいっす」

　イアンはよほど大叔父を尊敬しているのか、腕組みしつつにへらと自じ慢まんげに笑った。

「でも大叔父の力をもってしてもウスラほどの魔物は浄化しきれなかったっす。半年前に大叔父が亡なくなったため、ウスラは解放されてしまったっす。そして、妃殿下を狙ねらうウスラは一番近くにいた妃殿下の近親者……病気のために別邸で静養されていたアーロン様に取り憑いたっす」

「……なんてこと」

　エステラは思わず顔を覆おおった。

　タイミングが悪かったというのもあるが、バークワース領の地理も災わざわいした。別邸と聖せいアンナマリー修道院とでは、別邸の方がハンプリー教会に近い。

（アーロンは半年も、ウスラに取り憑かれていますのね）

　ベケット司祭に比べれば短い期間だが、それでもかなりの不便を強しいられたことだろう。

　なんせ、夜になると体を乗っ取られてしまうのだ。

『日没後の俺には絶対に会わないでください。俺の方から近づいてきたとしても、です』

　あの言葉の意味がいまならわかる。

　怪あやしげな夜会で見た弟は、口く調ちようも態度も豹ひよう変へんしていた。あれはウスラだったのだ。

「でも、ウスラ信者の方々はどうしてウスラを崇あがめておりますの？　他人の信しん仰こうにとやかく申し上げるつもりはありませんけれど、生いけ贄にえを要求するのでしょう？　それで必ず豊かな実りが約束されますの？」

「いいえ。でも少なくとも、災害は起きなくできるっす。それは歴史が証明してるっす」

「歴史？」

「妃殿下もご存じのはずっす。カミラの呪のろい──あれは〈魔女王〉カミラがウスラの力を手に入れたことによるものっす」

　エステラは息を吞のんだ。

「〈魔女王〉はどうやってそんなことを……」

「それはわからないっす。その方法を記しるした書物は教きよう皇こう国こくで禁書として厳重に封印されているって大叔父は言ってたっす。とにかくカミラの呪いと同様、災害を回避するための条件は一年で一度きりっす。第九月の新月の日に聖なる儀式を行い、処女である生け贄を捧げる……つまり、殺すってことっすね」

　殺す。

　何一つ隠さない直接的な表現に、思わずぞくりと肌はだが粟あわ立だった。

　新月は五日後だ。ウスラ信者たちはその日に自分を殺そうとしている。

（……怖こわい……っ！）

　急に暗くら闇やみの中にでも放り込まれたかのような恐怖が全身を襲おそう。

　小刻みに震ふるえだす体を自分の両腕で抱きしめるが、そんなことではまるで足りない。

　ついこの間まで王宮で毎日楽しく暮らしていたのに、どうしてこうなってしまったのだろう。

　不意に、脳のう裏りに銀ぎん灰かい色しよくの眼まな差ざしをした精せい悍かんな顔が思い浮かんだ。

　ヴィクリスのそばにいれば何も怖くはなかった。

　いつだったか、暗闇の底に落とされたときですら、彼に触れられ、彼の声を聞いていれば足を踏ふみ出だせた。

（陛下のもとへ帰りたい……）

　そんな思いがこみ上げてきて、自分の思し考こうに戸と惑まどった。何を図々しいことを考えているのだろう。王宮は契約王妃である間だけの仮の住まいでしかない。

　父がすべてを知っていることを考えれば、バークワース邸ももはや他人の家と考えたほうがいいだろう。

　エステラの帰るべきところは聖アンナマリー修道院だけだ。

　だが、ここにきて一つ疑念を覚えてしまった。

「……修道院長たちはこのことを知ってましたの？」

　マザー・アグネスはエステラの修道誓せい願がんを頑がんとして認めなかった。

　それは、来たるべき日が来たらウスラの生け贄になると知っていて、いつでも差し出せるように準備していたからではないのか。

　だとしたら──自分にはもう、帰るところはどこにもない。

「んー、修道院の人たちがどう思っていたかは僕にもわからないっす」

　エステラはカップを置いて立ち上がった。いてもたってもいられなかった。

「司祭様、お願いがあります。馬を貸してくださいませ」

「どこへ行くつもりっすか？」

「聖アンナマリー修道院へ」

　イアンが呆あきれたような顔をして見上げてくる。

「はあ？　この大雨っすよ？　馬車で戻ってくるだけだって大変だったのを忘れたっすか？」

「それでもですわ。わたくし、どうしても確かめたいことがありますの」







　いまだ雨脚の弱まる気配もない中、エステラはイアンの所有する二頭立ての馬車に乗り込み、ハンプリー教会を後にした。

　気持ちよさそうに眠るユニスにはいちおう声をかけたものの、

「もちろんわたしもおともしますぅ……ぐごー」

　と返事だけしてまた眠りについてしまったのでしかたなく置いてきた。

　馬車はいつもより激しく揺れながら、ぬかるんだ道を駆かけていく。

「司祭様、何から何まで申し訳ないですわ」

　御ぎよ者しや台だいに続く戸を開けて声をかけると、馬車の中まで雨が吹き込んできた。屋根も庇ひさしもない御者台で手た綱づなを握にぎるイアンは全身ずぶ濡ぬれだ。頭からすっぽりと被かぶった雨具もまるで用をなさないくらいの濡ぬれ鼠ねずみっぷりだったが、イアンは笑顔で振り向いた。

「気にしなくていいっす。エステラお嬢様を頼むって、大叔父の遺ゆい言ごんっすから。言い方が微妙すぎて嫁よめにもらえって意味かと焦あせったくらいっす。おっと、僕は聖妃様ひとすじっすから、警けい戒かいしなくて大丈夫っすよ」

「わかっておりますわ」

　エステラは微笑ほほえんだ。

　修行を積んで司祭にまでなった人を疑ったりはしない。それがたとえおかしな扮ふん装そうをし、おかしな喋しやべり方かたをする人物であったとしてもだ。ちなみにイアンが古城へ乗り込んできたときに身に纏まとっていた「悪魔祓い道具」は家に置いてきている。

「修道院へはまだしばらくかかりますの？　司祭様もお疲れでしょうし、交代いたしますわ。馬車ならば内戦中に怪け我が人にんを輸送するのに操ったことがありますの」

「とんでもないっす。妃殿下に手綱を引かせて自分だけ馬車でぐーすか寝てたなんて知れたら、大叔父が夢枕に出ちゃうっす」

「ですが……」

　イアンばかりずぶ濡れにさせるのは申し訳ない。エステラが聖アンナマリー修道院へ向かうのは極きわめて個人的な事情からなのだ。

「もう半分くらいまで来たから、あと一時間くらいで着くっす。いろいろなことがいっぺんに起きて大変だったでしょうし、そこでお祈りか居眠りでもしていてほしいっす」

　お祈りか居眠り、という選せん択たく肢しが聖職者らしい。

「そこまでおっしゃるのでしたら、お言葉に甘えて……」

　エステラが顔を引っ込めようとしたときだった。

　突然一頭の馬が鋭するどい嘶いななきをあげて、両前脚を振り上げた。馬車の車体が大きく揺れ、エステラは御者台の戸にしがみついた。

「なんですの!?」

「弓矢っす！　危ないから頭を引っ込めて……」

　また大きく揺れ、反動で戸が勝手に閉まる。

　エステラはしがみつくところを失ってひっくり返った。床ゆかに尻しりをつき、座席で頭を打ってしまう。

「いたた……いったい何が」

　痛む頭を押さえながら身を起こすと、馬車は傾いた状態で停まっていた。

　外から蹄ひづめが濡れた地面を叩たたく複数の音が響ひびいてきた。一頭や二頭ではない。

「何をするっすか！　うわっ」

　イアンの悲鳴に遅れて、重たいものが水たまりに落ちる音が聞こえた。

　彼の身に何が起きたのかを悟さとって、エステラはなんとか扉とびらを押し開けて馬車から飛び出した。

「おやめくださいませ！」

　案あんの定じよう、イアンは地面に俯うつぶせに倒されていた。

　その周囲を馬に乗ったウスラ信者たち十数名が取り囲んでおり、そのうちの二名は馬から下りてイアンの腕を押さえつけている。

「あなたたちが用があるのはわたくしでしょう！　司祭様を離してくださいませ！」

「妃殿下、逃げるっす！」

　イアンが泥まみれになった顔を上げて叫んでくるが、すぐに信者から喉のど元もとに剣を突きつけられて息を吞む。

「やめて！　わかりましたわ、わたくしはあなたたちのもとへ戻ります。もう抵抗しませんわ。ですから、司祭様を……」

「妃殿下、それはだめっす……ぐっ！」

　後頭部を剣の柄つかで殴なぐりつけられ、イアンが泥水に顔を突つっ伏ぷした。意識を失ったのか、そのまま動かなくなる。

「司祭様！」

「馬と同じ目に遭あわされなかっただけ、ありがたく思え」

　馬車馬の一頭は、尻に一本の矢を突き立てた状態で倒れている。毒矢だろう。

　初めから馬を狙ったのだろうが、この雨の中、間違ってイアンに刺さっていたらと思うとぞっとした。

　ここまでエステラたちを運んでくれた馬のために聖印を切り、胸中で祈りを捧げる。

「あなたたちの要求に従うと申しておりますわ。ですからこれ以上、誰の命も奪わないでくださいませ」

　ウスラ信者たちが視線を交かわし合う。

「いいだろう。ただし、抵抗をすれば……」

「わかっておりますわ」

　エステラはぐっと唇くちびるを嚙かみしめると、ウスラ信者のもとへ近づいていった。

　ぬかるんだ地面を歩いたせいで、靴くつもドレスも既すでに泥まみれだ。せっかくヴィクリスが新調してくれたものなのに、ぐちゃぐちゃにしてしまった。罪悪感に胸が痛む。

「さあ、来い──」

　信者が乱暴に手を伸ばしてくる。




　その腕に、一本の矢が突き刺さった。




「なっ!?」

　信者たちが狼ろう狽ばいの声を漏もらし、矢の飛んできた方を振り返る。

　エステラも顔を向けた。

　一対の騎き馬ばがこちらへ猛もう然ぜんと駆けてきていた。

　黒馬に跨またがっているのは、黒い雨具を纏いフードを目ま深ぶかに被った長身の男だ。

　雨具の裾すそをなびかせ、だが雨風の抵抗などまるで受けていないかのように泰たい然ぜんと鞍くらに跨り、弓を構かまえ弦つるを引ひき絞しぼっている。

　次々と矢が降ふり注そそぎ、そのすべてが信者たちの腕や肩、足を射い貫ぬいていく。

　あまりにも鮮あざやかな腕前に、とても現実の出来事だとは思えなかった。

　矢はエステラとイアンを除のぞいた全員を倒し、いつしかその場に立っているのはエステラだけになっていた。

　馬上の男は矢が空からになると用無しになった弓と矢や筒づつを捨て、こちらに向かってきながら腕を伸ばしてきた。

「あっ……」

　戸惑う間もなく、その腕にエステラは馬上へ引っ張り上げられた。

　馬の首と男との間に挟まるような格かつ好こうで横座りにさせられ、エステラはフードの男の顔を見上げた。

　そこに懐なつかしい銀灰色の双そう眸ぼうを見つけたとき、胸の奥から熱いものがこみ上げてきた。

「陛へい下か……！」

「やっと追いついた」

　ヴィクリスは安あん堵どしたように息を抜き、濡れた顔で微笑んだ。

「どうして、ここが……？」

「ハンプリー教会で寝ね転こけていたユニスを叩き起こして吐かせた。あの侍女は何をやっているんだ」

「わたくしたちを誘ゆう拐かいした者たちに強い催眠薬を飲まされたのですわ。あまり叱しからないでやってくださいませ」

「頼りにならん侍女だな……いや、それは私もか。怖い思いをさせてすまなかった」

　そう言って、エステラの肩を強く抱き寄せてきた。雨具の合わせ目から軍服の胸元へ頰ほおを押しつける格好になる。

「少し抱きしめてもいいだろうか。ずっと心配でたまらなかったんだ。抱きしめて君の無事を実感したい」

「……もう抱きしめられておりますわ」

　するとヴィクリスはいまようやく気づいたかのように目を見開いてこちらを見下ろし、気まずそうに視線を逸そらした。

「すまない、予告より先に体が勝手に動いていたようだ」

　その言いぐさに思わず頰が緩ゆるむ。

　いつものヴィクリスだ。

　不器用で、少しこじらせているところがあって、そしてとても優しい。

　会いたくてたまらなかった人が、ここにいる。

「……わたくしに予告は必要ありませんわ。陛下のお好きなときに、お好きなだけ抱きしめてください」

　できれば片腕ではなく両腕で、背骨が軋きしむくらい強く抱きしめてほしい。

　彼の温かな体温が好きだと伝えたことがあった。

　びしょびしょに濡れて冷え切った彼の体に以前の温かさは残っていないというのに、彼の熱が伝でん播ぱしたかのように目め頭がしらが熱くなった。

　本当に好きだったのは温かさではなかった。冷え切っていても関係なかった。

　このまま離れないでほしい。離さないでほしい。

（神様、聖アンナ様、どうか愚おろかなしもべをお許しください）

　ヴィクリスの腕の中で、エステラは小さく聖印を切って懺ざん悔げした。

　自分の気持ちに気づいてしまった。その気持ちを、神や聖妃に偽いつわることはできない。

（わたくしは、この方を好きになってしまいました）
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　エステラはヴィクリスに事情を話し、イアンと馬車を回収してから聖アンナマリー修道院へ向かってもらった。

　毒矢に撃うたれた馬車馬は可か哀わい相そうだが息いき絶たえていたので、代わりにヴィクリスの黒馬を馬車に繫つなぎ、ヴィクリスが御者台についた。

　国王に御者をさせるわけにはいかないとエステラは主張したのだが、「君はこのあたりの道がわかるのか？」の一言で撃げき沈ちんした。ヴィクリスはエステラを捜さがすために地図も暗記したらしい。ますます頭が下がる。

　ヴィクリスが手綱を握っている間、御者失格となったイアンは気を失っている間に縄なわでぐるぐる巻きにされ、エステラと同じ馬車の中に転がされていた。

　イアンのことはヴィクリスも名前や立場などは知っていたらしく、エステラも助けてくれた恩人だと説明したのだが、「ベケット司祭の名を騙かたる偽にせ者ものかもしれない」の一言でこういう待たい遇ぐうになってしまった。

　しばらくして馬車が停まり、外から扉が開けられた。

「着いたぞ」

　ヴィクリスが差し出してきた手をおずおずと借りて、エステラは馬車を降りた。

　目の前に高く堅けん牢ろうな門がそびえ立ち、その奥では懐かしい石造りの建物が雨に濡れて壁の色を濃こくさせていた。

　聖アンナマリー修道院だ。ひさしぶりに帰ってきた。

「自称司祭、おまえも降りろ」

　ヴィクリスが声をかけると、馬車の名から這はい出でるようにしてイアンが顔を出した。当然ながら、顔いっぱいに不満の色を浮かべている。

「人を芋いも虫むしみたいな格好にさせておいて、よくそんな言い方ができるっすね。親の顔が見てみたいっす」

「親ならばいまごろ天国か地獄のどちらかだ。見たいというのなら送ってやってもいい」

「妃殿下、この男横暴すぎないっすか？　つか、何者っすか」

「……おいおい説明いたしますわ」

　苦笑しつつ門につけられた呼び鈴を強く鳴らすと、ほどなくして建物の方から一人の修道女が出てきた。年配の小柄な女性の姿に懐かしさで胸がいっぱいになる。

　エステラも世話になったシスター・アンリエットだ。

　彼女ははじめこそ迷めい惑わくそうに顔をしかめていたものの、エステラに気づくと目をまんまるに剝むいた。全速力で駆け寄ってきて、門の鉄てつ格ごう子しに飛びつくようにして顔を覗かせる。

「んまあああ、エステラ！　やっぱりエステラじゃありませんか！」

「おひさしぶりですわ、シスター・アンリエット。雨の中出てきていただいて申し訳ありません。修道院長に取り次いでいただきたいのですけど」

「もしかして離縁されましたの!?　そんなことだろうと思ってましたわ！　聞けば、猜さい疑ぎ王おうは人間不信をこじらせているばかりか、気難しくて細かいことにぐちぐちとうるさい、とても面倒な男だというではありませんか」

「し、シスター！」

　エステラは慌あわてて話を遮さえぎった。

「言葉が過ぎますわ。誰だれからそんな噂うわさを聞かれたのかは知りませんが、陛下は少々誤解されやすいだけでお優しくて誠実な方です。それにわたくしは離縁されたわけではありませんの……」

　どきどきしながら隣に立っている長身の青年をちらりと横目に見る。

　ヴィクリスはしかめ面つらをして押し黙っている。

　彼がこういう表情をしているのはよくあることではあるが、だからといってこうも悪あし様ざまに言われてなんとも思っていないかというと不明だ。

（怒ってらっしゃらないといいのですけど）

　ヴィクリスのよさが理解できない人間が多いことは、エステラも認識している。

「あらイアン司祭様、どうしてそのような格好を………それと、こちらの方は？」

　アンリエットはいまはじめて存在に気づいたかのように、縄で縛られたイアンと、縄の一いつ端たんを握っているヴィクリスを交互に見た。彼女は必要品の買い出しなど修道院の雑事で出かけることも多いので、イアンの顔を知っていたようだ。

「ええと……」

　なんと紹介したらいいのだろう。

　世話になった彼女に噓うそをつきたくはないが、さきほどの話の後で例の猜疑王本人ですと説明する気にはなれなかった。

　するとヴィクリスは一歩門へ近づいて、軽く目礼をした。

「妃殿下の護衛騎士のクリス・ヴィッカーだ。男子禁制だということは承知の上で、妃殿下とともに立ち入る許可をいただきたい」

　最初からそう名乗るつもりで準備していたらしく、言いよどみなく告げる。

　アンリエットは疑いもせずに門を開けた。

「本当はいけないことですけど、護衛騎士と司祭様ではしょうがないですね。どうぞ」

　笑顔で促うながされてエステラは門をくぐった。その後を拘こう束そくされたイアンと、イアンの縄の一端を握るヴィクリスが続く。

　修道院に入ろうとしたところで修道女がくるりと振り返った。

「司祭様は一度汚れを落としてからにしてくださいね。院が汚れてしまいます」

「……突っ込むところはそこだけじゃないと思うっすが」

　肩越しにじろりと睨にらみつけられたヴィクリスが、しかたないとばかりに懐ふところから短剣を取り出し、イアンを縛っていた縄を切った。アンリエットと顔見知りだったおかげで本物の司祭であると認められたようだ。

　イアンを連れて洗い場の方へ去っていった彼女と交代で、案内役を引き継いだ別の修道女に導かれるままに修道院に入ると、懐かしい静せい謐ひつな空気に包まれた。

　飾り気のない内装も、美しいステンドグラスも、何もかも出てきたときと変わりなかった。それも当然だろう。エステラが離れていたのはたった五カ月でしかない。

　あと半月少々でここに戻れるのだろうか。

（そもそも、わたくしは本当にここに帰りたいのでしょうか……）

　修道院のみんなとまた一緒に暮らしたいという気持ちはもちろんある。

　しかしそれは、立場もわきまえず恋をした相手との永遠の別れを意味するのだ。

　エステラはちらりと上うわ目め遣づかいにヴィクリスを見上げた。

　銀灰色の双眸と目が合ってしまい、内心どきりとする。

　自分の気持ちを自覚してしまってからは、どうしても意識してしまい、目を合わせるのが恥はずかしく感じてしまう。

「そうだった、ここでは私のことはクリスと呼んでくれ」

　ヴィクリスは視線の意味を勘かん違ちがいしたようだ。少しほっとした。

「わかりましたわ。クリス様、ですわね」

　口に出してみると、よくある名前なのにとても特別な響きがした。陛下としか呼んだことがなかったからかもしれない。

　そんなエステラを見て、ヴィクリスの方も少し頰を緩ませていた。

「偽ぎ名めいとはいえ、名前で呼ばれるのはひさしぶりだ。悪くない」







　修道院長室に行く前に、エステラも体の汚れを落とすことにした。

　イアンほどではないにしてもやはり泥がひどく跳はねてしまっていたので、以前使っていた部屋でドレスを脱ぎ、盥たらいいっぱいの水をもらって足元の汚れをよく洗い落としてから見習い用の修道服に着替えた。ひさしぶりに着たが、まだドレスよりもこちらの方が肌はだに馴な染じむ気がする。

　ブーツの泥を落としたヴィクリスと合流し、あらためて院長室を訪ねた。

　ドアをノックすると、「どうぞ」と厳しくもなつかしい声が響ひびいてくる。これから訊たずねなければならないことを思うと、胸の奥が痛くなった。

　扉を開けるのをためらっているのがわかったのか、肩に大きな手が触れた。ヴィクリスがこちらを見つめて一つ頷うなずいてみせる。

　大丈夫だ、私がついている。

　そう言われた気がして、胸の痛みが少しだけ引いた。

（ええ、陛下がそばにいてくださる）

　たとえ修道院が自分の帰る場所ではないと思い知らされることになったとしても、身を案じ、気にかけてくれる人がいるのだ。それもこんなに心強い人が。

　エステラが頷き返すと、ヴィクリスは肩から手を離した。

「失礼いたします」

　今度こそ扉を開けて中に入った。

　長雨のせいでどことなくよどんだ空気の漂う室内で、窓際の執しつ務む机づくえの奥にマザー・アグネスの姿があった。静かに椅子に腰掛け、丸まる眼鏡めがねの奥から老ろう獪かいな眼差しを向けてくる。

「おひさしぶりですね、エステラ」

「ご無ぶ沙さ汰たしておりますわ。お元気そうで何よりです。あ、こちらの方はわたくしの護衛騎士のクリス様ですわ」

　紹介しながら振り返ると、ヴィクリスは一歩前に出て目礼を送った。

「陛下から妃殿下の護衛を仰おおせつかっている者だ。ここで見聞きしたことは他言するつもりはないから、私のことはいないものと思って話してくれればいい」

　一方的にそれだけ告げると、彼は扉の横まで下がっていった。壁に寄りかかって腕組みをし、むすりと黙り込む。

　修道院長は彼を見ていくぶんか訝いぶかしげに眉をひそめたものの、すぐに興味を失ったのかエステラに視線を戻した。

「そうですか。では、用件を聞きましょうか」

「今日は突然押しかけて申し訳ありません。どうしても院長におうかがいしたいことがありますの」

「なんですか？」

　さっさと言いなさいと鋭い眼差しが突き刺さってくる。

　その迫力に射すくめられ、決心が揺らぎかける。

　エステラは胸元に手を当てて一度深呼吸をした。背後にヴィクリスの存在を感じると、少し勇気が湧わいてきた。意を決して切り出す。

「院長はわたくしがウスラの生け贄だとご存じでしたの？」

　アグネスが目を見開いた。

　驚いたように口を半分ほど開き、そこからきゅっと唇を引き締めた。

「……そう、知ってしまったのですね」

　絞り出すような告白に、エステラの胸が強く痛んだ。

「では、やはり知っていらしたのですね。だから、わたくしの修道誓願を認めてくださらなかったと」

「エステラ、それは違います！」

　アグネスが机に両手をついて立ち上がった。

　珍めずらしく焦った様子でこちらを凝ぎよう視しし、それから自分が取り乱したことに気づいたらしく、椅子に座り直して、胸の前で聖せい印いんを切り、祈りを捧げる。

「違いますが……そう思われてもしかたがないかもしれませんね」

　自じ嘲ちようじみた声こわ音ねにやるせなさが滲にじんでいる。

　彼女が噓をついているようには感じられなかった。もとよりエステラは修道女が噓をつくとは微み塵じんも思っていない。

「では、どうして……」

「私が子し爵しやく家の生まれだからです」

　アグネスは机の上で手を組み、目を伏せて一言一言を嚙みしめるように口にする。

「少し、私の話になりますが……私はかつて夫を待つ身でした。恋をした相手と結婚し、子宝には恵まれなかったものの幸せに暮らしていました。ですがあるとき、父の不正が発覚したのです。父は捕らえられ、当時の王の逆げき鱗りんに触れた生家は爵位を剝はく奪だつされました。子爵の後うしろ盾だてを失った私は夫から離縁され、生きていくために修道誓願を立てたのです」

　エステラは言葉を失って聞き入った。

　壮そう絶ぜつな人生だ。しかも修道院長ともあろう人が、実はしかたなく修道誓願を立てていたとは思いもよらなかった。

　丸眼鏡の奥で瞼まぶたが開いた。皺しわのたくさん刻まれた目元には、いまだ癒いえない深い悲しみが色濃く浮かんでいる。

「前院長からあなたの話をうかがったとき、私はあなたに自分を重ねてしまいました……と同時に、可能性を潰つぶしてはいけないと思いました。私と違ってあなたのお父上は活かつ躍やくされている。いわくがあろうと怪しげな者たちに狙われていようと、伯爵家の娘ならばいずれ良縁に恵まれることもあるかもしれない……私は、あなたに恋をする可能性を残してあげたかったのです」

「では、契約結婚の話があったときは……」

「はじめは反対でした。半年間だけの結婚なんてとんでもないと。ですが、伯爵からベケット司祭が亡くなったと耳打ちされて、考え直しました。それに、もしかしたら契約が契約でなくなることもあるかもしれないと、期待する気持ちもありました」

　そこまで一気に言うと、アグネスは悲しそうに微笑んだ。

「つまるところ、あなたの修道誓願を認めなかったのは私の自己満足です。これで、気がすんだかしら？」

「院長……」

　胸の奥から熱いものが溢あふれ出だしてきて、目元から雫しずくとなってこぼれ落ちた。

　ずっと嫌われているのだと思っていた。

　自分が罪深い娘だから、伯爵家から押しつけられた厄やつ介かい者ものだから、修行不足だから認めてもらえないのだと思っていた。

　だが違ったのだ。

　こんなにも大事に思ってくれている人が、ずっと近くにいたのだ。

　そのことに、未熟な自分は気づけなかった。

「泣くような話をした覚えはありませんよ」

　優しい声でそんなことを言われれば、余計に涙が止まらなくなった。何度手の甲こうで拭ぬぐっても拭っても溢れ出してきて、顔が涙まみれになった。

「……わ、わたくし、院長のことを誤解してしまって、恥ずかしいですわ」

「構いませんよ。他の修道女たちと同じ扱いをしなければいけないと、目をかけていることがばれないようにより厳しく接してしまっていたのも事実ですから」

「院長……わたくし、とても申し訳ないのに、とても嬉うれしくてたまりません……」

「まあ、しかたのない子ですね」

　アグネスは苦笑して席を立つと、机を迂う回かいしてこちらに近づいてきた。

　ハンカチを差し出されたが、エステラはそれを無視して修道院長の胸に飛び込んだ。

　厳格なこの人が、こんなにも温かいとは知らなかった。

　背中に腕を回してぎゅっと抱きつくと、アグネスも優しく背中を撫なでてくれたので、エステラはそのまま涙が収まるまで泣きつづけた。







「いい女によ人にんだな」

　院長室を後にするなり、ヴィクリスがぼそりと呟つぶやいた。

「君はあの人に育てられたのか」

「ええ。院長と、前院長と、ここにいるすべての修道女、修練女に育てていただきました」

　その事実がとても誇らしく思えて、エステラは思わず笑顔になった。

　そうだ。神への信仰心や感謝の気持ちもあったが、それ以上に厳しくも優しい彼女たちが大好きだったから、自分も修道女になりたいと思ったのだ。いまのいままですっかり忘れていた。

「なるほど、彼女たちが第二の家族というわけか。かなりの大家族だが」

　第二の家族、という言葉に心が痛んだ。

　エステラには本当の家族もいる。

　ヴィクリスの話によれば、父ははじめウスラの取り憑いたベケット司祭からエステラを遠ざけるために聖アンナマリー修道院に入れたものの、ベケット司祭が亡くなって解き放たれたウスラがエステラを狙っていると知り、王都へ行かせるために契約結婚話を取り付けたのだという。

　あの父がエステラを救うために一国の王を利用したというのは驚いたし、ヴィクリスには悪いが嬉しかった。

　だがその後に、あの「おまえは神の妻になれる」発言があったということは、どこかで父はエステラを諦めたのだろう。

　アーロンは自分を恨うらんでいるようだった。それも当然だと思う。

　母はどうだろうか。あまり体の強い人ではなかったから、自分の娘と息子むすこに起きた事態に涙で枕を濡らしているかもしれない。あるいは、大事な跡あと継つぎまで巻き込んだ馬ば鹿か娘むすめを疎うとましく思っているだろうか。

「そんな顔をするな」

　はっとして見上げると、ヴィクリスが少し困ったような優しい眼差しで見下ろしていた。

「正直、私もバークワース伯爵には腸はらわたが煮えくりかえったが、生きてさえいてくれれば怒りをぶつけることもできる」

　あ、とエステラは声を漏らした。

　ヴィクリスの家族はほとんどこの世にはいない。

　一緒に暮らせているのは甥おいのヘンリーだけで、無事が確認されているのは亡命中の姉ユージーナだけだ。

　残りの王族も何人かは大陸の方へ逃亡していると言われているが、依然安あん否ぴは不明のままだ。おまけに彼らはまだ、ヴィクリスから玉座を奪う隙すきを狙っているかもしれない。

　最初の一件以来、彼から家族の話をされたことはない。

　彼が実じつ兄けいの死を悼いたみ、実兄のぶんまで良い王になろうと努力しているのは知っている。

　だが、内戦で敵対関係にあった異い母ぼ兄弟きようだい、異母姉妹しまいたちに対してどう思っていたのかは想像できなかった。彼のことだから王族の宿命として受け入れ、覚悟をもって戦ったのだろうが、その心中はエステラには計はかり知しれない。

（とてもおつらい思いをされたはず）

　内戦勃ぼつ発ぱつ当時、ヴィクリスは十六歳。いまのエステラよりも下だったのだ。

　厳しい体験は、父いわく「ちょっと騙だまされやすいくらいの純粋な王子」を猜疑王にしてしまった。

　ふとヴィクリスは笑みを浮かべると、目の前に大きな右拳こぶしを突き出してみせた。

「すべてが解決したら、伯爵の顔を殴ってやればいい。なんなら私の拳を貸してやろう」

　冗じよう談だんなのか本気なのかわからないことを言ってくる。彼は冗談を言わない人だが、今回ばかりは前者だろう。

　エステラは思わず笑ってしまった。

「陛下に本気で殴られたら、お父様のお顔が凹へこんでしまいますわ。わたくしが自分で殴ります」

「それでいい」

「──なあにが、それでいい、っすか。全然よくないっすよ！」

　怨えん嗟さを多分に含んだ声に振り向くと、薄暗い廊ろう下かの奥からイアンが歩いてきていた。

　沐もく浴よくしてきたらしく髪かみが濡れそぼっており、泥まみれになった祭服も修道服に着替えている──女性用の、だが。

「似合わんな」

「似合ってたまるかっす！　誰のせいでこんな格好をするはめになったと思ってるっすか！」

「私が駆けつけたときにはおまえは既に地面に突っ伏していたと思うが」

「あんったが護衛騎士のくせに妃殿下から目を離したのがいけないって言ってるっす！　王様に申し訳ないと思わないっすか!?　たとえ王様が許しても僕は納なつ得とくいかないっすよ。おお神よ、この者に天てん罰ばつを！」

　エステラは二人を交互に見比べた。

　獅し子しの前でハツカネズミが吠ほえているように見えるのはなぜだろう。

　そして、なんとなくだが王にずけずけと物言いをする様子が誰かと被って見える。ヴィクリスも既き視し感かんを覚えたらしく、顎あごに手を当ててふむと呟いた。

「こうも遠えん慮りよなく非難されるとルパートを思い出すな。あいつほど言葉に毒がないから痛くも痒かゆくもないが」

「そういえば、ルパート様はご一緒ではありませんでしたの？」

　彼が主あるじのそばを離れるとは珍しい。そもそも王を一人で行かせるとは思えない。

「ルパートは国境警備隊の駐ちゆう屯とん地ちに応援を呼びにいかせている。ここを出たら私たちもそこへ向かおう。君の家の別邸にはバークワース伯爵とアーロンがいるからな」

「アーロンも無事ですのね」

　エステラはほっと胸を撫で下ろした。ジャックが送り届けてくれたのだろう。

「では、ジャックにもお会いになりましたの？」

　するとヴィクリスはいまはじめて知ったとばかりに眉をひそめた。

「あいつも来ているのか？　いったいなんのために」

「ウスラ教団に潜入調査中だそうですわ。記事にされたら、大騒ぎになるでしょうね……」

　なんせカミラの呪いに負けず劣おとらずの力が蘇ろうとしているのだ。

「そんな荒こう唐とう無む稽けいな話、いったい誰が信じるというんだ。『ジャック・オー・ランタン』はそこまで信頼性の高い新聞ではないし、本人もそれを承知しているはずだ。才能の無駄遣いをしている……私に嫌がらせをしたいだけなのだろうが、惜おしいことだ」

　遠い目をして語るヴィクリスの横顔は寂さびしそうだった。
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　夕食後の片付けの終わった食堂に、やあっ、せいっ、と威い勢せいのいいかけ声と、指導する声が響く。

「シスター・アンリエット、もっと脇わきをしめろ」

「は、はい！」

「シスター・クラリス、肘ひじに力が入りすぎだ」

「はいっ！」

「シスター・モニカ、腕だけで振ろうとするな。もっと全身を使え」

「わかりました！」

　椅子とテーブルを食堂の隅に移動させ、修道女たちが並んでモップや農具を握り、素振りをしている。

　彼女たちの前で腕組みをして指示を飛ばしているのはヴィクリスだ。

　その様子を、エステラは椅子に腰掛けて眺めていた。

（……泊まることになったときに、何かしらご不満をおっしゃるだろうとは予想していましたけれど）

　まさかこんなことになるとは思わなかった。

　エステラたちが帰ろうとしたときには、雨は本降りを通り越して強い風をともなった嵐になっていた。この季節にはよくあることだったが、強行軍は無理だと判断し、今夜は修道院に泊めてもらう流れになった。

　そして当然のように、ヴィクリスはここの警備体制に口を出してきた。

「女ばかりで暮らしていながら見張りもつけていないとは無用心すぎる。不ふ埒らちな輩やからが徒と党とうを組んで襲しゆう撃げきしてきたらどうやって身を守るつもりだ。ここにいる全修道女の名簿をくれ。私が担当を割り振る。それと広い場所に修道女たちを集めてくれ。私が簡単な護身術を教えよう」

　最初は反発していた修道女も、ヴィクリスがいかにここが無防備か、外の人間たちがいかに危険かを真剣に説といたところ、次第に危機感を覚えてきたらしい。当番がなく、これから祈りを捧げて寝るだけだった修道女たちのほぼ全員が参加を表明した。

　かくして、修道院の食堂は小さな練兵場へと変へん貌ぼうを遂とげていた。

　ちなみにエステラも参加を申し出たのだが、「妃殿下はだめだ」と却きやつ下かされた。護衛騎士の設定が崩くずれてしまうからだろう。

「面おも白しろい方ですね」

　不意に声をかけられて振り向くと、マザー・アグネスが扉のところに立っていた。稽けい古この様子を眺めて苦笑している。

「あの方はいつもこうなんですか？」

「ええ、いつもこうですわ」

　非難されているわけではなさそうだったので、エステラは笑って答えた。

「彼がヴィクリス陛下なのでしょう？」

「えっ……」

　思わず顔を見上げると、アグネスはこちらを見ていなかった。眼鏡の奥の厳しい眼差しは、まっすぐにヴィクリスの背中へと向けられている。

「確か陛下のお歳としは二十二歳。年頃が一致しています。それに、あれは騎士の目ではありませんよ。人の上に立つ者の目です」

「院長、それは違いま……」

「汝なんじ、噓をつくなかれ、ですよ」

「……申し訳ありません」

　それを言われてしまっては、折れるしかなかった。頭を下げて謝しや罪ざいする。

「お願いです、このことは誰にも言わないでくださいませ」

「確かに、こんなところに王がいるなんて知れたら大変な騒ぎになるでしょうね。黙っていましょう」

「ありがとうございますわ」

「大切にしていただいているようで安心しました」

　そう言って、口元を綻ほころばせる。

　エステラも嬉しくなって笑みを零こぼしながら、ヴィクリスの背中を見つめた。
















「ええ。とても大切にしていただいています」

「彼に恋をしているでしょう？」

　驚きすぎて心臓が飛び出るかと思った。

　かあっと顔が熱くなり、高鳴る胸を押さえて再び振り向くと、アグネスは悪戯いたずらっぽい笑えみを浮かべていた。

「あなた、さっきから恋する女の目で彼を見ていますよ。気づかないわけがないでしょう」

「……そ、それはっ………………はい……そのようです」

　ごまかす手段が何一つ思い浮かばず、結局諦めて白状した。院長には敵わない。

「陛下はご存じなのですか？」

「いいえ。お気づきになってもいないと思いますわ。わたくしのことは敬けい虔けんな修道女志望だと思ってらっしゃるはずですし……それにわたくしは半年限りの契約王妃ですもの」

　ヴィクリスが求めているのは、王宮の細かい規則や膨ぼう大だいな量の婚前契約を守れる女性だ。ただの恋する乙女おとめになってしまっては、彼の意にそぐわなくなる。

　彼が優しくしてくれるのは、あくまで自分が契約王妃だからだ。

「では、思いを伝えずにここへ戻ってくると？」

「そのつもりでいます」

　今回の訪問で、院長がウスラ教団にエステラを差し出すつもりはないとわかった。

　やはり聖アンナマリー修道院こそが自分の帰るべきところだ。

「それは許しません」

　ことのほか厳しい声音で言われて、エステラは、えっ、と声を漏らした。

「思いを伝えずに帰ってきたら修道誓願を認めませんから、そのつもりでいなさい」

「院長、それはいくらなんでも……」

「修道誓願はふられてからでも立てられます。俗ぞく世せに未練を残したまま修道女になどなられては、神も迷惑でしょう。わかりましたね？」

「……はい。ですが……」

　確かにそのとおりだとは思うのだが、問題はそれだけではないのだ。

「何をためらっているんですか。思っていることを正直に伝えるだけでしょう」

「それが一番難しいのですわ。陛下はすぐに噓ではないかとか、裏があるのではないかとか、脅きよう迫はくされて言わされているのではないかとかお疑いになりますし、言葉どおりに受け止めてもらえるかどうか……」

「……なるほど。それは相当こじらせていますね」

　ヴィクリスを見るアグネスの視線が、呆れの色を帯おびはじめる。

　彼はたまたま通りかかったイアンの首根っこを摑つかみ、修道女たちの前へ引きずりだしたところだった。

「ちょうどいいところに来た。いまから彼女たちに護身術の指し南なんをするところだ。やられ役をやってくれ」

「はあ!?　冗談じゃないっす！　誰がそんなことを──痛い痛い痛い痛い！」

「このように、こつさえ摑めば力の弱い女性でもたやすく相手を屈くつ服ぷくさせられる」

　イアンの腕を捻ひねりあげて組み伏せながら淡たん々たんと説明するヴィクリスを眺めて、エステラはどうしたものかとため息をついた。







「これで大丈夫ですわね」

　自室の壁から壁へ張った洗せん濯たくロープに引っかけたドレスを見上げて、エステラは満足して頷いた。

　丁てい寧ねいにもみ洗いをしたが、生き地じに染み込んだ泥は落としきれなかった。ただ染みは裾の方に集中しているので、その部分を取り替えて仕立て直せば再利用はできるだろう。

　せっかくのヴィクリスからの贈り物だ。もう一度くらい袖そでを通したい。

　絞ったときにできたフリルの皺を丹たん念ねんに伸ばしていると、扉がノックされた。

「どうぞ」

「失礼する」

　扉を開けて入ってきたのはヴィクリスだった。なぜか丸めた毛布を小脇に抱かかえている。

「陛……クリス様！」

　いま一番会いたくない相手の来訪に、エステラは混乱した。

　院長との告白の約束が脳裏にちらついて、まともに視線を合わせられない。まだ、いつどのように伝えるか考えていないのだ。

　そんなこちらの葛かつ藤とうも知らず、ヴィクリスは狭くて殺さつ風ぷう景けいな室内を物珍しそうに見回して、ふと干されたドレスに目を留めた。

「洗ったのか」

「はい。でもどうしても汚れが落ちなくて……申し訳ないですわ。でもところどころ生地を取り替えればまた着られると思いますの」

　王族たるもの質しつ素そ倹けん約やくにつとめるべし、という考え方の持ち主だ。

　舞踏会用に新調したばかりのドレスをだめにしたとなれば、腹を立てるまででなくとも残念に思われるだろう。

「また着るつもりなのか？」

「い、いけないでしょうか。せっかくいただいたものですし、無駄にしたくないのです」

「いや、大切にしてくれると私も嬉しい。とても似合っていたから、これを着ている姿をまた見られるのは楽しみだ」

　さらっととんでもないことを言われて、耳まで熱くなった。

（舞踏会ではそんなこと一言も言ってくださらなかったのに……って、わたくしったら何を考えてますの？）

　思考が泥沼にはまっていく気がしてきて、エステラは話を切り替えることにした。

「ところで、何かありましたの？」

　ひとまず訪問理由を訊ねると、ヴィクリスはわずかに視線を泳がせた。

「マザー・アグネスと話をしてきた」

　嫌な予感がした。

　アグネスにはヴィクリスの正体を見破られ、彼への想いも見抜かれ、告白の約束もしてしまっているのだ。緊張のあまり心臓の拍はく動どうが速まっていく。

「いったいどんなお話でしょう」

「ああ。護衛として君の部屋に近い空あき部屋か廊下で番をさせてほしいと頼んだのだが、他の修道女も生活している手前もあって難しいと断られてしまった」

　余計なお節介を焼かれたわけではないようなので、ほっと胸を撫で下ろした。

「そうでしたの。では今夜はどちらでお休みに？」

「ここだ」

　エステラはしばらく何を言われたのか理解できなかった。

「……あの、いまなんて……」

「ここだ。護衛ならば護衛らしく、王妃のそばを離れず一晩中警護しろと言われた。確かにそのとおりかもしれないが、王妃と騎士を一緒の部屋に泊めてもしものことが起きたらと思わないのか？　私だからよかったものの……君と同じく、マザー・アグネスも少々人を信じすぎるきらいがあるようだな」

　後半はほとんど頭に入ってこなかった。

（院長ったらなんてことをしてくれますの!?）

　まず間違いなく、アグネスはエステラの背中を全力で押しにかかってきている。

「というわけで一晩よろしく頼む。私は床に座っているから、君は気にせず寝てくれ」

　ヴィクリスはそう言って扉の近くまで行くと、腰の剣を鞘さやごとベルトから外はずし、壁に寄りかかって座り込んだ。

　エステラは慌てて制止した。

「いけませんわ！　陛……クリス様が寝台をお使いになってくださいませ。わたくしが床で寝ます」

「何を言う。ここは君の部屋だ。そして君は王妃で、私は騎士。寝台を使うのは君だ」

「ですが……！」

　一国の王を床で寝させるわけにはいかない。たとえそれが、用意された寝室を勝手に抜け出して中庭で寝た前科がある王様だとしてもだ。

　ヴィクリスはやれやれとばかりにため息をついた。

「ならば一緒に寝るか？」

　銀灰色の鋭い眼差しに射貫かれる。

　ヴィクリスはこちらを見つめたまま立ち上がり、ゆっくりと近づいてきた。

　なぜだか妙な迫力を感じてしまい、エステラはおのずと後あと退ずさっていた。鎧よろい戸どを閉めた窓際まで追い詰められ、背中に木の板が当たる。

「あのっ……ここには仕切り板はありませんわ。それにここの寝台は王宮のと違って小さいですし、お体に触れたまま寝ることになってしまいますわ。陛下は触れられるのがお嫌いでしょう」

「君にはもう何度も触れている。いまさらだろう。それに、最近気づいたのだが、君は抱だき心地ごこちがいい」

「なっ……!?」

　とんでもないを通り越した問題発言に思わず絶句しかける。顔の温度が一気に上昇するが、動揺している場合ではない。説得が先だ。

「でもっ、その、い、一緒に寝るとうるさいと思いますわ！　わたくし、たまに鼻が鳴ると言われることが……」

「ああ、初夜のときに聞いたあれか。確かにうるさくてまったく眠れなかったな」

「うっ……！」

「だが、別に構わない」

　ヴィクリスが手を伸ばしてくる。右手首を摑まれてぐいと引かれれば、次の瞬間にはエステラは彼の懐に飛び込んでいた。両腕でしっかりと抱きしめられる。

「陛っ……」

「無事でよかった。本当に」

　絞り出すようなせつない声音に、胸の奥が跳ねる。

　驚いて顔を上げると、思っていたよりも近くに顔があった。ただ、彼はこちらを見ていなかった。

「君がさらわれたと聞いたときには生きた心地がしなかった。王らしくふるまうべきだ、ルパートたちに任せるべきだと頭ではわかっているのに、王都で君の帰りを待つ気にはなれなかった。兵士たちを信用できなかったというのもあるが、自分の手で救い出さなければ不安でならなかった……私は王失格だな」

「陛下……」

　ヴィクリスがようやくこちらに顔を向けた。穏おだやかだが、その表情には憂うれいが滲み出ている。

「舞踏会の晩、庭で話したことを覚えているか？」

「……最後の日にお話があるとおっしゃっていたことでしょうか」

「そうだ。君に話す内容を少し変えることにした。君にはわがままだと思われるだろうが、強制はしない」

「あの、いったいどんなお話なのでしょうか？」

　これだけ言われるとさすがに気になってくる。

　ヴィクリスは少し口元を綻ばせた。

「いまは言えない」

「ますます気になりますわ……あっ」

　ふと脳裏にひらめくものがあって、エステラはつい声を漏らした。

「どうした？」

「実は、わたくしもお話ししたいことがありますの。最後の日に」

「なんの話だ？」

「それはまだ言えませんわ。陛下のお話をうかがった後にお伝えします」

　ヴィクリスの話を聞いていて思いついたのだ。

（王宮を発たつ日に気持ちをお伝えすれば、後あと腐くされがありませんわ）

　契約期間はまだ半月近く残っている。

　あまり早いうちに告白してよくない返事や反応をされたら、残りの期間に気まずい思いをするし、彼にも嫌な思いをさせてしまうかもしれない。

「……わかった」

　どこか釈しやく然ぜんとしない声で了承すると、背中に回されていた腕が下ろされた。ヴィクリスはそっと身を離し、また扉の近くで壁に背を預け、剣を鞘ごと抱えて床に腰を下ろす。

「陛下……？」

「クリス、だ。さっきのは冗談だから安心して寝るといい」

　冗談を言う人だっただろうか。

　こちらも釈然としないものを感じつつも、ひとまずほっとした。

「ではクリス様、おやすみなさいませ」

「ああ、おやすみ」

　エステラは使い慣れた寝台で横になって毛布を被った。

　寝床の譲ゆずり合あいに負けたことに気がついたのは、翌朝になってからだった。
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　雨は修道女たちが起き出す前には上がっていた。

　ヴィクリスは馬の様子を見に行ったので、エステラは朝食の準備の手伝いをすることにした。以前は鶏けい舎しや当番だったので卵の回収作業を引き受けて、籠かごと角灯を持ってイアンとともに外へ出た。修道院の朝は早く、まだ日の出前だ。

　地面がかなりぬかるんでいるので、深みにはまらないように気をつけて、裏庭へと向かう。

「つきあわせてしまって申し訳ないですわ」

「最初からそのつもりでいたから問題ないっす。まあ、あの男に指図されるのは腹が立つっすけどね」

　イアンはヴィクリスから、馬の様子を見に行っている間エステラのそばを離れないよう命じられていた。

「なんであんなに上から目線なんっすか。僕が言うのもなんっすが、妃殿下に対しても口のきき方がなってないっす」

　それは王様だからですと言うわけにもいかず、曖あい昧まいに笑いながら建物の裏に回ると、鶏舎小屋が見えてきた。

　一人の修道女が小屋に背中を押しつける格好で何かを必死に食い止めていた。彼女はエステラの姿を見つけると手を挙げて叫んだ。

「誰か！　助けてくださいませ！」

「まあっ！」

　エステラは水たまりを避けながら駆け寄った。近づいてみると知らない顔だった。エステラが王都に向かった後に他の修道院から移ってきた修道女だろうか。

「どうなさいましたの？」

「昨夜の嵐で小屋が壊れてしまったようなのです。私が発見したときにはもうこの有あり様さまで」

　見れば、壁板が一枚外れて倒れている。彼女は体を張って鶏にわとりが外に出ないよう食い止めていたようだ。隙間から鶏けい冠かんや白い羽毛がちらちらと覗いている。

「大変、すぐに壁を直しますわ！」

「いえ、それよりも逃げた鶏を捜してきてくれませんか？　何匹か森の方まで……まだそう遠くへは行っていないと思います」

　聖アンナマリー修道院があるのは山の中で、裏庭の先は鬱うつ蒼そうとした森だ。このあたりは熊くまも狼おおかみも出ないが、狐きつねは棲すみついている。捕まって食べられてしまうかもしれない。

「わかりましたわ。司祭様、まいりましょう」

「了解っす」

　エステラはイアンとともに急いで森へ向かった。

　森の中は真っ暗だった。

　闇への恐怖を思い出して薄ら寒さを覚えたが、このあたりはエステラにとって庭のようなものだ。暗くても地形はわかっている。ほんの数カ月離れていただけで木や岩の位置が変わることは人が手を加えないかぎりないだろう。

　角灯の明かりで足元を照らし、ときおり立ち止まって鶏の声が聞こえないか耳をすませながら慎しん重ちように歩を進めていく。

「全然見えないっすけど、こんな中で見つけられるんっすか？」

「脱だつ走そう癖ぐせのある鶏にわとりがよく行く場所がありますの。とりあえずそこに行きますわ」

　見慣れた獣けもの道みちを見つけてそちらへ角灯の明かりを向け、案内のために先を歩きはじめたとき、後ろでどさりと何かが倒れる音がした。

　振り向くと、イアンが倒れていた。

「司祭様！　大丈夫で──」

　すぐに駆け寄ろうとしたものの、違和感に足が止まった。

　イアンはぴくりとも動かなかった。すぐそばには彼が持っていた角灯が転がっている。

　そしてその側には、さきほど鶏舎小屋で会った修道女が木の棒を握りしめて立っていた。

　何が起きたのか、彼女が何者なのかはエステラにでも想像がついた。

「逃げたら司祭を殺しますよ？」

　足元に転がる角灯の明かりに下から照らされて、女の笑顔が不気味に浮かび上がる。本気だ。

　エステラは唇を嚙みしめた。こんなにあからさまに脅迫されては動けるはずもない。

「……あなたはウスラ信者の方ですわね。司祭様を解放してくださいませ。あなた方が用があるのはわたくしだけでしょう」

「そのとおりだ」

　返答は変声期の少年の声だった。

　驚いて振り返ると、暗闇の中にアーロンが立っていた。

　夜明け前の森にいるというのに明かりになるもの一つ持たず、着の身着のままという格好で雑草を踏み分けて近づいてくる。

「弟を見捨てて自分だけ逃げ出すとは、約束の娘はずいぶんと薄情のようだ」

「……前にも言われた気がしますけれど、わたくしはあなたと約束などしていませんわ」

　聖兜祭の一件で聖遺物〈オランドの兜〉に三度触れ、記憶はほぼ蘇っている。恐怖から幼心に事実をねじ曲げて覚えていた部分もいまはもうない。

「我がおぬしを手に入れると決め、おぬしにはそれを拒否することを許さぬ。だから約束じゃ」

「そんなの、横おう暴ぼうですわ……」

　エステラは肩越しにイアンと女を確認した。二人がいる以上、逃げることはできない。

　と、余所見をしているうちにアーロンに手首を摑まれた。

　人の手にしてはあまりにも冷たい感触に、恐怖が奔ほん流りゆうとなって体を突き動かした。

「離して──!!」

　エステラは無む我が夢む中ちゆうに角灯を振り回した。

　橙だいだい色いろの明かりがアーロンのこめかみをかすめた瞬間、闇に照らし出されたその表情が凍こおりついた。

「やめろ!!」

　とたんに突き飛ばされて、エステラは後ろ向きに転倒した。枝に遮られてほとんど濡れていない地面に尻から落ちて痛みが走ったが、おかげで冷たい手からは解放された。

「アーロン……」

「──火を消せ」

　アーロンが苦しげな声で命じると、修道服の女はまずイアンが持っていた角灯の蓋ふたを開けて火を吹き消した。それからエステラの方に近づいてくる。

　あっと思ったときには角灯を奪われていた。同様に火を消されてしまう。

　一瞬で何も見えない暗闇に包まれ、恐怖に支配される。

「いやああああああっ！」

　エステラは衝しよう動どうのままに叫び声をあげ、そして頭に強い衝しよう撃げきを受けて意識を失った。
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　気がつくと暗くら闇やみの世界にいた。

　何も見えない。何にも触ふれられない。

　虚きよ無むの海に吞のみ込こまれたかのような恐怖に悲ひ鳴めいをあげようとしたが、まったく声が出なかった。音のない悲鳴をあげていると、不意に冷たい手に腕を引っ張られた。

『久方ぶりの贄にえじゃ。美う味まそうな血が流れておる』

　闇の中から、手首を摑つかむ主ぬしのしゃがれた声が響ひびいてくる。

（────っ）

　幼おさないエステラは声なき声で必死に助けを呼んだ。救いを求めて声を張らせた。

　当時は神様と父を呼んでいた気がする。

　だが十年の年月を経へたいまは、別の名を叫んでいた。

（陛へい下か──ヴィクリス様！）







　エステラははっと目を覚ました。

　毛布を握にぎりしめて飛び起きると、天てん蓋がいのついた寝台に寝かされていた。

　悪夢の名残なごりで乱れた息を整えつつ、室内を見回す。

　複数置かれたランプの灯あかりが煌こう々こうと部屋の中を照らし出していた。品のよい内装と、木の板で塞ふさがれた窓には見覚えがありすぎる。

　ウスラ信者によって拉ら致ちされて連れてこられた屋敷だ。せっかくイアンをジャックが助けてくれたのに、またあの場所へ戻ってきてしまった。

（逃げなければ……）

　エステラはそろそろと寝台から足を下ろすと、窓辺に近づいた。

　木の板をしっかりと摑んで引っ張ってみたが、まったく外はずれる気配がない。すぐに諦あきらめて扉とびらに近づいてノブを回してみる。こちらも鍵かぎが掛かっているらしく引っかかる感覚があった。しかたなく扉を拳こぶしで叩たたく。

「開けてくださいませ！　誰だれか──」

　しつこく、手が痛くなっても叩きつづけていると、「失礼する！」と聞き覚えのある声が響いてきた。

　扉が外側から開かれ、真っ白い髪かみと口くち髭ひげを蓄たくわえた老ろう紳しん士しが入ってきた。皺しわの多分に刻きざまれた愛あい嬌きようのある顔を見て、エステラは驚きを隠せなかった。

「ミドルトン公こう爵しやく……!?」

「ご無ぶ沙さ汰たしております、妃ひ殿でん下か」

　ミドルトンはどこか悲しそうな顔をして胸に手を当て、一礼した。その後ろで見張り番によって扉が閉められる。

「公爵がどうしてこちらへ？」

「ご不便をおかけして申し訳ありません」

　質問には答えず、老紳士は深々と頭こうべを垂たれた。

　切実な謝しや罪ざいに震ふるえる老いた肩と頭を見ただけで、彼がウスラ教団側の人間なのだと悟った。

「どうしてこんなことを……」

「陛下のためでございます」

　ミドルトンはゆっくりと顔を上げた。深い皺に刻まれた目元に苦しげなほどの悲ひ哀あいが浮かんでいる。

「契約を延長、もしくは解除ののちに正妃として迎えられるべきだと再三進言いたしましたが、受け入れてもらえませなんだゆえ、いたしかたなく。それでも舞ぶ踏とう会かいの夜にあのお話を伺うかがうまではためらっておりましたが……お二人の決意が固いとわかりまして、実行するしかないと決断いたしました」

　公爵はどうやら庭園でのヴィクリスとの会話を盗み聞きしていたらしい。

　そして、契約延長の見込みなしと判断して、誘ゆう拐かい事件を実行したようだ。

「陛下の意に逆らっても、ですか？」

「左様。私はウスラ信者というわけではありません。ただこの国のことを思っているだけです。ヴィクリス陛下には賢けん王おうとして長く玉ぎよく座ざについていただきたい。国を安定させ、ヘンリー殿下に継がせていただきたいのです」

　孫への溺でき愛あいっぷりが脳のう裏りをよぎる。

　陛下のためと言っているが、半分近くは王位継承権を持つ孫のためなのだろう。

「なぜわたくしなのですか？　次の契約王妃が陛下に見み初そめられる可能性もあると思わないのですか？」

「私の知るかぎり、あなたが陛下のお心を開いた唯ゆい一いつの女性だからです」

　その言葉にどきりと胸が跳はねた。

「陛下はあきらかにあなたに心を許していらっしゃる。いまはまだ解とけかけているという段階かもしれないが、それでもいままでなかった反応です。陛下のお心を手にできるのはあなた以外ありえない」

「そんなこと、あるわけが……」

「いいえ、あります。猜さい疑ぎ王おうにあれだけのことをさせておいて……期間満了で終わりにするなどありえない。そのありえないことをするからには、償つぐなっていただきたい」

　ミドルトンの目がすうっと温度を失う。

　視線の残ざん酷こくなまでの冷たさにエステラはぞくりとした。彼は本気だ。本気でヴィクリスとヘンリーのため、エステラをウスラに捧ささげようとしている。

「妃殿下は、修道女志望でいらっしゃいましたね？」

「え、ええ……」

「ならば聖せいアンナの遺い志しを継ぎ、自じ己こ犠ぎ牲せいの精神もお持ちでしょう──ヘンリー殿下と、そして何よりヴィクリス陛下の治ち世せいのため、犠牲になっていただきたい」

　エステラは息を吞んだ。

　公爵の眼差まなざしが次第に凍いてつき、うつろになっていく。

「ウスラが贄を得て力を取り戻せば、向こう十年は災害が起きません。陛下も、向こう十年間は嫌いや々いや王妃を娶めとる必要はなくなります。その間に国を立て直し、そののちヘンリー殿下に玉座を譲ゆずられて殿下を補佐するお立場になられれば、お嫌いな結婚をする必要はなくなる。すべて丸く収まるのです」

「すべて、丸く……」

　思わず口に出して繰り返す。

　自分一人が犠牲になれば、多くの人が救われる。

　契約結婚の話を受け入れたときの気持ちを思い出した。

　ミストリアを大災害から守ることができるのならばと思って承しよう諾だくしたのだ。人々のために奉仕したいという気持ちはいまも胸の内にある。

　だがまさか、本当に命まで捧げろと言われるとは思ってもいなかった。

「修道院で修行を積んだあなたならば、自己犠牲の精神はおわかりでしょう。それにあなたご自身も、迷めい惑わくをかけた弟君を助けたいとは思いませんか？」

　エステラははっとした。最後に会ったアーロンはウスラに体を乗っ取られていた。ということは、またウスラ信者たちのもとへみずから戻ってしまったのだろう。

「そうですわ、アーロンは……いまは昼、夜どちらですの？」

　窓の方を振り返るが、残念ながら木の板で塞がれていて外は見えない。

「いまは昼です」

「アーロンに会わせてくださいませ！　わたくし、アーロンに謝あやまりたいんですの！」

　再会したときに非難されて謝罪をしたが、あのときはまだ真相を知らなかった。

　夜になってアーロンがまたウスラに乗っ取られる前に、きちんと話をしておきたかった。

　ミドルトン公爵はしばし迷まよっている様子だったが、やがて長い息を吐いて頷うなずいた。

「よろしいでしょう。こちらへ」







　エステラは公爵の後に従ってウスラ信者たちに囲まれながら廊ろう下かを進んでいき、やがてある部屋へ案内された。

　施せ錠じようされていなかったようで、公爵はやすやすと扉を開けて中に入っていった。内装は自分が閉じ込められたところとほぼ同じだった。

　アーロンは寝しん台だいに腰掛けて足を所在なくぶらぶらさせていた。幼いしぐさやつんとすました顔からは、今け朝さ方がた見た魔物の気配は感じとれない。

「今日はおとなしくされていたようですな」

「逃げたって夜になったら勝手に戻ってきてしまいますからね」

　顔も見たくないとばかりに逸そらされていた榛はしばみ色いろの双そう眸ぼうが、ふとこちらに気づいて驚きに見開かれた。

「姉上……」

　エステラはにこりと微笑ほほえみかけて、弟の方へ近づいていった。強い罪悪感がこみ上げてきて、上う手まく笑えているかわからない。

　アーロンは茫ぼう然ぜんとこちらを眺ながめていた。自分とよく似た双眸が困こん惑わくに揺ゆれている。

「何をしに来たんですか？　もう姉上と話すことなんて……」

　だが最後まで待たず、エステラは弟の肩に手を伸ばしてぎゅっと抱きしめた。

　背中に手を回して自分と同じくらいの高さにある肩に顔をうずめると、アーロンの体はぴくりと小さく跳ねた。

「ごめんなさい、アーロン。わたくしは何も知らなかった。何も知らずに、あなたがわたくしのせいで苦しんでいたのに、わたくしだけ幸せになってしまっていた。何度謝っても謝りきれませんわ」

「やめてください。いまさら謝られても遅い……」

「いいえ。遅いなんてことはありませんわ。むしろ、わたくしにはいましかない」

　エステラは顔を上げて、まっすぐにアーロンを見つめた。

「あなたのことは、必ず救ってみせます。この身を賭としても」

　自分が何をやるべきかは、もうわかっている。

　その決意が伝わったのか、アーロンがくしゃりと表情を歪ゆがませた。いまにも泣きだしそうな顔の中で、双眸が激しく揺らめく。

「それは、どういう……」

「覚かく悟ごをお決めになられたようですな」

　エステラは振り向いてミドルトン公爵に頷いてみせた。

「どちらにしてもわたくしに選択権はないのでしょう。あのようなお話をされたのは公爵のお優しさだとわかっておりますわ」

「姉上！」

　アーロンが焦あせった様子で制止してくる。再会したばかりの頃はあれだけ糾きゆう弾だんしておきながら、こちらの立場が本気であやうくなると素直に案じてくる弟に愛いとしさがこみあげてくる。彼をこれ以上不安にさせないよう、エステラは笑顔を取とり繕つくろった。

「大丈夫ですわ。あなたは何も怖こわいことにはなりませんもの」

「でも、それでは姉上が……」

「わたくしは、わたくしが犯おかした罪つみを精算するだけですわ」

「そんな……」

　愕がく然ぜんとするアーロンに微笑みかけると、エステラは再びミドルトン公爵に向き直った。

　公爵は嬉うれしそうな、それでいて寂さびしそうな複雑な表情を浮かべている。悪い人ではないのだ。愛する孫と、尊敬する王のために苦く渋じゆうの決断をしたのだろう。

　存外、父も同じような心境だったのかもしれない。エステラと何かを天てん秤びんにかけて、エステラの方を泣く泣く切り捨てたのだとしたら、しかたがない気もする。

「ですが、その前にけじめをつけなければなりませんわ。紙とペン、それとインクを用意していただきたいんですの」

「何をなさるおつもりですか」

　ミドルトンが露骨に顔をしかめる。覚悟を決めたと言っておいて逃げるのではないかと疑っているのだろう。

　しかしエステラはもう逃げるつもりはないので、毅き然ぜんとした態度を崩さなかった。

「書類を作成するだけですわ。陛下と離縁するための」

「……ウスラが贄の力を手に入れればカミラの呪のろいなど……」

「国民の多くはカミラの呪いを信じ、そしてウスラの力は知りませんわ」

　エステラは首を横に振って静かに告げた。

「女王座が輝いている時期に王妃が死んだとなれば不安になるはず。すぐに新しい王妃を迎えるべきだと思うでしょう。ですが、わたくしが死んだら陛下はしばらくの間喪もに服さなければなりません。でもわたくしが死ぬ前に婚こん姻いん関係を解消していれば話は別ですわ」

「……確かに、一理ありますな」

　顎あご鬚ひげを擦こすりながら聞いていた公爵が頷いた。

「わかりました。紙とペンとインクでしたな。すぐに用意させましょう」

「それと紅茶もお願いしますわ。お砂糖とレモンもくださいませ。たくさんお喋しやべりして喉のどが渇かわきましたわ」

「あなたは私が思っていた以上に気き丈じような女性だったようですな。あなたが本当の王妃になられないことが残念です」
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「教団が根城としている場所の特定ができました。ラムス湖近くの古城です」

　ルパートからの報告を、ヴィクリスは国境警備隊第三駐ちゆう屯とん地ちの作戦室の椅い子すに腰掛けて聞いていた。

　聖アンナマリー修道院でエステラがいなくなって、数時間が経過していた。

　頭にこぶを作って気を失っている役立たずの司祭を叩き起こして問とい質ただしたところ、エステラは偽にせ修道女の罠わなにはまって森の中へ誘い込まれ、そして司祭が気を失っているうちに姿を消したらしい。

　すぐに馬を走らせて国境警備隊第三駐屯地へ行きルパートと合流したところ、彼は特殊な訓練を受けさせた犬を使ってアーロンの匂いを追わせ、ウスラ教団のアジトの場所を突き止めていた。

　エステラの奪だつ還かんに向けて、兵には準備を整えさせている。

「いつでも出兵できますが、いかがなさいますか？」

「まだだ」

　ヴィクリスは珍めずらしく気が急せいている補佐官に待ったをかけた。

「ただ攻め込んでエステラを奪い返しただけでは根本的解決にならない。エステラだけでなく、アーロンも救う手立てを見つけるべきだ」

「何を甘あまっちょろいことをおっしゃってるんですか。ここはエステラ様を保護し、アーロンは可か哀わい相そうですが逃げられないようどこかへ閉じ込めておくのが一番です。バークワース伯はく爵しやくにとっては大事な跡継ぎでしょうが、超常の存在に取とり憑つかれたのでは我われ々われの手におえません。彼に犠牲になってもらえばすべて片がつきます」

「仮にウスラをアーロンに一生背負ってもらうとして、アーロンが死んだ後はどうなる？　また別の誰かに取り憑き、悪さを働こうとするだけだ。それに、弟を犠牲にするなどという選択はエステラが望まない」

「陛下、まだそんなことを」

　ルパートが呆あきれ気ぎ味みの声色を漏もらす。

　しかしヴィクリスにとっては大事なことだ。

　おそらくだが、エステラは自分の命よりも弟の命を優先するだろう。もとより自己犠牲精神の強い少女だ。もしヴィクリスが余計な真ま似ねをして弟を見捨てる決断をすれば、彼女は一生自分を許さないだろう。

　もちろん許さなくても、彼女が生きてさえいてくれれば構かまわない。

　だが、今回ばかりはその決断がどうしても下せなかった。

「以前のあなたならばここは心を悪魔にして決断を下していたはずです。いったいどうしてしまわれたんですか。エステラ様を助け出すためなんですよ？」

「わかっている」

「ならどうして」

「エステラにまで……兄弟きようだいを犠牲にさせたくはない」

　ルパートが表情を凍こおりつかせた。

　ヴィクリスがいま玉座についているのは、激しい内戦の中で兄弟姉妹しまいたちの犠牲があったからだ。王になるはずだった兄が命を落としたために王位が転がり込んできたに過ぎず、自分は王にふさわしい人間だとはいまでも思っていない。

　自分だけが生き残ってしまったという罪悪感を抱きつづける毎日のつらさは身にしみてわかっている。こんな思いをエステラにまでさせたくはない。

「エステラを救いたい。どんな手を使ってでも連れ戻したいという気持ちはある。だがそれが実の弟を犠牲にするようなものだったとしたら、彼女は生き地獄を味わうことになるかもしれない。それだけは、耐たえられない」

「陛下……」

　そのときノックの音が響いた。

　入れ、と入室の許可を出すと扉が開いて兵士が入ってきた。敬礼して用件を告げる。

「バークワース伯爵がお見えになっております。緊急の用件だそうですが」

　エステラの件で何か進展があったのだろうか。

「通せ」

　すぐにブレアが入ってきて、ヴィクリスの前で片かた膝ひざをついた。灰色に染まった髪の生はえ際ぎわが雨とは異なるものでじっとりと湿っている。

「なんの用だ？」

「はっ。このようなものが庭に投げ入れられておりましたのでご報告をと……」

　ブレアは顔色を青ざめさせながら一通の書状を差し出してきた。

　ヴィクリスは受け取ると、既すでに封ふう蠟ろうの削けずられたそれを開いてみた。

　それはいわゆる同意書だった。

　現在の婚姻関係について、変更等がある場合はすべてヴィクリスの意志に委ゆだねるという内容が書かれており、記述した日時も記しるされている。

　強い喪そう失しつ感かんに打ちのめされる。

（やはり、弟のために贄となる道を選んだか……）

　エステラが自分を犠牲にする道を選ぶのではないかという考えは薄々あった。

　その場合はカミラの呪いを避けるために、事前に離縁を望むであろうことも想像できた。

　だが、それでも──自分を頼ってほしかった。

　守ってほしい、助けてほしいと求めてほしかった。

（こんなときですら、私は頼ってもらえないのか）

　胸の奥から湧わきあがる狂くるおしい感情に唇くちびるを嚙かみしめていると、ふとかすかなレモンの香りが鼻び腔こうをかすめていった。

　素直になりかけていた胸きよう中ちゆうからいつもの猜さい疑ぎ心しんが目を覚ます。

「ルパート。至急用意してほしいものがある」

「……どうかなさいましたか？」

「やはりエステラほど私を理解してくれる妃きさきはいないようだ」

　それだけ答えて、ヴィクリスは妻のことを思って口元を綻ほころばせた。
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　二日後、新月の儀式の日になった。

　いつ殺されるかわからないというときでも人間の体は正直で、時間が経たてば空腹感がこみあげてきた。

（神様、聖アンナ様、どうかアーロンをお守りください）

　板を打ちつけられた窓に向かって跪ひざまずき、聖印を切って祈りを捧げていると扉がノックされた。

「お食事をお持ちしました」

　その声には聞き覚えがあったので、エステラは構わずに祈りつづけた。

　扉が開き、配はい膳ぜんワゴンを押す音が室内に入ってくる。扉が閉まるのを待ってから立ち上がって振り向いた。

　そこにいたのは予想どおり女性用のお仕着せを纏まとってカツラを被かぶり、化け粧しようと眼鏡めがねで女じよ装そうをしたジャックだった。

「無事でしたのね」

「そうでもねえけどな。前回ちょいと疑われちまって、抜け出せなくなっちまった」

　料理の皿をテーブルに並べながら、つまらなそうに言う。

　どうやら彼もぎりぎりの立場らしい。

「わたくしとアーロンを逃がしたせいですわね。あのときはありがとうございました」

「そのあんたがあっさり戻ってきちまって、アーロンも夜になるとすぐ帰ってきちまうからなんの意味もなかったけどな」

「そうでもありませんわ。ジャックのおかげでわたくしは自分の身に起きていることがわかりましたし、それにまた陛下に会えました」

「ヴィクリスがこっちに来てんのか？」

　ジャックは本気で驚いたらしく、目を剝むいて訊たずねてきた。

　言い方に少し引っかかるものを感じながらも、エステラはこくんと頷いてみせる。

「あの堅かた物ぶつが、王の職務を放ほう棄きしてあんたを捜さがしにきたってのか？」

　信じられないとばかりの言いぐさに、初めてその事実に気がついた。

　確かにそうだ。王都内での事件ならばともかく、はるばる南部にまで助けに駆かけつけてくれるなんて、いくら彼が優しいからといっても驚きよう嘆たんに値あたいすることだ。

　王の職務とエステラを天秤にかけて、後者を選んでくれたということなのだから。

（またわたくしのために……）

　迷惑をかけて申し訳ないと思う気持ちと、大切に扱ってもらえて嬉しいと思う気持ちが胸きよう中ちゆうでせめぎ合う。

「ヴィクリスが来てるんだったら話は別だ。あんた、もう一回逃げた方がいい。王宮で厳重に匿かくまってもらえ。そうすりゃ命を落とすことはない。俺がまた逃がしてやるから」

　だが、エステラはかぶりを振った。

「わたくしはここに残ります」

「なんでだよ！」

「アーロンのためですわ。アーロンの人生を犠牲にしてまで生き延びたいとは思いませんもの」

「また例の自己犠牲かよ」

「いいえ、罪滅ぼしですわ。これはわたくしが招いた事態ですもの。わたくしがこの手で幕を引きます」

　ちっ、と苦々しく舌打ちをしてジャックが視線を逸らした。

　彼なりに自分のことを気にかけてくれていたのが伝わってきて、いつ殺されるかわからない状況だというのに自然と笑えみが零こぼれた。

「せめてウスラの弱点がわかればいいのにな」

「あら、弱点ならわかりますわ」

「はあ!?　それを先に言えよ！　なんだよ、弱点って」

「光ですわ」

　角灯の明かりを顔に近づけたときの、ウスラの反応を思い出す。

　最初は炎ほのおを恐おそれたのかと思ったが、夜の間だけアーロンの体を支配できるところから見ても、弱点は光の方だろう。それに光はキリエ教において神を意味する。

「確かにそのふしはあったな。盲もう点てんだった。だが難しいな。対処方法がない……」

「ええ。夜に昼間のような明かりを作り出すことなんて不可能ですもの」

「大量のランプに火をつけても……いや、限界があるか」

　口元を手で覆おおってしばらくぶつぶつと呟つぶやくと、ジャックは顔を上げた。

「まあでも、何もやらないよりはマシか。できるかぎりのことはやってみるよ。あんたも気が変わったら隙すきを見て逃げろよな」

「待って！」

　配膳ワゴンを押して早々に立ち去ろうとするジャックを、慌あわてて呼び止める。

　もしかしたら、これが彼と話をする最後の機会になるかもしれないのだ。伝えなければならないことがある。

「なんだよ」

「陛下と、仲直りしてくださいませ」

　ずっと前から、いつかは話さなければと思っていたことを口にする。

　蒼そう穹きゆうのような双眸がはっと見開かれた。だがすぐに鋭するどく険けわしくなり、拒絶の色を宿す。

「それは無理だ」

「無理を承知で申しているのですわ。ジャックがエリオネル殿下の件を引きずっていることも理解しています。でも、陛下に必要なのは王妃でも臣下でもなく、名前で呼び合えるお友だちだと思いますの」

　ジャックはさきほど一国の王を「ヴィクリスのやつ」と呼んでいた。

　それで思いついたのだ。

　聖アンナマリー修道院を訪ねたときヴィクリスはクリスという偽ぎ名めいを使い、偽名でも名前で呼ばれるのはひさしぶりだと嬉しそうにしていた。

　名前で呼び合える存在が近くにいれば、彼はいまよりも少しだけ幸せになれるかもしれない。

「あんた、こんなときでも他人を優先するのかよ」

　ジャックはエステラに対する呆れと苛いら立だちと、そしてわずかな悲しさの入いり交まじった顔つきになる。

「いや、他人っつーよりヴィクリスだからなんだろうな。あんた、あいつのこと好きだろ？」

「ええ」

「なんだ、自覚してんのかよ。つまんねえ」

　一ひと泡あわ噴かせてやるつもりだったのか、エステラの反応がお気に召めさなかったらしい。まとめ髪のカツラをとって、地の赤毛をぐしゃぐしゃと搔かき回す。

「けど、そうだな。あんたが無事に今日をやりすごしてヴィクリスのところに帰ったら、考えてやるよ」

　エステラは思わず目を丸くした。

　指定された条件はとてつもなく厳しいものだったが、この自称情報の騎士が折れるのは珍しい。

「では、取引成立ですわね」

「取引なもんかよ。その条件を達成しようとしてんのはあんたじゃなくて俺だってのに」

　ジャックは苦笑してカツラを被り直すと、配膳ワゴンを押して部屋から出ていった。







　やがてウスラ信者たちが迎えに来たことで、エステラは夜の訪れを知った。

「これに着替えてもらう」

　そう言って差し出されたのは、何の皮肉か純白の花嫁衣い装しようだった。ヴィクリスとの結婚式で着たものより意い匠しようが数百年くらい古い。かつてハンプリーの地ではウスラへ差し出す娘を生いけ贄にえの花嫁と呼んでいたそうだから、その名残なのだろう。

　信者たちが一度退室した後、エステラは花嫁衣装に着替えた。修道女を目指す人生でこれに二度も袖そでを通すことになるとは思わなかった。

　頃合いを見計らって、また信者たちが「時間だ」と迎えに来る。

（大丈夫ですわ）

　胸に両の拳を当てて覚悟を決めると、エステラは彼らに従って部屋を出た。

　廊下はひどく暗かった。等とう間かん隔かくに火のついた燭しよく台だいが置かれていたが、光量はあきらかに足りていない。

　闇の魔物を崇すう拝はいする彼らにとってはこれが普通なのだろう。暗闇を恐れるエステラにとっては心こころ許もとなくて体が震えそうで、こっそりと胸中で祈った。

（神様、聖アンナ様、わたくしに勇気をお与えください）

　信者たちに囲まれるかたちで長い螺ら旋せん階段を登りきった先には、夜空があった。月のない夜空に無数の星が瞬またたいている。屋上に出たのだ。

　広い石いし畳だたみの空間に信者たちが集まっている。あいかわらず少しの燭台しか用意されていなかったが、星明かりがあるぶん廊下よりも明るかった。

「こっちだ」

　促うながされるまま屋上の中央まで歩いて行くと、そこは数段高くなっていた。いにしえの時代、城主はここで酒しゆ宴えんを開き、壇だん上じようで踊おどり子こたちを舞わせていたのだろう。

　舞台の床ゆかには赤黒い線で聖せい印いん、いや逆聖印が描かれていた。おそらく鶏にわとりなどの動物の血を用いて描いたのだろう。人の血だとは思いたくなかった。

「時は来た！」

　夜空に変声期の少年の宣言が高らかに響き渡った。

「我わがしもべたちよ、喜ぶがいい。今宵こよい、約束の娘の血によって我はいにしえからの渇きを癒いやす。そして真の力を取り戻し、この地にひとときの栄えい華がをもたらすだろう」

　おおおおっ、と怒ど号ごうのような歓かん声せいが上がる中、ウスラに乗っ取られたアーロンが手にした短剣を振り上げてみせる。

　これからあの短剣で刺されるのかと考えたら体がぶるりと震えた。

　とたんにヴィクリスのことを思い出してしまい、胸が張はり裂さけそうになる。

　別邸にいる父に送りつけた同意書は、もちろんヴィクリス宛あてのものだ。

　彼は、あれを読んでどう思っただろうか。エステラの想いに気づいてくれただろうか。

（陛下が気づいてくださらなかったとしても……アーロン、あなたは必ず助けますわ）

　そっと目を閉じて、胸の前で聖印を切る。

「何をしている！」

　アーロンの怒声が響き、エステラは驚いて目を開けた。

　気がつけば信者たちがこちらに注目している。無数の視線が突き刺さってきて、自分が非難されていることに気がついたが、何がいけなかったのかはわからず戸と惑まどった。

「……聖印を切っただけですわ。それが何か」

　最後まで言い終わらないうちにアーロンは憤ふん然ぜんと近づいてきて手を伸ばしてきた。避ける間もなく片手で首を摑んでくる。

　あまりの苦しさに息ができない。とっさに両手で彼の手を引きはがそうとしたが、細い腕のどこにそんな力があるのか、両手を使っても彼の片手を外せなかった。

「アー……ロン……」

「キリエになど祈るな！　やつらは『従えば十年に一度の生け贄ではなく、無限の祈りを毎日得られると約束する』と言って我を騙だましたのだ。それから千年、我が得られたものは祈りでも歌でもない、誰の目にも触れられない場所で放置される屈くつ辱じよくだけだった……契約を果たさない野や蛮ばんなキリエを崇あがめるような真似は許さぬ」

　イアンから、ウスラは聖霊としてキリエ教に下ったという話は聞かされている。

　だが、そんな扱いを受けていたとは知らなかった。

　エステラはふと思いつくことがあった。首を絞められながら腕を伸ばし、アーロンの背中に手を回した。そして成長期の細い体をそっと抱きしめた。

「なんのつもりだ？」

「あなたは、本当は……悲しかったの、ですね。約束を……破られて」

　彼はおそらく、約束を破られるのが何よりも嫌いなのだ。

　聖せい遺い物ぶつへの封印よりも、きっとそのことが一番つらかったのではないだろうか。

　首を絞める手がわずかに緩ゆるむ。あながち的外れでもなかったようだ。少しだけ喋りやすくなって、エステラは続けた。

「いにしえのキリエ教徒があなたにした仕打ちは、わたくしが代わってお詫わびしますわ。わたくしを殺したければ殺せばいいでしょう。ですから約束してくださいませ。二度と誰にも取り憑かず、誰も殺さず、災害も起こさないと。そうしてくださったら、わたくしは天に召した後もあなたにキリエの神や聖妃と同じだけの祈りを永遠に捧げましょう」

　さきほどの発言から、ウスラが真に欲しているのは生け贄ではないことはわかっている。

　彼はただ求められたいのだ。

　崇められたいのだ。祈りを捧げてほしかっただけなのだ。

　キリエ教によって魔物と認定された彼が本当は何者なのかはわからない。もしかしたら彼も神だったのかもしれない。だが手段を間違えてしまった。災害による恐怖で人々を縛りつけ、生け贄というかたちで畏い怖ふの念を捧げさせた。

「おぬしの戯ざれ言ごとなど、我が信じるとでも思ったか」

「信じなくても構いませんわ。わたくし、あなたよりももっと疑うたぐり深い方を知っておりますの。疑われることには慣れっこですわ。いずれ身をもってわたくしの言葉が真実だったと知ることになるでしょう」

　エステラが自信を持って告げると、ウスラはくっと表情を歪めてたじろいだ。

　榛はしばみ色いろの眼差しの中で強い葛かつ藤とうが見え隠れする。それほどまでに、彼にとって畏怖をともなわない祈りは魅力的なものだったようだ。首から完全に手が外れた。

「……いいだろう。約束してやる。ただしいっときでも祈りが感じられなかったら次も生け贄を求めるが、それでよいな？」

「わかりましたわ。約束ですわよ」

「奇妙な娘だ。死が怖くないのか？」

「もちろん怖いですわ。でも、わたくしの命によって愛しい人の苦悩が少しでもやわらぐのなら、命を賭とすだけの価か値ちはありますわ」

　自分がウスラの生け贄として命を落とせば、アーロンや父たちは長年彼らを苦しめてきた事態から解放される。

　ミストリアの人々は災害から守られる。

　そしてヴィクリスは、嫌々王妃を娶らなくてすむようになる。

　最後にやっと、彼の役に立てそうだ。喜んでもらえるとはとても思えないが。

　ウスラがその回答に満足したのかどうかわからない。あどけなさの残る顔から表情を消し、腕をまっすぐこちらへ伸ばして短剣の先をエステラの鼻先へ突きつけてきた。

「……そろそろはじめよう」

　エステラは大きく深呼吸をして両目を閉じた。

　胸の前で手を組みたかったが、心臓に短剣を突き立てられることを考え、花嫁衣装の腰の横でぎゅっと拳を握りしめる。

（神様、聖アンナ様……どうかわたくしの噓うそをお許しください）

　こつこつと足音が近づいてくる。緊張して速まる胸はもう苦しいほどだ。

（本当は生きたいのです。陛下のおそばで……）

　閉じた目元が熱をはらみ、溢あふれ出だした想いの雫しずくが頰ほおを伝っていく。嗚お咽えつだけは漏らすまいと唇を嚙みしめた、そのときだった。

　ぴゅるるる、と空気を切り裂く大きな音が聞こえてきた。

　聞き覚えのない奇妙な音にエステラは思わず目を開いた。

　すぐ目の前まで来ていたアーロンと申し合わせたように夜空を振ふり仰あおぐ。




　刹せつ那な、夜空に閃せん光こうの花が咲いた。




　わずかに遅れて、火薬の炸さく裂れつする音が天高く轟とどろく。

　それも一つだけではない。大きな光が星の輝きを隠す勢いで次から次へと咲き乱れ、輝く洪こう水ずいとなって地上に降ふり注そそぐ。

「なんだ、これは……」

「花火だと……!?」

　信者たちの間にどよめきが広がる。

　途切れる間もなく打ち上げられた花火が夜空を埋うめ尽つくす勢いで輝いており、あたりはまるで昼間のような明るさになっている。

「きれいですわ……」

　夜空に咲く大輪の花に、エステラは思わず見み惚とれた。

　そして、自分の想いが彼に届いたのだと知って、胸の奥が熱くなってきた。

　別邸に送ったヴィクリス宛の離婚書類。あれにはレモン汁で『ウスラは光に弱い』と書いておいたのだ。書面からレモンの匂いが漂ただよってくれば、猜疑心の強い彼は必ずあぶり出しだと気づくだろうと信じていた。

　ウスラの弱点が光だとわかったところで、エステラには闇夜を昼間のように明るくする方法は思いつかなかった。だが聡そう明めいなヴィクリスならば何か妙案をひねり出してくれるのではないかと思ったのだ。その答えがこれだ。

　数百発の花火。

　おそらくユージーナの帰国に合わせて開かい催さい予定だった、水上花火大会用のものだろう。

「やめろ！　やめろおおおおっ！」

　突然の絶ぜつ叫きように振り向くと、アーロンが苦しみ出していた。短剣を取り落とし、よろめきながら両手で顔を覆っている。

「誰か、あれを止やめさせろ！　眩まぶしい……目が潰つぶれる……！」

　ぼうっと夜空を見上げていた信者たちのうち、何人かがはっと我に返って屋上の端はしへ駆け寄った。地上を見下ろして、驚いたように振り返る。

「囲まれています！　おそらく近くの駐ちゆう屯とん兵へいです！」

「やつら、乗り込んでくる気です──ウスラ！」

　アーロンは既にその場に膝をついていた。信者たちが慌てて介抱するが、その手も嫌がって振り払う。

「ウスラ、しっかりしてください！」

「やめろおおお……うう、ぐうううぅっ……」

　花火は容よう赦しやなく打ち上げられる。

　ついに倒れ込んでしまったアーロンをエステラは静かに見下ろした。

　弟が苦しむ姿を見るのは辛つらい。だが、この事態を招いたのは自分だ。最後までしっかり見届けなければならない。自分にはその責任がある。

「何をしている！　儀式を続けろ！　ウスラが地上に留とどまっているうちに！」

　誰かが叫んだ。するとウスラの介抱をしていた信者の一人が、近くに落ちていた短剣を拾い上げた。目が合う。

「あっ……」

　エステラはとっさに後あと退ずさったが、背後にはまだ信者たちがいる。

　短剣を手にした信者が突進してくるのがわかっていても、どうにもできない。刺される──そう思って目をつぶったとき、鼻先に風を感じた。

　目を開けると、軍服のマントがたなびいている。

「陛下！」

「……くっ」

　ヴィクリスは少しよろめきつつも踏ふみとどまった。

　そして鮮せん血けつに染まった短剣を構えて茫然とする信者の頰に拳を叩きつけた。信者はもんどり打って倒れ、動けなくなる。

　その拳を開いて脇わき腹ばらを押さえると、顔を上げて声を張りあげた。

「全員、引っ捕らえろ!!」

　大勢の兵士たちが屋上になだれ込んでくる。

　ウスラ信者もかなりの数が集まっていたが、同等の、しかも武装した兵士の手にかかればなすすべもなかった。さしたる抵抗もなしに捕ほ縛ばくされていく。その中にはミドルトン公爵の姿もあったが、彼らのことなどいまはどうでもよかった。

「陛下っ、陛下……！」

　エステラは慌ててヴィクリスの背に腕を回した。傷を負った体を支えようとしているのに、女の細腕では頼りないのか彼はまったく体重を預けてくれない。

「君の無事を確認するのはこれで最後にしたいものだが……無事か？」

　刺されたばかりだというのに、苦しげな息を吐きながらこちらの心配をしてくる彼が愛おしかった。エステラは何度も首を縦に振ってみせた。

「わたくしはなんともありませんわ。陛下が守ってくださったから。どうしてわたくしなんかをかばって……」

「その理由と同様のことを別れの日に伝えるつもりだったのだが──それでは間に合わなくなるかもしれないから、いま言うぞ」

　顔中に汗の粒つぶを浮かべながら、彼は気き丈じように微笑んだ。

「……君に、恋をしている」

　エステラは言葉を失った。

「我ながら情なさけないが、君に拒絶されるのが怖くて、契約の最後に伝えようと思っていた。すまない」

　ヴィクリスはそこで気力を使い果はたしたらしく、膝からくずおれて倒れてしまった。全身から力が抜けてぐったりと横たわり、ぴくりとも動かなくなる。

「陛下！　しっかりしてくださいませ、陛下！」

「──どけよ愚ぐ図ず！」

　肩を乱暴に押されて振り向くと、ウスラ信者の装しよう束ぞくを身につけたジャックが血相を変えて割り込んできた。ヴィクリスの体を抱え込むようにして仰あお向むけにさせる。

　エステラはその様子を一瞬ぽかんと眺めてしまった。少し遅れ、慌てて花嫁衣装の裾すそを破いて丸め、脇腹の傷口に押し当てる。あっという間に生地が血を吸って赤く染まってしまい、泣きたくなった。

「もっと強く圧あつ迫ぱくしろ！」

「わ、わかっておりますわ！」

「ったく、何やってんだよてめえは！」

　ジャックは自分の袖も破き、エステラの手の上からさらに傷口を押しながら叫んだ。

「エリオネル殿下の遺志を継ぐんだろ!?　殿下がなさろうとしていた政策、まだ十分の一しか実行できてねえだろうが！　このまま死ぬとか絶対許さねえからな！　おい、聞いてんのかヴィクリス！」

　そうしてときおり、血の気の引いたヴィクリスの頰を叩く。

　二人の顔を見つめているうちに、エステラはまた涙が溢れてくるのを感じた。

　花火の打ち上げはまだ終わらない。

　アーロンがウスラ信者たちとともに捕縛されたと知ったのは、兵士たちに同行していた軍医が駆けつけ、花火が打ち尽くされてからしばらく後のことだった。
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　エステラは古城の一室で一晩中祈りつづけた。

　遅れて合流したユニスが「お食事をとられては」と勧すすめてきても断った。こんな状況では何も喉を通る気などしなかった。

　長時間跪いていたせいで両りよう膝ひざの感覚がなくなりかけていたが、ヴィクリスの苦しみを思えば辛くなどなかった。板を取り外した窓に向かって跪き、泣きはらした目を閉じ、胸の前で手を組んでひたすらに尊とうとき存在に語りかける。

（神様、聖アンナ様、どうか陛下をお救いください。彼の魂たましいを連れて行かないで）

　ドアがノックされ、ユニスが応対した。

「ルパート様がいらっしゃいましたよ」

　エステラはぱっと目を開けた。

　急いで立ち上がり、膝の感覚がおかしくなっていたのもあってよろけてしまう。すかさずユニスが駆け寄ってきて支えてくれた。

　ほどなくしてルパートが中に入ってきた。泣き笑いのような表情を浮かべる狐きつね顔がおを見たら、ほっと息が抜けた。

「峠とうげは越えたそうです。もう大丈夫ですよ」

「……っ！」

「だから言ったでしょう？　あの人は殺したって死なないって。内戦中だって何度刺されても撃たれても陛下は必ず戻って──」

　みなまで聞かず、エステラはルパートに抱きついた。勢いをとめきれなかった彼がたたらを踏み、優しく肩を摑んで押し返してくる。

「こういうことは陛下にしてあげてください。きっと喜びますから」

「ええ……ええ！」

　何度も頷いてルパートから身を離すと、エステラは部屋を飛び出した。

　ヴィクリスが寝かされているのはアーロンが閉じ込められていた部屋なので行き方はわかっている。

　すると途中で見覚えのある青年と出くわした。ジャックだ。

　彼は既に変装をやめ、いまは縁ふちなし帽ぼう子しに麻あさのシャツと落ち着いた色の上下という格かつ好こうに着替えており、こちらを認めると「よう」と言って帽子をとってみせた。

「例の取引の話だけど、いちおう考えてみたぜ」

　ヴィクリスと仲直りしてほしい、と頼んだ話だとすぐにわかった。

「で、考えた結果、やっぱナシだ」

「え？」

「ヴィクリスを名前で呼ぶやつが必要なんだろ？　だったら、あんたが呼んでやれよ」

　思わず目を瞬しばたたかせていると、ジャックはにやりと笑って帽子を被り直した。

「じゃあな」

　そのまま足早に横を通り過ぎていってしまう。エステラは振り向いて呼び止めようかと思ったが、結局やめた。

　ヴィクリスが刺されたとき、ジャックの本ほん音ねを聞くことができた。いまはそれだけでじゅうぶんだ。

（でもいつか、仲直りしてくださいませ）

　そうなる未来はたぶん、遠くはない。

　エステラは急ぎ足になってヴィクリスの眠る部屋へと向かうと、はやる気持ちを抑えて扉をノックした。中から年とし老おいた軍医が顔を出し、頰を綻ばせる。

「これはこれは王妃様。どうぞ、陛下もお目覚めになっておられます」

「ありがとうございますわ」

　部屋を出る軍医と入れ替わりに、エステラは部屋に駆け込んだ。

　天蓋のついた大きな寝台で、ヴィクリスが目を開けて横たわっている。

「陛下……！」

　エステラは彼を呼びながら寝台に駆け寄った。

　ヴィクリスは一瞬こちらをぎょっとしたように見ると、すぐに顔を背けた。

「ご無事で何よりですわ。本当に……」

「……ああ」

　彼はいつものしかめ面つらでまっすぐ虚こ空くうを睨にらんでおり、頑かたくなに視線を合わせようとしない。こんな目に遭あわせられて怒っているのだろうか。

「わたくしのせいで申し訳ありませんでした。お怒りになられるのも当然でしょう。心からお詫わびいたしますわ」

「怒ってなどいない」

「ではどうして目を合わせてくださいませんの？」

「……気まずい」

　相変わらず視線を逸らしたまま、上掛けの上で所在なさげに手を動かす。

「死ぬかもしれないと思ったら、つい想いを打ち明けてしまった。最後まで言わないつもりだったのだが」

　拗すねたような言いぐさに、たとえようのない愛おしさが湧きあがってきた。

「陛下。いえ──ヴィクリス様」

　ジャックに言われたとおりに呼び方を変えると、しかめ面がぴくりと引きつった。

「わたくしも、契約の最後の日にお伝えしようと思っていたことがありますの」

「……なんだ」

　エステラはヴィクリスの手にそっと触れた。戸惑うような反応が伝わってきて、思わず頰が緩む。

「わたくしもヴィクリス様が好きです。ずっとお慕したいしておりました」

　彼が弾はじかれたように振り向いた。銀ぎん灰かい色しよくの切れ長の双眸が大きく見開かれている。

「噓だ」

「噓ではありませんわ」

　疑われるのはわかりきっていたのですぐに切り返せた。

　ヴィクリスは即答にぐっと喉を詰まらせたものの、まだ引き下がらなかった。

「好かれる要素がない。私は君に奇き行こうばかり見せてきてしまった」

「それ以上に素敵なところもたくさん見せていただきましたわ。それを言ったら、わたくしの方がいいところを何もお見せできていません。わたくしこそ好いていただける要素がありませんわ」

「そんなことはない。君はとても綺き麗れいで、純粋で慈いつくしみがあって、私のような男を受け入れてくれる包ほう容よう力りよくがある。私がどれだけ君の影響を受けてきているかわかっていないのだろう。私には眩しいくらいの女性だ」

　そんなふうに見られていたとは思ってもみなかった。身に余る賛さん辞じの数々に頰が一気に熱くなる。

「……その、どうしても信じてくださらないのなら、わたくしにも考えがあります。証拠をお見せしますわ」

「証拠？」

「ええ。ですから少しの間、動かないでくださいませ」

　訝いぶかしげに眉まゆをひそめる彼の方へエステラは寝台に手をついて大きく身を乗り出し、黒い前髪の隙間から額ひたいに口づけた。

　さすがに唇にキスをする勇気はなかった。それでも赤面しながら身を離してヴィクリスの表情を窺うかがうと、彼は怪け我がによる発熱のせいか少し目元を赤らめていた。

　微熱を帯びた眼差しがまっすぐに射い貫ぬいてくる。

「正気か？」

「ええ」

「人間不信をこじらせた猜疑王だぞ」

「よく存じておりますわ」

「恋していると言いながら、君を信じない男だ」

「それも、存じておりますわ」

「気難しくて細かいことにぐちぐちとうるさい、とても面倒な男だぞ」

「やっぱり気にされてましたのね。シスター・アンリエットの言ったことでしたら忘れてくださいませ。わたくしはそのように思ってはおりませんわ」

「……修道院に戻れなくなるぞ」

　その問いには、一いつ拍ぱくの間まが開いた。気持ちを落ち着けてから答える。

「覚悟の上ですわ。一人の男性に恋をしながら修道誓願なんて立てられませんもの」

　もちろん神や聖アンナへの愛は忘れていない。自分を救い出してくれた光から啓けい示じを感じたのも確かだ。

　だがいまはそれ以上に、大切な人のそばを離れたくないという気持ちでいっぱいだった。

　ヴィクリスが横たわったまま腕を伸ばしてきた。肩を摑まれ、ぐいと引き寄せられる。エステラは思わずよろめき、彼に覆い被さるような格好になってしまった。

「陛下っ、傷に障さわりますわ！」

「構わない。多少傷口が開こうとも、いまこの瞬間の方が大事だ」

　大きな両腕で抱きすくめられる。

　そうは言っても傷口が開いてはいけない。体をどかさなければと思うのだが、強くも優しい抱擁から逃れようという気にはなれなかった。抗あらがいがたい幸福感と愛おしさに包まれて体がいうことをきかなかった。

「私の最後の妃になってほしい」

「ええ。喜んで」

「もう一度、名を呼んでくれ」

「はい──ヴィクリス様」

　ヴィクリスは嬉しそうに微笑むと、下からすくい上げるように唇を寄せてきた。

　それをエステラは目を閉じて甘かん受じゆする。

　頭の奥が甘く痺しびれ、鼓こ動どうは胸から飛び出しそうなくらい激しく高鳴っている。だというのに、こんなにも幸せな気持ちになったのは生まれてはじめてだった。

　優しく、熱く、愛おしむような口づけはしばらくの間──心配したルパートが外から扉をノックするまで続いた。
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　数日でヴィクリスは自力で歩けるまで快復し、王都に引き上げることになった。

　その前に、ハンプリーのバークワース伯はく爵しやく邸ていに向かった。

　ブレアは今回の件で自分が重要な報告を怠おこたったためにヴィクリスに怪け我がを負おわせてしまったと反省し、みずから自宅謹きん慎しんを申し出て蟄ちつ居きよしているらしい。

　馬車が屋敷の前で停まると、エステラはドレスの裾すそを踏ふまないようにしながら急いでステップを降り、その場で立ちすくんだ。

　目の前にまぶしいほど懐なつかしい光景が広がっている。

　庭木のいくつかは植え替えられており、花か壇だんで咲さき誇ほこる花々は記憶の中のものとは変わってしまっていたが、玄関へ続く石いし畳だたみも赤せき褐かつ色しよくの煉れん瓦が造づくりも昔のままだ。

　一時的にとはいえ──帰ってきたのだ。

　感動に打ち震えそうになりながら、後ろから響ひびく物音ではっと我われに返った。

　慌あわてて振り返り、次に降りるヴィクリスへと手を差し出した。

「ヴィクリス様、わたくしに摑つかまってくださいませ」

「結構だ。私にはこれがある」

　そう言って杖つえを持ち上げてみせると、慎しん重ちように足を下ろしていく。さすがに傷が痛むらしく、自力歩行が可能とはいえまだ杖は手放せないようだ。

　すかさず駆かけ寄よってきたルパートが体を支ささえようと手を伸ばしてくるが、その手も振り払って、どんどん先へ歩いていってしまう。

　ため息をつく補佐官と目が合い、互いに苦笑を浮かべ合った。

「すいませんねえ、頑がん固こな人で」

「いえ、そういうところが可か愛わいらしい方だと思いますわ」

　とたんにヴィクリスが躓つまずいた。

　転びそうになってなんとか杖に体重をかけて踏ふみとどまる。はあ、と安あん堵どの息を吐くと、肩越しに睨にらみつけてきた。

「……聞こえているぞ、エステラ……」

「聞こえるように申したのですわ」

「なぜ……」

「のろけてみたかったんですの。ルパート様にでしたら構いませんでしょう？」

　ヴィクリスの表情が苦く渋じゆうに満ちたものに変わる。

　ぶはっ、とルパートが噴き出した。

「もうちょっと手加減してやってください。あの人まだ相当こじらせてるんですから」

　エステラは思わず首を傾かしげた。

「手加減ってなんのことですの？」

「しまった、こっちも天然だった……いえ、陛へい下かを支えてやってください」

「もちろん、そのつもりですわ」

　にっこりと笑顔で告げると、エステラはヴィクリスに駆け寄って背中に手を回した。

「お体に障さわりますわ。遠えん慮りよなさらないで、わたくしに体重を預けてくださいませ」

「それでは君の体が潰つぶれてしまう」

「少しだけでいいですから……ね？」

　ヴィクリスはしばし困こん惑わくに顔をしかめていたが、やがて諦あきらめたらしくエステラの肩にそっと手を載せた。体重はわずかにしかかけてこなかったものの、それでも彼を支えていると実感できて嬉うれしかった。

「うーん、そういう意味じゃないんですけどねえ。まあいっか」

　苦笑交まじりの呟つぶやきが後ろから聞こえてきた。







　エステラたちは奥の一室に案内された。

　到着が告げられて扉とびらが開くと、中で椅い子すに腰掛けていた父たちが一斉に立ち上がって出迎えてくれた。

　暗い顔で気まずそうにしているブレアと、気まずさを通り越して顔面蒼そう白はくになっているアーロン、そして昔よりも少し瘦やせた母ミランダが会え釈しやくする。

（お母様……あんなにお瘦せになられて）

　目を向けると、ミランダと視線が合った。とたんに母の榛はしばみ色いろの双そう眸ぼうが潤うるみだす。

　だが、エステラが何かを言うよりも先に、ブレアが一歩前へ進み出て深々と頭を下げた。

「陛下。此度こたびは我わが家やの私事のために多大なご迷めい惑わくをおかけしてしまい、大変申し訳ありませんでした」

　ヴィクリスはなんの反応も示さなかった。それをどう思ったのか、アーロンは父に続けとばかりに一歩前へ進み出て勢いよく頭こうべを垂たれた。

「わ、私からもお詫わび申し上げます！　おまけにあのときは陛下だとはつゆ知らず、生なま意い気きな口をきいてしまい……」

「そのことなら気にするな。体の調子はどうだ？」

「おかげさまで、もう夜になってもウスラに乗っ取られることはなくなりました。本当に、ありがとうございました！」

　先日エステラの様子をうかがいに古城を訪ねてきたイアンの話によると、ウスラの気配が地上から感じられなくなったという。

　闇の魔物であるウスラは光に弱い。あの花火によって照らされたことで魂たましいが浄化され、夜空へと還かえっていったのではないか、と彼は推察していた。いまはまだ夜空には〈魔女王〉カミラとウスラの力を宿した女王座が輝いている。

「これで大おお叔お父じも安心して眠りにつけるっす。僕も肩の荷が降りたっす。でも自称護衛騎士の王様には感謝する気はまったくないっすからね。汝なんじ、噓うそをつくなかれっす」

　最後まで恨うらみ節ぶしを忘れないイアンに、ヴィクリスはどこか嬉しそうに苦笑していた。ジャックといいルパートといい、彼は自分を恐れずに楯たて突ついてくる人間を好む傾向にあるようだ。

「礼なら君の姉上に言うといい。彼女が自分の身よりも弟の君を救う道を選んだから、いまがある」

　アーロンは顔を上げて窺うかがうような視線を向けてきた。

「俺は、姉上にひどいことを言いました。そんな俺を、姉上は……」

「気にしないで、アーロン。昔のわたくしはまったくお姉様らしいことができませんでしたもの。今回やっとお姉様ぶることができてよかったですわ」

　泣きそうな顔になる弟に微笑ほほえみかけると、次いでブレアの方を見た。父はいまだ頭を下げたまま、主君の言葉を待っている。

　エステラはヴィクリスに視線を送った。彼はしかたがないなとばかりに息をつくと、ようやく口を開いた。

「伯爵、面おもてを上げろ。エステラが話があるそうだ」

「……はい」

　ブレアはおそるおそる顔を上げると、エステラの方に目を向けてきた。皺しわの寄った目元から強い後こう悔かいが感じ取れて、それだけで何もかもどうでもよくなってきた。

「お父様。わたくし、お父様のことを殴なぐって差し上げようかと思っていたときがありましたの。でももう、そんな気持ちはなくなりましたわ。お父様はバークワース家の当主として当然のことをなさっただけだと思います」

　確かに父はアーロンを守るためにエステラを諦あきらめていたのかもしれない。

　けれど、彼が自分を酒蔵に閉じ込めたのも、聖せいアンナマリー修道院に入れたのも、そしてヴィクリスとの契約結婚を取り付けたのもすべてはエステラを守るためだった。その後に諦めたからといってどうして責められるだろう。

「エステラ……」

　ブレアの表情がくしゃりと悲しげに歪ゆがんだ。

　たまらなくなって、エステラは飛び出していって父に抱きついた。胸元に顔をうずめると、懐かしい匂いとかすかな震ふるえが伝わってくる。

「……私を許してくれるのか？」

　父の胸に頰を寄せたままこくんと頷うなずく。

「もちろんですわ。だってわたくしは昔からお父様が大好きだったんですもの」

　すると背中に腕が伸びてきてぎこちなく抱きしめてきた。

「すまなかった。エステラ、私もおまえが大好きだよ」

　ぽたり、と額ひたいに落ちるものを感じて見上げる。父は涙で頰を濡ぬらしていた。

「お父様、泣かないでくださいませ」

「エステラ……！」

　か細い声に顔を向けると、ミランダが泣きながら駆け寄ってくるところだった。

　薔ば薇らの香水の香りがする細い腕にも抱きしめられる。もう二度と得られないかと思っていた両親からの抱ほう擁ように、エステラも気づけば涙を流していた。

「そうですわ。お父様、あのときの約束を覚えていらっしゃいますか？」

　父がぴくりと体を震わせて体を離した。くっと嚙かみしめられた口元と眼まな差ざしに苦渋が滲にじむ。母も何かを察して腕を下ろす。

「神の妻になれると噓うそを言った件だな……あれは撤回させてくれ。もちろん、本当の意味での神の妻になりたいというのならばマザー・アグネスに口添えしてやってもいいが」

「いえ、あのお話はなかったことにいたしましょう。そうでないと、わたくしは約束を破らなければならなくなってしまいますもの」

「それは、どういう意味だ？」

　怪け訝げんな表情になる父ににっこりと笑いかけてからヴィクリスに視線を送る。

　ここに来たのは、父と話をつけるためだけではない。大事な報告があるのだ。

　エステラがヴィクリスのもとまで戻って隣に並ぶと、彼は肩を優しく抱き寄せた。

「伯爵。私はエステラとの契約結婚をやめることにした。正式に、妻として迎え入れる」

　その宣言には、父だけでなくアーロンと母も目を丸くした。

「陛下、それは……！」

「私は正直まだ貴公に対して腹を立てている。だが、貴公のおかげでエステラと巡めぐり会えたのも事実だ。その点だけは、深く感謝している」

　ミランダは、まあっ、と声を漏もらして両手で口元を覆おおった。

　期待に目を輝かせる母とは対照的に、父はあからさまに戸と惑まどっていた。

「……本当にエステラでよろしいのですか？　娘はとても王妃にふさわしいとは……」

「いくら父親とはいえ、私の愛した女性を悪あし様ざまに言うのならただではおかない」

　ヴィクリスが銀ぎん灰かい色しよくの眼差まなざしを鋭するどくさせると、父はぐっと怯ひるんだように口を噤つぐんだ。

　二人を交互に見てから、エステラは夫の横顔に視線を注そそいだ。精せい悍かんな顔立ちは怒るとさらに迫はく力りよくを増すが、そんな顔も魅力的だと思ってしまう。

「どうした？」

　視線に気づいて振り向いた彼に、いいえとかぶりを振ってみせる。

「怒ったお顔も素敵だと思って見み惚とれていただけですわ」

「…………っ！」

　ヴィクリスはとっさに視線を逸そらし、その顔を片手で覆ってしまった。

「どうかなさいましたの？　お顔を隠さないでくださいませ」

「……無理を言うな」

　ねだるように袖そでを引いてみたが、彼は頑がんとしてこちらを向いてくれなかった。

　ずっと後ろで控えていたルパートがブレアたちの方へ近づいていって、耳打ちをするような仕草で囁ささやいた。

「すいません、この二人ずっとこんな感じでのろけてまして。やっと新婚になったばかりみたいなものなんで、大目に見てやってください」

「はあ……」

　あっけにとられたような声が聞こえてきたが、エステラは構わずにヴィクリスの袖を引っ張りつづけた。





[image: ]






　薄明かりの中でエステラはぱちりと目を覚ました。

　天てん蓋がいつきの寝台から起き上がらずに首をもたげて窓の方へ目を向けると、〈北の宮〉の外はほんのりと明るくなっていた。かすかに雀すずめのさえずりも聞こえてくる。

（わたくし、怠たい惰だになってきている気がしますわ）

　最近とみに目が覚めるのが遅くなってきた。

　おそらく、ともに生きていく人の習慣に体が合わせようとしているからだろう。

　エステラは寝返りを打って窓に背を向け、寝台の隣に体を向けた。

　そこには黒髪に包まれた後頭部と絹の寝着に包まれた広い背中があった。

　この背中がとても温かいことはエステラは触れなくてもわかっている。背中どころか鍛きたえ抜かれた全身が熱をはらんでいることも知っている。

　が、それでもエステラは触れたくなり、じりじりと近づいていって両腕を伸ばした。

「えいっ」

「────っ！」

　ぎゅっと抱きつくと、長身の体がびくりと痙けい攣れんして硬直した。ややあって力が抜けると、長いため息が聞こえてくる。

「……エステラ。そういうことはやめてほしいと何度も言ったはずだが」

　ヴィクリスがどこかまだ緊張の残った声こわ音ねで苦情を言ってくる。

　王都ミストークへ帰還してから一カ月が経過した。

　王宮へ戻ってすぐに彼が何よりも先に行ったことは、溜たまっていた政務ではなく婚前契約書の焼しよう却きやく処分だった。

　これがあると君に触ふれられない──というのが彼の言い分だ。

　いくつかの項目が不要になったのならばその部分だけ抹まつ消しようすればいいのではとエステラは提案したが、それでは公明さに欠けると言ってすべて破は棄きすることになった。いかにも真ま面じ目めな彼らしい。

　そうして、晴れて本当の意味で夫婦になり夜もともにするようになったのだが、互いの体に触れあえる関係になったもののいまだにヴィクリスは不意打ちで触れられるのは苦手のようだった。

「でも、目が覚めたらすぐに起こしてほしいともおっしゃってましたわ」

「もっと心臓に悪くない起こし方があるだろう。名前を呼ぶとか」

「それでは面白くありませんわ」

「……君が元いたずらっ子だということを失念していた。いや、現役だな」

　ヴィクリスは自分の腰に回された手をやんわりと引きはがすと、寝返りを打ってこちらに向き直った。

　銀灰色の双眸と真正面から見つめ合う。

　同じ枕を共有しているのでいまは視線の高さも同じだ。いつもは身長差があって見上げなければならないので、こうして真正面で見つめ合える瞬間がエステラは好きだった。

「おはよう、エステラ」

「おはようございます、ヴィクリス様」

　彼は寝台に手をついてわずかに身を起こすと、エステラの方へ顔を近づけて瞼まぶたの上にキスをした。

「いよいよ今日だな」

　精悍な顔立ちが引き締まり、蜜みつ月げつの夫から国王の表情になる。

　今日はヴィクリスの二番目の姉ユージーナが亡ぼう命めい先から帰国する日だ。ヴィクリスが怪我をしたため一カ月ほど、延期になっていたのだ。昨日きのうの昼にはイリカ島の前を通過したという連絡があったので、昼過ぎにはミストークからほど近い港町ノウィックに到着するだろうと聞いている。

「きっとうまくいきますわ」

「どうだろうな。帰国の条件として王位継承権を破棄させたが、どこまで効力があるものか。私やヘンリーに何かあれば、ユージーナの擁よう立りつに動く者も出るだろう。いや、行方ゆくえ不明の王族がこぞって帰国し、また内戦に戻る危険性も……」

　エステラは枕元に置かれた呼び鈴を手に取って、りん、と鳴らした。

　とたんにヴィクリスが渋じゆう面めんになる。

「……私の話を聞いていたか？」

「もちろん聞いておりましたわ。また猜さい疑ぎ心しんをこじらせておいでのようでしたので、熱い紅茶を飲んですっきりした方がよろしいかと思いましたの」

「君には一生敵かなわない気がしてきたよ」

　多くの暗殺者が殺せなかったという猜疑王らしからぬせりふに小さく笑っていると、控えめなノック音が鳴り響いた。

「どうぞ」

「失礼します！」

　裏返った声とともに扉が開き、ユニスが顔を真まっ赤かにして配はい膳ぜんワゴンを押しながら入室してきた。エステラたちよりも早く起きて準備していたのだろう。最近国王夫妻の起き床しよう時間は安定している。

　ユニスはかすかに震える手でサイドテーブルに茶器を並べ、ティーカップに紅茶を注ぎおえると、一礼して部屋を出ていった。

　ヴィクリスは白はく磁じのカップを受け皿ごと持ち上げてエステラに渡してから、自分のぶんを手に取り、夕焼け色の紅茶に浮かぶものを認めて目を見開いた。

「……レモンか」

「幸運のおまじないですわ」

　熱い湯気をあげる紅茶にそっと息を吹きかける。

　ウスラ信者に囚とらわれたとき、エステラの命を救ってくれたのは紅茶用のレモンだった。あぶり出しの仕掛けをした手紙をヴィクリスに送ることができなかったら、いまごろ自分はこの世にいなかっただろう。

「おまじない、か。神や聖妃に祈るよりは信用できそうだ」

「神様や聖アンナ様を悪くおっしゃらないでくださいませ」

　エステラが口を尖とがらせると、ヴィクリスは頰を緩ゆるませてカップの縁ふちに口をつけた。







　ノウィックの街は見物客でごった返していた。

　まさしく芋いも洗あらい状態になっている通りを、衛兵たちが道の端へ行くよう整理して、かろうじて馬車一台が通れる空間を作り出していた。街のいたるところにミストリア国旗が飾られ、通りの隅には商しよう魂こんたくましい人々が屋台まで出していた。

　馬車の小さな窓から外を眺ながめていたエステラはほうっと感かん嘆たんの息を吐いた。

「すごい人出ですわね。聖せい兜とう祭さいを思い出しますわ」

「そうだな。どこに暗殺者が潜ひそんでいるかわからないから油断はするな」

　座席の隣に腰掛けたヴィクリスは窓の外へ隙すきのない視線を向けながら言った。

　相変わらずこじらせている彼にむしろほっとする。はじめは彼の猜疑心の闇やみを晴らしたいと考えていたはずなのに、最近ではこんな彼も可愛いと思ってしまう自分がいる。ルパートがうんざりするくらいには、のろけている自覚がある。

「そういうことではなくて、こんなにもたくさんの人がユージーナ様の帰国と、ヴィクリス様のご決断を歓迎してくださっていることに感動しておりますの」

「どうだろうな。私は君ほど楽観的にはなれない」

　ヴィクリスはむっつりとしかめ面つらになって言う。

　馬車は港に入ってゆき、船着き場に向けて赤あか絨じゆう毯たんが敷かれた手前で停止した。

　外側から扉が開かれ、ヴィクリスが先に足を下ろす。それから手を差し出されたので、エステラは遠慮なくその手を取ってステップを降りた。浅あさ葱ぎ色いろの生き地じに藤ふじ色いろのリボンをあしらったドレスの裾すそがふわりと潮風になびく。

　とたんに一際大きな歓かん声せいに包まれた。国王夫妻の登場に見物客たちがおおいに盛り上がる。冷やかすような口笛まで聞こえてくるのは、先週不定期新聞『ジャック・オー・ランタン』に国王夫妻が人目もはばからずのろけてばかりいてミストリアの将来が心配だという内容の記事が掲載されたばかりだからだろう。

　エステラはヴィクリスと腕を組んで赤い絨毯の上を歩いて行く。

　船着き場には既すでに大型船が到着していた。タラップの下には衛えい兵へいの姿があるが、まだ中から人が降りてくる気配はない。

　ヴィクリスに合わせて、エステラは船着き場の手前で足を止めた。

　こちらの姿を認めて、甲板にいた船員が慌あわてて引っ込むのが見えた。じきにユージーナが降りてくることだろう。

　エステラは添えたヴィクリスの手の上がわずかに硬くなっていることに気がついた。

「まだユージーナ様のことを警けい戒かいされてますの？」

「当たり前だ。私は愛する君すらいまだに疑っている男だぞ」

　少し拗すねたような言いぐさに思わず頰が綻ほころんだ。

「いったいいつになったらわたくしを信じていただけるのでしょう」

「さあ、どうだろうな。私は一生君の愛情を疑いつづけることになる気がするよ」

「残念ですけれど、構いませんわ。お疑いになられるたびに確かめていただければすむ話ですもの」

「ああ、そうさせてもらう」

　ヴィクリスが船に向けていた眼差しをこちらへ向け、唇くちびるを寄せてきた。

　優しくついばむような口づけにうっとりと目を閉じた瞬間、周囲から歓声と口笛が響く。遅れて、背後からわざとらしい咳せき払ばらいが聞こえてきた。

「あー陛下。人前でのろけるのも大たい概がいにしてください。お二人の仲を応援していた自分もいささか食しよく傷しよう気ぎ味みです」

　ルパートが心底げんなりした様子で言ってくる。この手の忠言はここ二週間ばかりで何度も受けているが、いまのところヴィクリスが意に介かいした様子はない。

「国王夫妻が仲なか睦むつまじいのは国民にとっても喜ばしいことだろう」

「限度があります。つーか今日確信しました。あんたが暗殺されるとしたら絶対エステラ様と人目もはばからずにいちゃついているときです。隙だらけですんで。いまのあんたなら自分でも殺せそうです」

　補佐官に容よう赦しやなく突っ込まれて国王がぐっと閉口し、渋々身を離す。

　一際大きな歓声があがる。

　ちょうどタラップを長身の女性が降りてくるところだった。潮風に煽あおられて、落ち着いた色合いのドレスの裾とハーフアップにした黒髪が美しくなびく。

　ヴィクリスとよく似た銀灰色の眼差しがこちらを捉え、にこりと微笑んだ。

　今日からまた、新しい日々がはじまる。

　自分が王妃にふさわしいとはいまだに思えない。だが、ヴィクリスと一緒にいるためならば、どんな苦難も乗り越えられる気がしていた。

（神様、聖アンナ様、そしてウスラ……どうかわたくしを見守っていてくださいませ）

　新しい風を纏う女性が徐々に近づいてくる。

　ヴィクリスの腕にかけた手に力を込める。その上に大きな手がぴたりと重なった。

　顔を向けると、銀灰色の眼差しと目が合った。穏やかな瞳にエステラの姿が映り込む。

「私ならば大丈夫だ。この先何があろうと……君がそばにいてくれるかぎり」

「わたくしも、この命があるかぎり決しておそばを離れませんわ」

　ヴィクリスは安堵したように微笑むと、また船の方へ顔を向けた。

　不安と期待で胸をいっぱいにしながら、エステラはヴィクリスとともに彼女へと歩み寄っていった。
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　おひさしぶりです、お疲れ様です。乙おつ川かわれいです。

『猜さい疑ぎ王おうの契約王妃』三巻をお届けします。

　二巻の展開から今回はこんな感じになりました。

　あまりネタバレにならない範囲で語らせていただきますと、今回はいろいろ自覚したヴィクリスと自覚していないエステラが離ればなれになって云うん々ぬん……と物理的に離れたぶん、筆者なりに精いっぱいラブを書かせていただきました。我ながら、なかなかこっぱずかしい感じに仕上がったのではないかと思っています。とても素面しらふでは読み返せません。たぶん泥でい酔すいしてても無理です。

　すべての作業が終わったら、自分へのご褒ほう美びとして本作のアイデアの元となったチリワイン『悪魔の蔵（仮）』を開けようと思います。チリワインは安くて美お味いしくて大好きでして、スーパーのワインコーナーにあるものを片っ端から飲み比べた時期があるのですが、なかでもこのワインが手頃で一番好みでした……ってこれなんのあとがきでしたっけ？

　そうそう、元ネタといえば『天使にラブソングを…』と『サウンドオブミュージック』も忘れてはなりません。そんなわけでエステラの暮らしていた修道院の修道女たちのイメージは『天使～』からいただいています。




　ここからちょっと真ま面じ目めな話です。

　本シリーズには自分の至いたらなさやこのジャンルの難しさを痛感するいいきっかけをいただけたと思っています。

　必死に背伸びして書いて、でもこの題材を書けるレベルにまだ到達していないことを実感して、それでもいまの自分にできるかぎりのものを書こうと必死で食らいついてきた結果が本巻に結びついたような気がしています。

　一方で、天然×天然の嚙かみ合っているんだか嚙み合っていないんだか……なカップルを楽しく書かせていただけまして、読者の皆様＆ビーズログ編集部の皆様にはとても感謝しております。

　特に今回は内容的にプロット段階から「大丈夫か？」「オカルトにはするなよ？」とさんざん言われていたのですが、それでもＧＯサインを出してくださった編集部は懐ふところが大きすぎると思います。




　ここからは謝辞を。

　三み浦うらひらく先生には今回も素敵すぎるイラストの数々を添えていただきまして感謝の言葉しかありません。アーロンがドツボで「わああっ」となったらその下にいるイアンで一分ほど笑いが止まりませんでした。ありがとうございます、ありがとうございます！

　担当編集のＵ様。今回もハードなスケジュールの中、うっかりを多発する筆者をたくさん助けてくださいましてありがとうございました＆いつもどうもすいません。あともうひとふんばりですが（現時点）最後までよろしくお願いいたします。

　校正、印刷、製本、営業等、本作の出版に尽じん力りよくしてくださったすべての方々にも御礼申し上げます。

　そして読者の皆様。本作はいかがでしたでしょうか。拙つたないなりにも少しでも楽しいひとときをお届けできていればそれにまさる喜びはありません。最後に後日談ＳＳシヨートストーリーもご用意しておりますので、そちらもご覧いただければ幸いです。

　それでは、またいつかお会いできることを祈っております。





乙川　れい
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「叔お父じ上うえ、覚かく悟ごぉーっ！」

　練兵場に可か愛わいらしい裂れつ帛ぱくの声が響ひびく。

　模擬試合用の闘とう技ぎ場じようの観客席に集まった兵士たちの間から、いいぞー、頑がん張ばれ、といった陽気な野や次じが飛んだ。

　エステラは王族用に設しつらえられた特別席から扇おうぎを握にぎりしめて決闘を見守っていた。

　階段状になった客席に見下ろされるように囲まれた舞台の上で対たい峙じしているのは、ヘンリーとヴィクリスだ。

　ヘンリーはエステラが正妃となると知るなり、ヴィクリスに手袋を叩たたきつけた。

「叔父上、エステラを賭かけて僕と勝負してください！」

　自分に向けられる幼おさない恋心には正直嬉うれしかったが、その思いに応こたえることはできない。ヘンリーは幼いし、それにエステラはもうヴィクリスを愛してしまっている。

　それで二人は短期契約ではない正式な夫婦になったのだと説明したが無む駄だだった。

　顔を真まっ赤かにして睨にらみつけてくる甥おいに、ヴィクリスは真顔で告げた。

「決闘か。受けて立とう」

　それが一カ月ほど前。そしていまに至いたる。

　一カ月も間をあけたのは、公平さを追及するヴィクリスがヘンリーに体を鍛きたえたり策を練ったりする時間を与えるためだろう。

「でも、陛へい下かが本気でなくて安心しましたわ」

「……安心できますか、あれ」

　ユニスがテーブルに置かれた白はく磁じのティーカップに紅茶を注そそぎながらげんなりと言う。

　闘技場の中央にいるヘンリーははあはあと肩で息をしながら木剣を構かまえている。

　対するヴィクリスは──両腕と両足を縄なわで縛しばった状態で突っ立っている。

　かなりの念の入れようで縄はぐるぐるに巻きつけてあり、エステラはいつかハンプリーの地で見たイアン司祭の姿を思い出していた。

「陛下はお強いですもの。ヘンリー殿でん下かはまだ幼いですし、ハンデは必要ですわ」

「……理り屈くつはわかりますけどね」

　そう言って、エステラは銀器からスコーンを一つ手に取って、二つに割って口へ運んだ。細かく砕くだいたクランベリーを練り込まれた生き地じは甘あま酸ずっぱくて美お味いしい。ユニスが淹いれてくれた紅茶をすすって胃に流し込むと、観戦しながらまた頰ほお張ばった。

　最近、妙に食欲が増している。侍じ医いの話ではヴィクリスの子を宿しているらしいが、まだ安定期に入っていないので公言していない。知っているのはヴィクリスとルパート、侍じ女じよ長ちようだけだ。

「やあーっ！」

　ヘンリが掛け声をあげて木剣を振りかぶって突進する。

　それをヴィクリスはぴょんぴょんと跳はねてかわすと、甥の背後に回り込み、両足で尻しりをげしっと蹴けり飛ばす。わああっ、と悲鳴をあげてヘンリーは転倒し、その手からすっぽ抜けた木剣が転がった。

「あんなお姿をごらんになって、百年の恋も冷めませんか？」

「ますます愛いとしくなりましたわ」

「……まあ、のろけられるような気はしていましたけど」

　闘技場では、ヘンリーは床ゆかに俯うつぶせに倒れながら目に涙を溜ためて顔を上げていた。

「いててて……」

「立て、ヘンリー。そんなことでは私に掠かすり傷一つつけることはできないぞ」

　そうだそうだ、頑張れ殿下、と観客席から野次が飛ぶ。

　ヘンリーは床に手をついてよろよろと起き上がり、木剣を拾い上げてなんとか身構えると、周囲から幼い王子を励はげますような歓かん声せいが沸わいた。

「──同席させてもらってもいいかい？」

　ふと、中性的な声音とともにふわりと小さな風が起こり、黒髪の麗れい人じんが空あいている椅い子すに腰掛けた。

　長い髪を首の後ろで一つに束ね、紳士用の上等な衣服に身を包んでいるのは、最近帰国したばかりのヴィクリスの姉、ユージーナだった。

「まあ。ユージーナ様ったら、またそのような格かつ好こうをなさって」

「しょうがないでしょう。教きよう皇こう国こくではずっとこんななりをしていたから、もう癖くせになっちゃって」

　ユージーナは銀ぎん灰かい色しよくの目を細めて笑うと、優ゆう雅がに足を組んでみせた。

　彼女はキリエ教皇国に亡ぼう命めいしていた間、なんと男のふりをして生活していたらしい。その間に窮きゆう屈くつな暮らしに嫌いや気けがさした夫にも逃げられたそうで、淑しゆく女じよとしてふるまう気にならなくなってしまったそうだ。

　男装好きで気さくな人柄のユージーナを、エステラはすぐに好きになった。ヴィクリスとよく似た黒髪と銀灰色の双そう眸ぼうも魅力的だ。

　ユージーナは闘技場の方へつまらなそうに目を向けながら、すっとユニスの方へ手を差し出した。紅茶の催さい促そくだ。ユニスは慌あわてて一礼すると、ユージーナのぶんのティーカップを用意するために引き下がる。

「よくあのヴィクリスを好きになれたね。あれのどこが好きなの？」

「全部ですわ」

　エステラは自信満々に答える。

　ユージーナはまだミストリアに来て日が浅く、新婚夫婦ののろけ話ものろけ行為もそれほど見聞きしていないのでルパートやユニスのように嫌そうな顔をしなかった。ただ苦笑して穏おだやかな眼差まなざしを返してくれる。

「ねえユージーナ様、ヴィクリス様の昔の話を教えてくださいませ。ヴィクリス様はどんな方でしたの？」

「私みたいな感じかな」

「どういう意味ですの？」

「男装した私って、ヴィクリスが十五、六歳の頃にそっくりらしいから」

「まあっ！」

　エステラは思わず歓声じみた声を漏もらして、まじまじとユージーナを見つめた。

　彼女はもう二十代の半なかばだが、眉まゆなどを整えただけで化け粧しようをしていない中性的な顔立ちは、確かに十代半ばくらいの少年に見えないこともない。

　昔の彼はこんな感じだったのか。騙だまされやすいくらいの純粋な少年だったという十六歳のヴィクリスに思いを馳はせる。

「ねえ、エステラ。ヘンリーにもうちょっとハンデをくれてやりたいと思わない？」

「え？」

　ユージーナはくすりと微笑ほほえむと、エステラの頰に手を伸ばしてきた。あら、と思ったときには、彼女の唇くちびるが頰に触れている。

「──そこで何をしている！」

　叱しつ声せいに振り向くと、闘技場からヴィクリスがこちらを見上げていた。

　芋いも虫むしみたいに縄でぐるぐる捲まきにされた状態のままこちらへ向かってこようとする長身の後ろで、小柄な人影が飛び跳ねた。

「隙すきあり！」

　ぽかん、と木剣が黒い後頭部を直撃し、ヴィクリスが転倒した。

「ヴィクリス様！」

　エステラは思わず立ち上がった。

　ヘンリーもまさか当たるとは思っていなかったらしく、木剣を振り下ろした格好のまま固まってしまう。

　観客席からどよめきが上がる。

　兵士たちは何もヘンリーに勝ってほしいわけではない。彼らはみなヴィクリスとエステラの結婚を歓かん迎げいしている。単純に、殺しても死なないと言われるヴィクリスに一人で立ち向かう勇気を賞しよう賛さんし、応援しているだけで、ヘンリーに勝ってもらっては困るのだ。

　ヴィクリスはしばらくしてむくりと顔を上げると、仰あお向むけになって身を起こし、腹筋の反動で器用に起き上がった。

　木剣を構えたまま固まっているヘンリーを静かに見下ろす。

「よくやった。自分より強い相手を倒すには隙をつくのが正解だ」

「叔父上……」

「だが詰めが甘あまい」

　ヴィクリスはその場で跳ちよう躍やくすると、真正面からヘンリーを蹴り飛ばした。軽い体は見事に吹っ飛ばされ、床を転がって場外に転がり落ちた。

　審判役のルパートが心底つまらなそうな顔をして片腕を振り上げる。

「はい、そこまで。陛下の勝利です。以上、解散！」

　なんだもう終わりかよ、と兵士たちが愚ぐ痴ちりながら撤退していく。

　その様子を嬉しそうに見送りながら、ユージーナが囁ささやいた。

「私がいない間に、ここもずいぶん平和になったね」

「いいところですわ」

「ちょっとルールが多すぎる気もするけどね」

「まあ、そこが楽しいんじゃありませんの」

　エステラが心の底からそう告げると、ユージーナはおっと眉を跳ねあげた。

「君は変わっているね──ヴィクリスのこと、よろしく」

「こちらこそですわ。ヴィクリス様のこと、支えてくださいませ」

　ユージーナは美少年の手本のような微笑みを浮かべると、「喜んで」と言ってエステラの手をとり、甲こうへ口づけた。
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この作品を通して、何よりも大事なものは健康だということを思い知りました。というくらいには、最初から最後までどこかしら体を壊していた気がします。担当さんにはご迷惑をおかけしました……

ようやく体調が戻って時間もできたので、好きな本を読んだり旅行に行ったりサッカーを観たりして心身を癒そうと思います。
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お仕事中、うとうとすると足を咬んでくれる優秀なマネージャー猫がいます。単なる嫌がらせだなんて飼い主信じない！　ルパートさんの能力が欲しいです…。
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